
If you want to improve sports in your region or country,
We hope there will be more.



INDEXCONCEPT

Ｊٛーءに꞊わるす׬ての方が

⹆ⱶし、杼鉮し、⪦にחくるٛーءを泘䧗し

したնױフؘؓな䗯㕔ꝧ炐を泘氳として氦车しחンかوー؛

Everyone involved in the J.League
Aiming for a league that participates, understands, and creates together

It was issued for the purpose of open and fair information disclosure.

に鵭やかに䨕り鲭り׵ンを磙▼ととثーب

Ｊٛーءを䶹ֻるす׬ての方にֽ㷐ׄする׆とを泘䧗しױすն

たかזあךֹלעءンのＪٛーثーب☪

氵喋の泘ֽך澬かめくדさいն

We aim to review the season as soon as it ends and deliver it
to everyone who supports the J.League.

Please check with your own eyes how this season˖s J.League was.

Ｊٛーءを通׋てやりたい׆とを、自榺に㵚鎇するために

ׇ孨榫いたף׿ׄד䇞いךすն

㏐㓊や׆の㎁のَتーصを׻り׻くしたいと갾ֹ方が

さらに増ֻる׆とを갾זていױすն

We would appreciate it if you could use it to freely
talk about what you want to do through the J.League.

We hope that more and more people will want to improve sports
in their region and this country.
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2023 Season

Ｊٛ ー30ء⼽䇗؛ーؼوンءイيントꝧ⤹

Ｊ

嘦宕٬ُ が⨣ⳏتؿٛ

DAZNとの新たな䷑何嘤㜵硜稤磵

Ｊٛ ー30ء⼽䇗鋗䒝
⤹ꝧزルُッٔبًت

5僖15仼Ｊٛ ーءの仼、
Ｊٛ ー30ء⼽䇗鋗䒝イيントꝧ⤹
伺媩㱦榹Ｊتيトؓウؚーךث
鸜諰⟊☝鹟䣆がMVP⹨韛

ٔزン؛مンٛثーء

宣⽰ٝッثが5㛻⚡שり
3䈱泘の⨣ⳏを鷼成

伺媩㱦榹Ｊٛ ーء
٠ールٝٔزغンة
powered by docomo /
Audi Football Summit
powered by docomoをꝧ⤹

梪㗞泸�Ｊٛ ーء
鵽䯥⶜㲊2⼽䇗鋗䒝イيントꝧ⤹
Ｊٛ ーء妳⠮ؓ٘بؠンقートػー㜵硜を
NTTءルーو、伺媩㱦榹榟⽜⟊ꣅ注◍⚡炘、
╖硞新꧅ⱱ劔䌋⚡炘と稤磵

槄榹حルؓل
伺媩㱦榹榟⽜
Ｊٛーء⨣ⳏ

Ｊٛ ーءYBC
ル٥ァン؜ッو婊ⳏ
焰㹭がقتلؓ
⮣の曓縖に

䚁㨽
伺媩㱦榹榟⽜
Ｊٛーء⨣ⳏ


伺媩㱦榹榟⽜
Ｊٛーء
٥ ッؔجル烕䢔が
⮣⯆釜

Ｊٛ ーؓءウؚーث
5䇗שりに嘦宕ؓٛーךػꝧ⤹
MVPע烕䢔 㛻鳠ⲭ█鹟䣆

ム全㕙ؓةタت
⺎耆┕꡾の100ך
⪒䅪㚜⭳し䑴䭤⺎耆
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MVP 2023
٥ィشセル烕䢔

YUYA OSAKO
㛻鳠ⲭ█

槄榹لٜحアが初優ⳏを果たすとともに、初のＪ伭劲もⳏち⹦った。☪بーثンは、高劅サッカー界の⺲䧗㵵縖として丗々の㲔竮を墦した랬榹
⯹泃涍を䦙へい。㱤⤓を見泡し、㲔力ある㛙国盈選手の遨䍚、萴手選手の䡗Ꝏなどの効果も表れた。꺙⛣に宯┕した4僖の瑬10疐♓全、㱦㲊した
戦いשりでその䈳を閵ら׍、瑬39疐で伭劲兢♭の一つである2⛣♓⫂、続く瑬40疐で優ⳏが婊㲊。⯥بーثンの15⛣から大躍鶟を鷈ׅた。また、
僃磙疐で2⛣にꯂ⛣を┕ׅたジٖلロ濗榹が1䇗で、Ｊ伭劲プٝー؛フを⯆した典◹٥ؘٜディが16䇗שりに、それבれＪ䐝䅯を果たした。

Ｊリーグに新たな曓縖が鏐生した。ꡉ烕・屭饟大꧟愤氦生の1995䇗にزーّが㡎動した٥ィッٜج烕䢔が、Ｊ⺒┕11クラブ泘のٔزン؛مンと
なった。䈋泅戦から好鐧を禴䧏し、⯥بーثン優ⳏの嘦宕・ُ リノスなどとの激しい꺙⛣◁いを㷣開。9僖の瑬26疐でトップに玮つと、墦り1疐と
なった瑬33疐で2⛣の嘦宕にⳏ憠4䄐をつけて剚⫦を暠䐂した。アンデٜخン ロًス嘦宕と┾んで䐂憠曓のタイトٜを手にした大鳠ⲭ
█ら日本代表磬꽦のある選手がزーّをけん䌕。⺮榹㰏车泃涍の吣え♀けた、䷍㱤にـードワークをいとわないサッカーが見◄に菊開いた。

SEASON RESULT

伺媩㱦榹生命J2リーグ伺媩㱦榹生命J1リーグ
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宣⽰ٝثش

뛈㼖アントラーث

⺲⹿㷑グランパス

アلスパ焰㹭

䃷㽂フٞンذーٝ

セٝشソ㛻ꡉ

アルشٝلクス二弓

FC典◹
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瑬30㍑を鲛えた疐泘の大会で、6䈱泘出場の嘦宕・ُ リ
ノスが初優ⳏを果たした。⯥بーثンのＪリーグ曓縖である
嘦宕と、㛾永兵Ｊ瑬102㍑全日本サッカー選手嘤
を⯆したＪの٥ؒンフؚーٝ榻䈡の顔合わせ。⩝⯆したの
は、30分にエٜؗيが婊めた嘦宕。⯥ⶐ磙▼泡⯥の
44分には榻䈡のمーター ؗタカに⺱憠إーٜを錉すも、
61分に里兎䦌洠が䥨し鱮み、21とⳏち飈して剚⫦をつ
かんだ。国玮琂䤗場でのスーパーカップ開⤹は9䇗שり。
⺱琂䤗場での⺱カップ⺒┕3樑泘となる50,923人の大鈝
轜がＪリーグبーثンの䆠開けを⼔ׅる熱戦を見㱤った。

アジアのクラブٔزン؛مンを婊めるٔزン؛مンث
リーグで宣⽰ٝッثが5大会שり3䈱泘の
優ⳏを鷼䡗した。2022䇗8僖に婊ⳏ鶟出を婊めていた宣
⽰は、綇2023䇗45֐僖にサؗジアラلアの䍚霔アٜك
ラٜとアジア曓䈳を䠫けて対婊。アؘؗイの瑬1戦で⯥ⶐ
に⩝⯆を錉したが、53分に艄卐䛤└が⺱憠إーٜをُー
クして11の䌕き分けに䧏ち鱮んだ。ٌ ーّの瑬2戦では
䏲ⶐ開㡎企々の48分に相手のؗ؛ンإーٜを鏗って1
0のⳏ⮵。2鍱合合銶21のスコアで、日本にタイトٜをも
たらした。大会のMVPには宣⽰の鿯◒㱳嘻が選ばれた。

初優ⳏの愛㨽が3䇗שりにＪへ䐝䅯することになった。7僖の瑬17疐から꺙⛣の䈳を伺け峚さ3、׍疐を墦した瑬35疐で伭劲を婊めるととも
に、タイトٜも手中にした。選手キٔリアを愛㨽で磙え、2022䇗から2䈱泘の䧗䭙を㓴る溍╖岲꣚泃涍の┖、氬戦ꎥ瀂の叜耙荁㜀や冋榹力などの
磬꽦雛㳪な選手と、隴本꽀☭、溍宣大꥔らの萴手が踄合してزーّ力がアップ。21ⳏ中、㲔に19ⳏが1憠䄐ⳏ⮵という琂り合いの䍚さを氦䭙して
リーグ戦を⯆した。一亠、もう一つの伭劲凂は、뛈⩩㼖ٗナイテッドが僃磙疐で2⛣を澬㲊し、5䇗שりにＪへ鲭り⾩くことになった。

伺媩㱦榹生命J3リーグ

10 11

嘦宕F٬ُ リؿス

2022
伺媩㱦榹生⽜ J1リーグ

ン؛مンٔز

٥ؒンフؚーٝ榻䈡

㛾永兵JFA瑬102㍑
全日本サッカー選手嘤大会

優ⳏ

アلスパ焰㹭が婊ⳏで宣⽰ٝッثに21と琂りⳏち、クラブ
⺒┕初のلッグタイトٜを暠䐂した。リーグカップ戦⺒┕
僃多の61,683人が国玮琂䤗場を㒪めた婊戦で、焰㹭は
➭䷧な磈ꄇ⽰█がサイドからٔزンスْーク。5分の⯥㴌╮、
⯥ⶐアディ٘بナٜタイّ4分の㲯大嘻の䐂憠をアبスト
した。䏲ⶐに⪌り、宣⽰はGK里䃷⼽⛼がPKをꡢ塛し、◫代
出場の伺本縒宨が67分に1憠を鲭したものの、焰㹭の㔋㱤
の⯥に寵をのんだ。婊ⳏのMVPには⩝⯆憠を䧸ׅた焰㹭
の⯥が選ばれ、大会のٖؼーكーロー韛には婊ⳏでも⩝氦
出場した宣⽰の企䃷ꥄ䇖17塶が選出された。

アلスパ焰㹭 宣⽰ٝثش

䚁㨽FCռ73ս1
2 뛈⩩㼖ٗナؕغشطռ62ս
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シーثンの⪌㕙縖丗

-Ｊリーグ⪜式鍱⺬䇗ꝴ稀⪌㕙縖丗
伺媩㱦榹生命ＪリーグյＪリーグYBCル٥ؒンوش؜յFUJIFILM SUPER CUPյＪ伭劲ٝوーオフ

-シーثン⪌㕙縖丗の⥝⺸⮆冪

بーثンは、2僖の開䆠からإーٜデンؗイークGW伺け5僖8日の感刌檮5걉燯车までの硜3カ僖間は、コロナ焫の䏅ꮶが墦っていた
にもかかわら׍、ْ ディア露出増、テٝلCM・デジタٜ䇶⼔や、国玮琂䤗場活榫など大釨嘗プロٓー٘بン产瓀の効果もあり、Ｊリーグ⪜䌋鍱合
䇗間稀⪌場縖丗では、鷨⸻僃高だったبーثンに鳠る⪌場縖丗2019䇗奂99.3まで㍑䐝したクラブの⪌場乢⹜⪌もコロナ焫⯥の
姡嶖に㍑䐝する見鵟し。コロナ焫の䏅ꮶがなくなるبーثンは、بーثンを飃える鷨⸻僃高の⪌場縖丗催新を泘䧗していきたい。

䇖㏯⪌場縖丗は、⯥بーثンからＪで4,665人⯥䇗奂132.6増ⱶし
18,993人、Ｊで1,885人⯥䇗奂137.6%増ⱶし6,904人、Ｊでは3,003人
⯥䇗奂110.3増ⱶと、コロナ焫でも浓㲔に⪌場縖丗を⛈ばした。

Ｊリーグ⪜䌋鍱合䇗間稀⪌場縖丗は、بーثンから硜292┒人増ⱶし、鷨⸻僃高を鋗ꎰしたبーثンの⪌場縖丗の99.3%に鳠る丗値。カテإリー⮯に見ると、
。ンからＪで硜140┒人、Ｊで硜87┒人、Ｊで硜30┒人増ⱶしたثーب⯥

嵹⿦鍱合丗⹜㳊曍80♓┕の鍱合は、Ｊではبーثンには⹕ばな
いものの、⯥䇗の⠘♓┕となる36鍱合、Ｊ、Ｊではبーثンを┕㍑る
磵果となった。

⯥䇗のبーثン、コロナ♓⯥のبーثンと鶚⮯の⪌場縖丗の⥝⺸を奂鬳すると、鷨⸻僃多の⪌場縖丗を鋗ꎰしたبーثンは、
グラフの嫧䎬から「開䆠僿」「GW」「㛉⚔み・ֽ 沘」「磙泅」といった侇僿に⪌場縖を⽛び鱮むことで、全体の⪌場縖丗にも大きく䏅ꮶを┙えていた
ことが鐆み⹦れる。بーثンは、بーثンとׯ׮⺱様の嫧䎬の⥝⺸が見られるが、「開䆠・你⚔み僿」「GW・Ｊリーグの日5僖15日」
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チェアマンインタビュー
～開幕30周年。次のステージは世界で戦える水準へ～

- 30周年を迎えた2023シーズンを振り返って
ください。3 0周年記念イベントなどもありま
したが、特別な思い、歴史を振り返って考える
ようなことなどあれば。

- チェアマンに就任して２年目となり、
改革のアクセルを踏むシーズンでしたか。

30周年だからといって特別な感じはないですね。特にフットボールに
ついては、30年目と31年目で絶対的に違うということはありません
ので。ピッチ上は例年通り、現場の選手やスタッフたちは本当によく頑
張ってくれているという気持ちは変わらないです。ただ、どれだけファ
ンを増やすか、もっと仲間を増やしていくかということに関しては、こ
の30周年に行ったいくつかのイベントなどを通して、うまくいろいろ
な人に伝えることはできたかなと思います。

2023年はシーズン制のテーマをきっかけに、今までの30年がどう
だったか、またこれから先の30年をどうしていかなければならない
かということを、１年かけてサッカー界全体で議論してきました。それ
ぞれのポジションでさまざまな考え方や見方があった中で、世界との
比較も含め、一つの大きな塊として次の30年に向けて考えることが
できるようになったのは、すごく良い１年だったと思っています。

- Ｊ１はヴィッセル神戸が初優勝しました。サッ
カーの内容を含めてどのような印象でしたか。

神戸は、クラブとして厳しかった時期もあったと思いますので、本当に
良かったなと思える瞬間でした。今シーズンもすごく大きな決断が必
要な場面もたくさんあったと思いますが、それを誰か一人の力でとい
うよりは、みんなの力で乗り切ったような感じがします。特に、2023
年はＪ１で突出したチームがなかった中で結果を出したのは、経験豊
富な選手たちの力も大きかったと思いますね。どんなサッカーをしな
ければいけないか、勝つために何が必要かを、選手だけではなくクラ
ブ全体で考え、信念を持ってあのサッカーにたどり着いたような感じ
がするので、そこはすごいなと思います。

- アビスパ福岡のＪリーグYBCルヴァンカップ
初優勝もインパクトは大きかったですね。

確かに福岡の優勝もインパクトは強かったです。長谷部茂利監督の下
でＪ１に昇格し、着実に力をつけてタイトルまで取ったというのはすご
いことだと思います。

- 2023シーズンの入場者数についてお聞きし
ます。Ｊリーグ公式試合の総入場者数が過去
最高だった2 0 1 9年比で9 9.3％でした。
国立競技場の積極活用やプロモーション効果
もあったのでしょうか。

- 2024シーズンも国立競技場を積極的に活用
しますか。新規ファン層の開拓にも効果的だと
思います。

- 国立競技場という特別なスタジアムが来場者
数にも影響しているのでしょうか。

- Ｊ２はＦＣ町田ゼルビア、Ｊ３は愛媛ＦＣがそれ
ぞれ初優勝を果たしました。

町田は、もちろんピッチ上で黒田剛監督以下、すごく良い仕事をした
と思います。やはりクラブのサイズの成長も上を目指すためには必要
だということを示してくれました。選手強化も含め、グループ全体で昇
格を勝ち取ったという印象です。プロサッカークラブということに関し
ていうと、最も合理的なつくり方だと思います。Ｊ３は本当に戦力が
きっ抗していた中で、愛媛はここ数シーズンの積み上げが優勝という
結果につながったと思います。

2020年から2022年の3年間はコロナ禍の影響を受け、また2023
年も5月8日の5類移行まで制限があった中で、公式試合の総入場者
数がほぼ2019年の入場者数まで戻ったことは、少しホッとしました。
2024年は2019年を超える過去最高を目指したいと思っています。
国立競技場の活用は、都心の人たちにサッカーを楽しんでもらう環境
をどう提供するかということ。また、各地域以外の人を首都圏でファン
として獲得したいという各クラブの思惑にとってもメリットがあると
思っています。2023年に国立競技場で開催した試合の最多入場者
はＪ１で57,058人、Ｊ２で47,628人を記録しました。さらに、Audi 
Football  Summit powered by docomoのFCバイエルン・
ミュンヘンvsマンチェスター・シティの試合は65,049人に来場いた
だきました。

はい、活用する予定です。金曜開催の試合では、土日のお客様と違う
層の都心で働いている人たちが会社帰りに来場するというデータも
あります。首都圏でサッカーファンをつくること、新しい人たちに仲間
になってもらうことが、Ｊクラブ・Ｊリーグのさらなる成長に必要だと考
えますので、いくつかの新しいトライは続けていこうと思います。

熱心なサポーター以外のライト層、応援チームはないがサッカーを見
る人が、まだまだたくさんいます。もちろんコア層を増やしていくこと
が、クラブにとって最も大事な部分だと私は思っていますが、それとは
別に新しい人たちを連れてくることも考えなければいけません。日本
を引っ張っていってくれるクラブが現れるとしたら、それは地域を超え
て多くの人が見たいと思うようなクラブ。そういうクラブになってもら
いたいということを考えても、やはり首都圏のプロモーションは重要
ですし、そう考えるクラブをＪリーグとしてもサポートしなくてはいけな
いと思います。それは絶対に影響していると思います。やはりスタジアムはすごく大

事です。スタジアムそのものの価値や魅力があってこそ、フットボール
を十分に楽しむことができますし、この先は良いスタジアムがあるこ
とがより求められるようになるでしょう。国立競技場は特にアクセスが
良いので、足を運んでいただきやすいのではないでしょうか。

- 日本代表は躍進の１年で、世界での見られ方も
変わりました。そうした中でＪリーグも今までの
ようではいられないということですね。

そうですね。今のままでも、良い選手たちがＪリーグから出てきている
のは事実ですが、もっと良くなるという感覚はありますね。サッカーの
レベルをどうやって上げるか、いくつか打ち手がある中で、やはり夏の
パフォーマンスの低さは、フットボールのことだけを考えたら絶対に
変えなければいけないことだと思いますから。

チェアマンに就任した2022年からずっとそのような感覚ですね。
2022年もいろいろなことを前向きに変えていこうとやってきました
が、今年一番考えさせられたのは、やはり世界と本気で競争するつも
りがあるのかということ。もちろん今までも考えていたつもりですが、
今まで以上にそれを強く思うようになりました。海外のクラブやサッ
カー業界でビジネスをしている人たちと会って話したこともきっかけ
の一つですが、代表選手や若い選手たちがどういうマインドでサッ
カーをしているか、フロントサイドにいるわれわれが同じような気持ち
でいられているか、という問いに対して、自分はもう少し本気で世界を
意識しなければいけないなと思えたのは、遅いかもしれないけれど
良かったと思います。Ｊリーグが国内で、そして世界の中でどうあるべ
きか、ということの意識を強く持って、自ら考えれば方向性は決まって
くると思います。
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- 新規開拓という意味では明治安田Ｊリーグワー
ルドチャレンジも効果が大きかったと思います
が、手応えはいかがでしたか。

ご来場いただいた方たちは、普段Ｊリーグに来ている人たちとは違う
層も多かったです。２０２２－２３シーズンのUEFAチャンピオンズリー
グを制したマンチェスター・シティ、そしてFCバイエルン・ミュンヘンを
招へいできたこともあり、Ｊリーグ、日本のサッカーをより広く一般の
人たちに伝えるという点で、意義のあるゲームを開催することができ
ました。また、お客様だけでなく関わっていただいたパートナーの皆
様へも、一緒に仕事をすることでサッカーの魅力や威力を伝えること
ができたと思います。サッカーのマーケットを国内でより広げるという
ことはすごく重要なことだと思いますので、良い取り組みであったと
思います。

- 2023年はクラブサポート本部による取り組み
が始まりました。

新設されたクラブサポート本部は、担当が各地域の露出拡大などの
支援を行っていますが、クラブに直接関わり、クラブや地域のリアルを
知ることができるというのは、Ｊリーグ職員にとってもメリットがあっ
たと思います。

2022年10月には各地域におけるサッカーの普及促進を目的とし
て、各地のローカル局で開始した「KICK OFF！」も2023年は全国
30局に拡大し、45都道府県をカバーしました。これからもっとサッ
カーに興味を持っていただきたい方々に向けて、各地域における少
年少女年代のサッカーからクラブの情報まで幅広くお届けしていま
す。これをフックとして、各地域での報道番組なども含めた露出量が
十数倍、また広告換算価値も約十倍になったという数字のエビデン
スもありますので、一定以上の成果は出ていると思います。実際、全国
的に一般の人がサッカーに触れる時間は、以前と比較して圧倒的に
増えているといえます。地域のメディアの方々や応援してくれている
方々とのつながりが深まり、仲間が増えているという感覚は絶対にあ
ると思います。

- 今後につながるという意味で、Ｊリーグとしても
投資だということでしょうか。

人の投資もお金の投資も、限られた財源の中から投資する上で重要
なのは、どれだけリターンを得られるかと、それをまたどう再投資す
るか。その循環ができていれば、もっと良くなっていくはずで、今のとこ
ろできているところが多いと思います。加えて、成長途中のクラブはリ
ソースも含めて本当に大変なので、Ｊリーグのスタッフが１人、２人行
くだけでもだいぶサポートになっているのではないかと思います。

- ルヴァンカップでＪ３クラブがＪ１やＪ２のクラブ
と対戦できるのも、新しい機会の一つですね。

そうですね。そこで普段スタジアムに来場しない方たちも来てくれる
可能性も生まれます。クラブとしてはいろいろな経験ができるでしょう
し、売り上げなどビジネス的にもメリットは出てくるでしょう。そのチャ
ンスはうまく生かしてほしいですね。何か変化が起こりそうだなと思っ
たときに、どういう心持ちでどうチャレンジするかは結構大事。面倒く
さいと思うのか、面白いことが起こるかもしれないと思うのか、そうい
う場をＪリーグとして提供するので、あとはクラブがうまく生かしてく
れることを望みます。

- 2026年からのシーズン移行が理事会によって
決議されました。１年近くかけてきて、話し合い
によって得られたもの、またこれから解決すべき
問題はどのようなものでしょうか。

冒頭にも言いましたが、本当に良い時間でした。たとえこれを２カ月、
３カ月で決めようとしたとしても、もしかしたら決まったのかもしれな
い。でも、そうではなく、この１年いろいろな人たちを巻き込んで話を
することが、この先の日本のサッカーにとって重要な時間になると思
いましたので、丁寧に進めてきました。議論に参加した方全員とはい
いませんが、意識は絶対に変わったと思います。この国においてサッ
カーをどうつくっていくか、世界のサッカーで自分たちはどこを目指す
のかに関して理解が深まったのは、自分も含めてすごく良かったなと
思っています。

固定観念を覆すことは簡単ではありません。サッカーの現場目線では
シーズンを変えたいと思う一方で、ビジネス面としては懸念されるこ
とも当然の事ながら出てきます。しかし、Ｊリーグ理念に記された「日
本サッカーの水準向上」に立ち返ってシンプルに考えるべきだと思っ
たときに、夏場の選手のパフォーマンスデータをエビデンスとして目
の当たりにすると、これはもう絶対に変えなくては駄目だと思いまし
た。現行のシーズンでやっている限り、この先の気候変動を考慮して
も、高いインテンシティでパフォーマンスの上がるゲームはできませ
ん。プレーする選手たちがより高みを目指せるような環境をつくり、
フットボールの質を上げない限り日本サッカーは発展しないと考えま
した。かつ、Ｊリーグ理念の２番目の「豊かなスポーツ文化の振興」に
ついても、何十年も変わっていない降雪地域のフットボール環境を変
えなければいけないと思うようになってきました。

「日本サッカーの水準向上」、「豊かなスポーツ文化の振興」を実現す
るためにＪリーグが果たすべき役割として、シーズンをずらすことでビ
ジネスでもフットボールでもメリットを得られるという理解が、自分の
中でも腹落ちしました。

- 夏季、冬季の双方におけるスポーツ環境につい
て考えていくということですね。

今回のシーズン移行が、日本の夏季および冬季のスポーツ環境の在
り方を考えるきっかけになれば良いと思っています。１年中サッカーが
できるような環境が日本のいろいろなところに整備されていて、地域
差もなくなる。そのような変化がしっかり30年後の日本で生まれてい
るということが大事なのではないでしょうか。シーズン移行を２カ月、
３カ月の短期間で決めていたらそこまで考えなかったでしょうし、だか
らこそ自分にとってもすごく良かったと思っています。質問や疑問はい
くつかありましたが、それに対しても一つ一つ、Ｊリーグのスタッフが
答えようとしてくれました。さまざまな課題も見つかりましたし、議論
を通じて皆が同じ方向を向くことができたことは、本当に良かったと
思います。

- パートナーの皆様には、シーズン移行やルヴァン
カップの大会方式変更にもご理解いただいたと
聞いています。

シーズン移行に関しては、度々ご説明の機会をいただいているので、
十分にご理解いただいています。Ｊリーグの目指す方向で一緒にやって
いきましょうというスタンスでいてくださるのはすごく心強いですね。

明治安田生命様では、2023年10月に従業員の皆様が地域の皆様と
スタジアムにご来場いただいた数が200万人を突破しました。Ｊリー
グのタイトルパートナーのみならず、クラブともそれぞれパートナー契
約を結んでいただいており、またＪリーグに参入していない地域の
サッカークラブにもサポートをいただいています。日本のサッカーの
未来に向けて、足並みをそろえてやれているのは本当にありがたいと
思っています。ルヴァンカップの大会方式変更についても、ヤマザキビ
スケット様にはビジネス的なメリットもフットボール的なメリットも十
分に感じていただいていると思います。

Ｊリーグを支えていただいているパートナーの皆様とは、これからも
社会のために一緒に何をしていくかを考えていく取り組みができれ
ば、双方にとってさらに良い関係を築いていけると思いますね。

- 世界で戦える可能性があるクラブのゼネラル
マネージャー（ＧＭ）をやりたい人がどんどん
出てくるのが望ましいですね。

チームをしっかり勝たせ、移籍を通じてクラブに利益ももたらすなど、
フットボールのビジネスマンみたいな人がたくさん出てくることを期
待したいです。選手は海外、欧州の主要リーグに行くようになり、きっ
ともうすぐ日本の指導者からも海外で活躍する人が出てくるでしょう。
その先には日本のフットボールビジネスマンが海外で活躍するという
ことも十分に期待できます。そうなると、いよいよ本当に日本のフット
ボールが良くなっているという感じになるのではないでしょうか。やら
なければいけないことはたくさんありますが、一番大事なのは本気で
そこを目指すマインドを持つことだと思うので、そこだけは変わってい
かなければいけないと思いますね。

- 関わったＪリーグ職員の経験としても大きかっ
たですね。

そうだと思います。サッカービジネスをやっている世界各国の人と接す
る機会はそれほど多くないので、職員にとっても大きな経験になった
でしょう。国内で6万人規模のイベントはなかなかないので、それを経験
するかしないかではだいぶ違うと思いますし、広くいろいろなことを
考えるきっかけにもなったのではないでしょうか。大変だったところも
あったでしょうが、関わった人たち全てにとって良かったと思います。

- 次に、今後の30年に向けてのＪリーグの2つの
成長戦略について伺います。2024年はＪ１、
Ｊ２のクラブ数も変わります。

各カテゴリーが20クラブとなり、分かりやすくなったでしょうか（笑）。
この30年は国内でどう勝つか、また国内のサッカーをどう安定させ
るかが開幕当初からの至上命題で、最も重要視されてきたことだった
と思います。その中でＪリーグは十分に成長してきましたが、一方で
30年前と比べて世界のリーグとの差は開いてきているのも事実で
す。従って、意識を変え、国内のコンペティションを戦うことだけでな
く、世界もしっかりと意識しながら成長していくのが、次の30年だと
思います。

では、どのクラブが世界と戦っていけるかの勝負は、これから始まる
と私は思っています。Ｊ１の18クラブを20クラブにすることで、Ｊ２から
も上がりやすくなり、どのクラブにもチャンスがあります。60クラブが
輝き、少しずつ成長し、20のＪ１クラブから日本サッカーをけん引して
いくクラブが出てきたときに、Ｊ１の価値は今まで以上に上がるはずで
す。そのような30年になればいいなと思います。

1972年5月8日生まれ、静岡県出身。慶応義塾大学を卒業後、1995年にジェフユナイ
テッド市原加入。2000年にコンサドーレ札幌に移籍し、翌年に現役を引退。2013年3月
にコンサドーレ札幌の運営会社である北海道スポーツクラブの代表取締役社長に就任。
2016年にはＪ２優勝を果たし、5年ぶりのＪ１復帰を実現。2015年より（公社）Ｊリーグ
理事。2022年3月15日、第6代Ｊリーグチェアマンに就任。

野々村 芳和
Yoshikazu Nonomura
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هٚؠ60 1,858☔

丗ס鹟䣆׾׌٭ٝو

。ンの⪜䌋鍱合への䇗間エントリー人丗の奂鬳ثーبンと2023ثーب1993
瑬1牊トップ氧ꎰの選手が対霄。攐⮯䧗㲊選手を⻠む

22,895鍱⺬

鵟畀ꝧ⤹鍱⺬丗

1993䇗から2023䇗までに開⤹した⪜䌋鍱合の合銶

鵟畀⪌㕙縖丗

230,150,709☔
1993䇗から2023䇗までに開⤹した⪜䌋鍱合への⪌場縖の合銶

30䇗⯥յٛ ٭؜شئٞوי׋鏐榟؅鵟סء٭
鹟䣆ֿ㯸סהג׵ל㛰ג׊ױ׽םמն׵׼־׿׆յ
㯸סהג׵ל㛰׽ֵך禈ׄכַג䓙׌ױַיזն

ٛג׊ع٭ذت׼־هٚؠ10 ך30䇗עء٭
41齉鷹䈡洈60ךױهٚؠ邰ꄇ؅䇶ׅג׊ױն
域30ס䇗מ⺸ յׄٛ ؠٚ⺨סء٭ ס׿ב׿אֿه
㏐㓊כז׵כז׵ך魞׀յؓ ٭؜شئס槡┩׷ؓة
ն׌ױ׊؅泘䧗ء٭ٛ׾ַׄי׊غ٭٤؅ٛ٭ب

㯸׵׵ל㛻☔׵յ׾׌ؠ٠ؠ٠ֿם؆ײ雛ם־
חמ乃⴫؅յ┉稇ص٭َت ֹ׺׊ױ׀ַיזׂ 
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30⼽䇗のキーلジٖアٜとして、Ｊ全クラブの代表選手と塷代ٝジؘンド
選手たちのポートٝート⫝洠を榫いたグラフィックアートを⯆⛼。5僖のＪリーグ
の日にあわせ、乃⴫の䦠憠 典◹・岻隴껬⼽鱨やスポーツの纱地 国玮琂䤗場
の꣪壿一ꪫなどに攐大䇶⼔をֽ披露泘しました。選手たちのポートٝートは
1993䇗開䆠侇にも選手のポートٝートを䲯䏅した⫝洠㳃 䳩┕⽰紆妣により
手䫇けられました。

日本でプロサッカーリーグがスタートして30䇗。1بーثンも埝かすことなく全国⺨地へ鍱合を㷐け、Ｊリーグの多様な楽しみ亠を⚥えている
日本䷑鴜⶜会♓┖、NHKの皆さんと、Ｊリーグのْンفーがタッグを磝み、2023䇗にリーグ開䆠30⼽䇗を鋗䒝したさまざまな攐⮯樑磝
が䷑鴜されました。プロジؘクトに携わったNHKとＪリーグのْンفーによる、プロジؘクトの遊⣐を鏤った攐⮯䈳鐶会をֽ㷐けします。

2023䇗はＪリーグが開䆠して30⼽䇗の疐泘ということで、NHKの皆さんとはさまざまな新しいٝٔزンジをご一稇させていただきました。
ま׍は5僖14日に「Ｊリーグ30⼽䇗スًُٜٔبッز」として㲔产した伺媩㱦榹生⽜Ｊリーグ瑬13疐、뛈㼖アントラーث対⺲⹿㷑グランパス
を、NHK稀合テٝلで凂を䦡大して生中禆いただきました。さらに、⺱じ侇⯍にキック؛フした伺媩㱦榹生⽜Ｊリーグ、Ｊリーグの全7会場
の鍱合も、⺨地のNHKローカٜ䷑鴜㷀を磵んでの⺱侇中禆が㲔現しました。☽にもスًٜٔب樑磝を丗多く䷑鴜いただき、中でも釱绱縖や
サポーターからⳓ꥗したＪリーグを䃽るさまざまなエخمードを、ドキْٖンタリー☼玮てで磆☭する攐⮯樑磝「Ｊリーグと私30䇗の擻鏤」
♓┖「Ｊリーグと私」は、フؒン・サポーターだけでなく、俊壿Ｊリーグをご鈋にならない亠からも大きな⹚ꮶがありました。本日は攐⮯䈳鐶
会ということで、NHKから鍱合の中禆や攐⮯樑磝の⯆⛼に携わったֽ◅人にֽ飈しいただきました。Ｊリーグْンفーと⪦に、☪㍑の⹦り磝
みの遊⣐を⛊います。儔全のＪリーグの氦㷣に⺸けたكントを䐂ることができればうれしく思います。

5僖15日にはＪリーグ開䆠30⼽䇗鋗䒝イيントを開⤹。
䃷岙 └鼂初代ؘزアُンが開会㲚銧を⫋現しこう銧蜗を続けました。
「30䇗⯥の☪日この日、開会㲚銧で鳭べた大きな㛰とは、全国に100のＪクラブを
⛼り、そこを中䑏に縏萴槀㝵、いつでも楽しめるスポーツ产錃を全国⺨地に⛼りま
し׺う。そして㯸どもたちのために全国の㵸学劅の劅䉀を莔生⴫しまし׺う、というＪ
リーグ氬䇗啶䘶を䙫⽏しています。ւスポーツで、もっと、䇞せな国へ。փを泘䧗して
さらに⯥鶟していきまし׺う」

-セٝٓؼー

- Special Talk

⼽䇗を嚀に♿業やキٔラクター、ブランドなどとの
コラボٝー٘بンも多丗生まれました。「ラブライ
ブبリーث」や「にじさんじ」など熱ꄈの高いフؒン
を䧏つコンテンツとのエンターテインْントのジٔン
ٜを飃えたコラボٝー٘بンは大きな話갭を⽛びま
した。またBEAMS JAPANとのＴٔبツコラボや、
Ｊ全クラブの選手が氧場するランزパックのＪリーグ
などの全国に鞄饟をもつ♿業とのコラボثリーب
ٝー٘بンは、地域を꡾㲊せ׍䇶いエリアで㷣開
されました。リアٜ・デジタٜ⹙亠で新たな䫘憠を
増やす嚀会となりました。

ラٍٝーションؤ-

SPECIAL TALK #1 ䷑鴜㷀との⹦׽磝ײ 稴մ⹦免 2023.12.8

Ｊٛー30ء⼽䇗鋗䒝꞊鵽企槆׿ב׿א׫の꞊わり

- ն׌ױ׊؅ֽ갾ַ☭舅䄕磆׿ב׿אյע׍ױ - 舅䄕׵ーفնＪリーグْン׌ױַ׉とׇֹֿ׽ֵ
磆☭؅ֽ갾ַ׌ױ׊ն

NHK◐僖㝵 岲䎳׈؆♓┖յ◐僖㝵Ｊリーグが開䆠したとき大学4
䇗生で、綇䇗NHKに⪌㷀しました。⪌㷀してす׃に「サンデースポー
ツ」というスポーツ樑磝に鿥㷯になり、スポーツの中禆や樑磝をꝎく
やらせていただきました。2022䇗5僖に䥵䎎僀えがあって、Ｊリーグ
30⼽䇗鋗䒝◄業の鍱合中禆がち׺うど私に㍑ってきたんです。サッ
カーの☼◄は一樑Ꝏく思い⪌れもあったので、話を绂いたときにはプ
ٝッٔبーを感じつつも、とても楽しくやらせていただきました。

NHKエンذーوラؕث ꞊ 葏点׈؆♓┖յ꞊ 私はNHKに⪌㷀して
から㕔道や稴䡗を䥵䎎し、2022䇗にNHKエンタープライثに燯りま
した。その⯥の䇗׃らいに、スポーツが地域に┙えるⲭ気や䄹僶を⚥
える樑磝として「スポسカラ」という樑磝を玮ち┕ׅ、続いてＪリーグ
30⼽䇗の♿槆を⺱じコンجプトで、さまざまな人々の擻鏤をِؼ樑
磝やドキْٖンタリー、攐꥗樑磝にする嚀会に䕤まれました。

Ｊリーグ 㹿靴 ⽰伺♓┖յ㹿靴私はＪリーグでُْٜزディア◄業
本鼧に所㷯してֽり、䷑何嘤や何⥼⼽りを䥵䎎しています。NHKさん
とは、ライツٌٜرーという玮場と何⥼◅域⮵榫や何⥼を榫いてのプ
ロٓー٘بンで連携させていただく中で、スًُٜٔبッزとドキْٖ
ンタリー樑磝のֽ갾いをさせていただきました。

Ｊリーグ ⯥榹 珕ꝛ♓┖յ⯥榹私はプロٓー٘بンを䥵䎎してֽ
り、いかに地┕嫧でＪリーグを露出していくかに嫰力しています。30⼽
䇗を鲛えるにあたって、NHKさんとも何か連携できないかと縒えてい
たところで「Ｊリーグと私」に磵びつきました。
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NHKクロؼクٜより䥁睛

- スًシャルُزشの╈禆の⹦׽磝ײから鎋ׂ׊
ն5僖14日の鍱⺬の⪒㎁⺱侇╈禆׌ױ׀ַיז⛊
とַֹ鎇לעのֹ׻な磬穅ך㲔杯מ舗גזのך
かնֹ׺׊

꞊ 私が䎎侇、ち׺うど稴䡗に関わっていたのでֽ話ししますנ。いろ
いろな稴䡗の縒え亠がありましたが、日偿日の亠が稴䡗の自由䈱が
高く、凂のꝎさも㏆⠠氳にありますし、㎻日にＪリーグ中禆をやってい
るという綗䜉性もあるため、僃磙氳に日偿日の稴䡗が荁いのではと
䬠勅させていただきました。

㹿靴 自分が⛨んでいるエリアでテٝلをつければ、ٌ ーّزーّの
鍱合が見られ、ٌ ーّأーّがない地域はＪリーグ30⼽䇗スًٔب
ُٜッزの뛈㼖対⺲⹿㷑が見られるという環㗞をつくれたことは本䎎
に荁かったです。スًُٜٔبッزでは、プロٓー٘بン䥵䎎の⯥榹が
携わっていた、アーティストのRADWIMPSさんやZORNさんらの生
庋㜰による⼽䇗鋗䒝ؼٓٝجーをやりました。RADWIMPSさんに⯆
⛼いただいたＪリーグ30⼽䇗鋗䒝アンج 「ّ大㍚⫃ feat.ZONE」の
ライブ庋㜰がしっかり䷑鴜に乗るだけの䷑鴜凂を澬⟊いただいたこ
とも本䎎にありがたかったです。

◐僖㝵 国玮琂䤗場♓㛙にも5僖14日に開⤹される鍱合のうち、全国
7つの鍱合会場で⺱侇に中禆を磵びました。国玮で车われる生庋㜰
のؼٓٝجーもしっかり䷑鴜して、かつ7つのスタジアّ全てを中禆で

磵びたいとなると、⯥䏲に30分׃らい׍つは侇間が培しい。鵟䅻のＪ
リーグ中禆で2侇間䍚の䷑鴜凂のところを、☪㍑は硜3侇間へと䦡大
しました。

㹿靴 キック؛フ侇⯍も7会場全て13侇34分から35分の間にしました。

- NHK2023עך䇗מＪリーグ꞊鵽と20י׊儖
鲣ׂの樑磝ֿ䷑鴜ג׊ױ׿׈ն׿ב׿אの企画
גַי׎か؅绂かגזַי׊㲔杯מֹ׻のלֿ
かն׌ױׄד

◐僖㝵 一連の♿槆の劬になったのは5僖14日のＪリーグ30⼽䇗ス
㷀⫂でいろいろな。נでの中禆ですلのNHK稀合テٝزッُٜٔبً
樑磝の䥵䎎縖に声を䫇けて、Ｊリーグを⹦り┕ׅてもらֽうというと
ころから㡎めました。5僖3日に䷑鴜した「Ｊリーグと私 30䇗の擻鏤
スًٜٔب」という樑磝を一つのمークにして、全体の劬となるＪリー
グ30⼽䇗スًُٜٔبッزの中禆へとつなׅていく流れでした。

㹿靴Ｊリーグサイドからの泘稗では、30⼽䇗の疐泘を鲛えるにあた

り、どのように5僖15日の「Ｊリーグの日」に⺸けた㸓場をつくっていけ
るかという挑戦でした。いろいろと鐧丝し、僃磙氳には30䇗間でクラ
ブの邰ꄇの䇶がりを表すという䙫⽏でも、5僖14日の日偿日に全国
の䷑鴜㷀⺱㚖を磵んで、⺱じ侇間に⺨地でＪリーグの鍱合をやってい
るのが荁いのではないかと鬨が㲊まりました。五僖㝵さんのֽっし׶
る鵟り、5僖14日に⺸けてさまざまな関連樑磝を㷣開していこうとな
りました。
関連樑磝の♿槆の亠は、2022䇗你ごろにNHKさんと連携を開㡎し
ました。♿槆を縒えるにあたって、私の中では塜泡、鷨⸻の塷⺒を䨕り
鲭るプٝー꥗というのは、これまでの⼽䇗◄業で一鵟りやってきたと
いう思いがありました。そこで、⺱じ♿槆を筝り鲭すのではなく、「⮉り
⹾を㚺えて何か一稇にできませんか」と䬠勅させていただき、NHKエ
ンタープライثさんと⪮体氳な♿槆を鎅めていきました。ドキْٖンタ
リー樑磝「Ｊリーグと私」はそうして生まれた♿槆ですנ。

⪒㎁7⚡㕙を中禆ך磵؆ئדッ؜ー撶ր׹く䇗くる䇗ց

ٛ30ء٭⼽䇗מ꞊鵽י׊NHKך䷑鴜ם╚ג׿׈樑磝

槆⥼עNHK5ס僖14仼Jٛء٭╈禆׽׻ն䷑鴜עغ٭؜ٛء٭⛼䡗

樑磝⺲䷑鴜日侇・䷑鴜嫧

5僖5日(ꄋ烓)☽մEテٝ(䷷育)☽

5僖3日(姡烓) /5僖14日(日) デジタٜ稀合1☽

5僖5日(ꄋ) デジタٜ稀合1

5僖7日(日) デジタٜ稀合1☽

5僖9日(愁) ☽ デジタٜ稀合1☽

みいつけたմサッカースًٜٔب

Ｊリーグと私  30䇗の擻鏤 スًٜٔب

インタٖلーここから 元プロサッカー選手叜㸓嫾车

サッカーの㎥֐狒哕のワンプٝー֐ Ｊリーグ30⼽䇗塷代僃䍚زーّはどこだ？

スポーツٖك�ーُン 選˘自分にㇵうそはつきたくない˙إーٜキーパー・嘤榹⟣一

Ｊリーグ30⼽䇗⺲ⳏ靷選  1993䇗5僖15日 ٥ؘٜディ䃷㽂�嘦宕ُリノス

Ｊリーグ2023 Ｊ瑬13疐Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝ُッز 뛈㼖アントラーث 対 ⺲⹿㷑グランパス

ＪリーグタイّＪリーグ30⼽䇗スًٜٔب

スًٜٔبＪリーグ サッカーにかける槀たち ⫋䷑鴜

サンデースポーツ 䦡大撶

㛾䣈てれびくん 30⼽䇗Ｊリーグと⺱い䇗コラボ

カْ 䃷㽂フロンターٝ

Ｊリーグ30⼽䇗⺲ⳏ靷選

5/10 ⚥鐄のꪐ㹭رーلー 1999䇗 岲姡エスパٜス対ジٖلロ濗榹

5/11 21世硔僃初の曓䈳婊㲊  2001䇗 뛈㼖アントラーث対ジٖلロ濗榹

5/13 颋とꪂのꮼ┕婊戦Ｊ僃磙疐  2006䇗 宣⽰ٝッث対؝ンف大ꡉ

5/13 䐝艄への鏍い꧟愤䏲初鍱合  2011䇗 䃷㽂フロンターٝ対ٜ؝يタ♁台

5/14 Ｊリーグの㛤伺け 1993䇗 ٥ؘٜディ䃷㽂対嘦宕ُリノス

5僖14日日 BS1

5僖14日(日) デジタٜ稀合1

5僖14日(日) BS1

5僖14日(日) デジタٜ稀合1☽

5僖14日(日) デジタٜ稀合1

5僖30日愁☽  Eテٝ(䷷育)

5僖30日(愁) ☽ デジタٜ稀合1

5僖10日姡-5僖14(日) BS1
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˥ ⫂はNHKの䷑鴜㷀մ˥5僖13日㎻にも6鍱合がNHKローカٜ㷀で䷑鴜された

- 7会㕙؅⺱侇מつなぐとַֹのעյＪリーグעך
かつיなַ釨嘗עךなַֹ׺׊ךかն

㹿靴 そうですנ。やったことがなかったので、どうなるんだろうと思う
ⶐꪫ、私もꪜ䅻にわくわくしました。

◐僖㝵ＪからＪまで全てのカテإリーを⺱侇中禆でつな׃、Ｊリー
グで初めての挑戦ということもあり、鉮鐄縖も⺨地の中禆杘も、みん
なꪜ䅻に楽しそうでしたよ。まさに「ゆく䇗くる䇗」ですよנ。⺨地の中
禆杘の皆さんに◄⯥に鐄伺したときも「これはサッカー撶のゆく䇗く
る䇗です」とֽ⚥えしたら、何をやりたいのかす׃に杼鉮してもらえま
したנ。

- スًシャルُزشの؜ーֿغ뛈㼖と⺲⹿㷑מ婊
かնג׊ךな⹚䑴ֹ׻のלյיזױ

◐僖㝵 いろいろ䙫見はありましたが、磵果としては30䇗⯥の開䆠
疐と⺱じカードが婊まったのはすごく荁かったですנ。あのジーコの
ンはꪜ䅻にや٘بットトリックが生まれた鍱合というので、プロٓーـ
りやすかったです。

- セٝٓؼーעך硜900人の╈냕生׾׻מブラス
ג׊榫✳グ؅شンスյフラرそյ⺬׷庋㜰غンف
パフؚーُンスなֿל菊؅岣ֻג׊ױն

◐僖㝵 本䎎に㯸どもたちがすごく荁かったですよנ。烓烰感を感じま
した。⦇らとしては、そのؼٓٝجーも全国に㷐けたいとなると、䷑鴜
凂のどこにはまるんだろうとタイّスآジٖーٜとにらめっこして。磵
果氳に鍱合⯥の䷑鴜の流れは、Ｊ・Ｊの4鍱合4㷀をリٝー中禆
して、国玮でのؼٓٝجーに䢙って全㷀で䷑鴜して、続いてキック؛フ
に間に合うようＪの3鍱合3㷀をリٝー中禆する、というꯂ樑にな
りました。

- 扛◄מリٝー╈禆׷⺱侇鿥⟓ֿ㲔杯ג׊ױ׊ն

◐僖㝵 地꧟など不峮の◄䛜が鍱合中禆を㟷ׅるのは鹴けたいな、と
⮉に갾っていましたנ。NHK稀合テٝلは、地꧟などが颯こると多く
の場合ٖؼースを䧿むことになります。☪㍑のスًُٜٔبッزの鍱
合中禆は、7会場全てをつな׃とあって、さすがに烕갔みしましたנ。
スًُٜٔبッزの対戦カードが뛈㼖対⺲⹿㷑でしたので、뛈䁌にあ

る뛈㼖烕㲯、愛湳にある熱榹烕㲯、そして国玮琂䤗場から鲣い伺媩烕
㲯と、鍱合中禆の☼◄で鋼れるたびに扛◄に中禆ができるよう祈갾し
てきました。

一⺱꿮く

- 僃䏲の烕갔י״⻠׵ײ嶖⤓נ׌ך؆ג׀י׿׈ն

⯥榹 ーـーّも、㛾⠮は錃ㅀやリزーに携わる鷞ㅀや庋出ؼٓٝج
サٜのときから䑏鿥していました。5僖13日の⯥日リـーサٜからꦞ
が꡸ったりやんだりで、RADWIMPS さんのステージもそうですが、
ーに⹆ⱶしてくれた⻺㜰楽鼧の生䏻の皆さんにとっても、楽ؼٓٝج
㉺が忷れると庋㜰に䏅ꮶします。ꦞ㛾侇の対䑴も嶖⤓はしていました
が、そこは一樑萶Ⲑしましたנ。

- 嫰ⱱ׷と׆ג׿׈萶Ⲑמ特ך┕⛼⯆かյ׮のא
かն׌ױ׽ֵעと׆גַדגַ

- NHKの⪒㎁⺸ׄ䷑鴜עךׄדなׂյ7会㕙⪒י
の㏐㓊のٞー؜ル䷑鴜׵ךյ㎁玮琂䤗㕙ךの
30⼽䇗鋗䒝セٝٓؼーֿ孱נ׌ך؆גַי׿ն

- Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝アンセムր㛻㍚⫃feat.ZO-
-NEցのRADWIMPS׈؆ら׾׻מ生庋㜰の
セٝٓؼー׵䷑鴜ג׊ױ׿׈ն

⯥榹 この♿槆は2020䇗初꯽のコロナ焫に⪌ったあたりから、縒えを
峪めていました。スًُٜٔبッزのؼٓٝجーの庋出⫂㳊もそのころ
に⠕人氳に縒えてはいました。䷑鴜があるかもしれないとは绂いて
いたのですが、「꡾られた䷑鴜凂の中に⹜まるのか」と、僃初の壿꣪で
㙆にשつかりましたנ。その侇憠では楽傪の㶸も䎎然婊まっていなく
て、ただ、庋㜰侇間をⶇ分に⹦るとなると、ؼٓٝجー全体がꝎくなる
だろうと◀䘶していました。そんな偵佣な敯媲でNHKさんに相鐶させ
ていただき、もしスًُٜٔبッزを䷑鴜することになったら凂を䇶ׅ
て׮しい、と扛蓝を銧いました萶笑。僃磙氳にはライブ庋㜰で8分爊
䈱かかるとֽ⚥えし、澬㲔に鵟䅻の䷑鴜凂では⹜まらなかったんです
が、NHKの皆さんが㷀⫂で䫇け合ってくださり、稀合テٝلの䷑鴜凂を
3侇間も澬⟊してくださったんですנ。それがなければ、全国⺨地に⼽䇗
。ーが㷐けられなかったので、本䎎にありがたかったですؼٓٝج

┘峮の◄䛜を鹴ׄたくて⺨㏐の烕炘⹆り

俊壿からの⟓갔や犉ײꄆנがあזてא׆の成Ⱶ

対戦・䷑鴜䗯㕔

Ｊ アٜٝلックス新弓  vs. 嘦宕・ُ リノスNHK新弓

Ｊ ◹齉サン؝F.C. vs. ٝجッخ大ꡉNHK◹齉・関里エリアで䷑鴜

Ｊ アلスパ焰㹭  vs. サ؝ン둊割NHK焰㹭・NHK⛪鞦

Ｊ いわき vs. ブラؗブリッツ熤榹NHK焰㼖・NHK熤榹

Ｊ ٥ؒンラーٝ⪙䢔  vs. いわてグٜージٔ沸㹭NHKꪂ叜・NHK沸㹭

Ｊ☪媩  vs. 愛㨽NHK冋㸓

Ｊ 뛈⩩㼖ٗナイテッド vs.极杶NHK뛈⩩㼖

◐僖㝵 この鍱合に関しては萶Ⲑよりも、Ｊリーグさんやローカٜ⺨㷀と
一稇につくり┕ׅたという鋗䞬が私の中ですごく䍚いんです。しいて銧え
ば、いつもJリーグ中禆を䥵䎎しているデスクを、本人も現場に车きた
かったでし׺うが㷀に墦して、⺨㷀への連礘やリٝー中禆の⮉り僀えを
䥵ってもらったこと。䏘には僃大のⱵⲐ縖だと銧ってあׅたい。あとは⩝
うか。㛾気◀㕔がどんど׺ども榼した鵟り、㛾気が䑏鿥だったことでし׮
ん䖾くなって「これはま׍い、갔むב」と思いながら。

㹿靴 䲯䏅榫のىリコプターも出してくださいました。

◐僖㝵 はい。30䇗⯥の開䆠ؼٓٝجーの何⥼とꄆנ合わせたかったの
で、ىリを出しました。ꦞだと괊车コースも㚺えなければいけない⺎耆
性があります。僃䏲の僃䏲まで괊べるか分からなかったんです。

㹿靴 NHKさんとご一稇させていただいて、☪㍑だけでなくもう׍っと、Ｊ
リーグが開䆠した䎎侇から☪日まで、俊壿からやりとりをさせていただ
いています。そういう䙫⽏では、䲯䏅したい社⛼りなどの相鐶もかなりス
ّーثで、そうした⟓갔や犉みꄆנがあって、䎎日の䡗Ⱶに扛◄つながっ
たのかな、と思っています。

◐僖㝵 いわき、愛㨽、뛈⩩㼖ٗナイテッドなど、30䇗⯥の開
䆠侇にＪリーグクラブがなかった地域に☪こうしてＪリーグのクラブがで
きて、⺱じ侇間にキック؛フしていって。焰㹭の会場だったと思いますが、
ꪜ䅻に㛾気に䕤まれた会場もあって。関典の亠は、偟りとꦞを车ったり
全たりしていたんで、典◹でٓؼターを鵟じて⺨䷑鴜㷀の中禆の様㯸を
見ながら「あ、日本って䇶いな」と。「☪まさに7つの会場をつないでいて、
これから⺱侇にキック؛フして鍱合が车われるんだな。Ｊリーグは30䇗
たって䇶がったな」と、⺱侇キック؛フのあの渆間、䍚く思いましたנ。

◐僖㝵 そうなんです。⺨㷀とも13侇05分に䷑鴜を㡎め、ま׍は⺨地
の嘗様を中禆しました。4会場をつないでリٝー中禆をやり、国玮琂
䤗場をキーステー٘بンにして、僃初にＪリーグ30⼽䇗鋗䒝アンّج
「大㍚⫃feat.ZONE」生庋㜰に乗せた⼽䇗ؼٓٝجーを䷑鴜しまし
た。磙わって3会場のリٝー中禆をやって「じ׶あ皆さん、それבれ地
元の鍱合をֽ楽しみください、また䏲׮ど」と13侇28分で⺨地の䷑
鴜に⮉り僀えて。それבれの鍱合が磙わってから15侇40分׃らい、
ち׺うどジーコさんのインタٖلーが䷑鴜されるあたりで⺨㷀が⫋び
国玮琂䤗場に䅯ってくる、という流れでした。鍱合は⺨ローカٜ㷀で

地元のزーّの対戦を見て、鍱合⯥の⼽䇗ؼٓٝجーや、鍱合磙▼䏲
はみんなが⺱じ何⥼を見㷐けられるようにしました。さらにことしは
アプリの「NHKプラス」でも、稀合テٝلで䷑鴜している鍱合のライブ
鿥⟓ができました。地亠の皆さんは、ローカٜ㷀の鍱合と、NHKプラ
スで鿥⟓される国玮琂䤗場のスًُٜٔبッزの鍱合を、⺱侇で┸亠
見られる敯媲をつくることができました。
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- րＪリーグと熖ցのיն禈ַג׊ױַ׉とׇֹֿ׽ֵ
樑磝⯆⛼の遊⣐מつַי鎋׌ױ׀ַיז⛊ׂ׊ն

꞊Ｊリーグは地域とのつながりをꪜ䅻に大⮉に生まれたので、それב
れのサポーター、地域の人々、クラブのスタッフも⻠めて、いろいろな
亠々のエخمードをⳓ꥗しようと亠ꄠが婊まりました。そのエخمード
を樑磝にして、一人一本のストーリーにしながら、5僖15日のＪリーグ
の日に⺸けて、Ꝏい攐꥗樑磝を⯆⛼しようという流れが䏸々に㍾まっ
ていきました。

- Ｊリーグْンفーמ绂׌ױ׀նNHKの氵׈؆から
企画؅绂ַיյלのֹ׻なⷄ霄؅䧏ג׊ױהかն

㹿靴 僃初にNHKさんからは、それבれの地域・クラブとフؒン・サ
ポーターの磵びつきがこんなに増えているんだということを一つ׍つ
磆☭したいと鐄伺を⹨けました。绂いただけでも峪かくなるような♿
槆で、ץ׏やりまし׺う、と。大韕䡗でした。

-րＪリーグと熖ցの樑磝ٌームًー؅ةのׂבとյ
釱绱縖׷フؒン٬サَーذーから㳝׎らג׿Ｊリー
グױמつ׾؂腬㛻なエمソーغの┉珷מ鉴׾׿
ソーمのぐらַのエלמն僃磙氳׌ױ׀ךとֿ׆
かնֹ׺׊ךのגזױ꥗ֿغ

꞊Ｊリーグさんでも攐錃サイトを⛼ってもらい⹙亠でⳓ꥗しました。

⯥榹 ま׍は、2022䇗11僖儕から、私たちＪリーグ⣐で「Ｊリーグと私」
の攐錃サイトを⪜開して、⺱侇にエخمードのⳓ꥗を開㡎しました。

꞊ ䷑鴜が㡎まってからもꯂ域꥗まって、僃磙氳にはNHK⣐で硜500
♭、Ｊリーグ⣐で硜400♭、トータٜで900♭鲣く꥗まりましたנ。そ
の中から⺨5分のِؼ樑磝を20本⛼りました。それ♓㛙に、うちがＪ
リーグ中禆をする꤀にـ、 ーフタイّに磆☭する1分撶のِؼ凂榫も
⛼りました。それが1本の中で4つのエخمードを磆☭していますの
で、磵㷀8090֐エخمード׃らいは磆☭できたと思います。

- かն׌ךのג׿׈泘؅鵟מغソーمのエי⪑

꞊ はい。私は全鼧に泘を鵟しまして、樑磝を一稇に⛼ってくれる⯆⛼
会社のزーّのْンفーにも捘鐆してもらって瞿削しました。

⯥榹 ⫋䷑鴜もあるので、䷑鴜の㍑丗もかなりの丗になりましたנ。

꞊ 1本につき僃⛥10㍑は䷑鴜していますנ。

⯥榹 私は䑴ⳓしてくださった亠と⹦免❣갔など、泡䫘ْーٜでやりと
りさせていただいたんですנ。そこでは、サポーターの皆さんが⹾々に
樑磝♿槆への感链の銧蜗を鳭べていました。皆さんが䒍く⹦免を⹨
けていただくとともに、やりとりのْーٜの中で「Ｊリーグやクラブを
䑴䭤しています」という銧蜗をいただいて、とてもⲍみになりました。

꞊ エخمードを䤷牭いただいた亠とNHKをつないでいただく手続き

の鼧分の⛼業で、かなりＪリーグの⯥榹さんのֽ世話になりました。

⯥榹 墦䒝ながら連礘がつかなかった亠はいらっし׶いましたが、誰一
人、了られることはなかったです。むしろ「ㄎんで⹨けます」と銧ってく
ださる亠ばかりでしたので、本䎎にありがたかったです。

- նנ׌ךのגזとֵֿ׆なֹ׻のא

㹿靴 NHKの地亠㷀の皆さんも、斻自に「Ｊリーグと私」で攐樑をやっ
てくださいましたよנ。

꞊ はい。地亠㷀は地亠㷀で、自分たちの「Ｊリーグと私」というのを
⛼っている㷀もありました。NHK㸓⹾䷑鴜㷀だったと思いますが、ꪜ
䅻に熱䑏で、夵鶚僖偿日、16鶚にわたって䷑鴜していました。それか
ら、樑磝だけではなくイيント㷣開などもあって、❆えばNHK新弓䷑
鴜㷀では、アٜٝلックス新弓の鍱合の日に、スタジアّに攐錃ブー
スを⛼り、新弓の皆さんからのエخمードをパٜؾで磆☭したり、「Ｊ
リーグと私」のِؼ樑磝を┕何したり、さらに、その流れでトーク
それから、この樑。נーを㷣開する、といったことをやっていました٘ب
磝と中禆が磝み合わさって、エخمードに出てくださった亠が、㲔꤀に
スタジアّに䑴䭤に全られることもありました。

◐僖㝵 ありましたנ。声を出せるようになった㵼䇗のエخمードですנ。

꞊ 銧鏤꤃がいのある㵼䇗で、うまく銧蜗が氦せられないことから、声
を出すことそのものを萶手としていた亠なんですが、ֽ 夳さんがアٜ
ックス新弓の鍱合に何䈱か䏘と一稇に餉を鷞んでいるうちに、サٝل
ポーターが選手の⺲⯥をٔزントで連⽛する環㗞の中で、一樑初めに
氦した銧蜗が「しんご」という銧蜗だったそうなんです。䎎侇新弓に所
㷯していたꇁ儒䛤⼁選手のことですנ。䕛㯸が初めて氦した銧蜗が
「䛤⼁」だったと。一稇にいたֽ夳さんがそれを绂いてびっくりされて。
ある䙫⽏で、スポーツがもたらした㜦饉みたいな話だなと思い、樑磝
で⹦り┕ׅました。ꪜ䅻に大きな⹚ꮶがあって、SNSでも「感動した」
などの銧蜗をたくさんいただきました。

◐僖㝵 新弓がＪに伭劲した☪بーثンの3僖の鍱合でしたנ。ち׺
うどわれわれNHKも中禆に⪌っていて、╚人⪜の亠が、☪日も新弓
の䑴䭤にスタジアّに全ていると⛊って。クラブの䇶㕔と連礘を⹦っ
て、スタンドのどこに䈳っていますか、とディٝ クターが⹦免してきまし

てـ。 ーフタイّに「Ｊリーグと私」の䏘のエخمードを䷑鴜して、䤔钯
を䐂て鈝戦しているところを䲯䏅し、㲔媲のアナؗンサーに「☪日も
スタジアّに全ています」と磆☭してもらったことがありました。その
ときは、ドキْٖンタリーと中禆の相乗効果が出せたと思いましたנ。

◐僖㝵 ⦇らも夵鍱合の中禆のたび「Ｊリーグと私」にエخمードを㳝
せてくれた人は、☪日も鈝戦スタンドにいらっし׶るのだろうな、と思
いながらやっていました。Ｊリーグで出会って磵㦧なさった、というエ
。נードもꪜ䅻に多かったですよخم

- ׵غソーمյとַֹエ׌ױַי釤ךն鈐㯸ַע
նנג׊ױ׽ֵ

- 30䇗とַֹ侇ꝴの╈ך罫ג׿ױյ┩♏؅飃ֻג
つなֿ؅׽䚉׌ױ׋ն׮かמⷄ霄מ墦׾ַיז
エمソー׌ױ׽ֵעغかն

◐僖㝵 ええ。☪はֽ㰪さんを連れて鈝戦に车っています、とか。皆さ
んこのスタジアّに☪日もいらっし׶っているのだろうな、と。

꞊ 樑磝への⹚ꮶがꪜ䅻に大きかったのは、穒綗場で⠠れて◥くなっ
た元Jリーグ選手の冋榹泡嘻さんのֽ㡈さまがAED自動体㛙䌋ꢜ
碷動㉺の俊⹕に動かれて、Ｊリーグの全てのスタジアّでAEDが鿥
⤓されるようになったというエخمードですנ。ꪜ䅻に深く大きな話
だと思いました。׮かにも、地域と⪦にあるＪリーグの杼䒝を何し出す
ようなエخمードが丗多く㳝せられて、そうした⣐ꪫでもꪜ䅻に䙫⽏
のある♿槆だったと思っています。

https://www.nhk.jp/p/ts/PV43YYMPK1/movie/

䚉链の銧蜗׫ーターの氵さ؆が⹾չに樑磝企槆َئ

ךたいな鎇を樑磝ײたらした㜦饉׵がصーَت
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- 樑磝のBGMע你槨鷹⿋׾׻מ؆׈Ｊリーグオ
フィシャルطーُソングրJ'S THEMEցのذ؟ー
庋㜰ג׊ךն

- ☪㍑の鍱⺬╈禆׷րＪリーグと熖ցなלの꞊鵽樑
磝の䷑鴜؅鵟י׋յ⺨䢥からの⹚ꮶַעかֿך
かնג׊

꞊ ⣒然、你槨さんがアコースティック؟ターで庋㜰している何⥼を
ؘؗブ┕で見つけまして。僃初、ؗ ؘブ┕の音嶎を使ֽうと思って你槨
さんに相鐶したところ、ץ׏新たにꎰ音させて׮しい、とֽっし׶って
くださいました。䷑鴜でアコースティック؟ターのJ˖S THEMEを流し
たところ、ものすごく鍐⮭が荁いんです。䟥かしさとか人缠感もありな
がら、Ｊリーグという㰆㏇も感じさせる。あの音楽で樑磝のイْージが
すごく深まったかな、と思います。㲔は⯆⛼鞝榫などの鐧丝はいろいろ
䑒釐だったんですが笑、やって荁かったな、と思いましたנ。

◐僖㝵 あの傪は⺨㷀からも鞚して׮しいという釐僶が多く、楽傪を
鿥りました。㛗亠のٖؼースに使いたいとか、中禆のـーフタイّで
エخمードをⳓ꥗するときに使いたいとか、׍いשん꧎釐が高かった
ですנ。

- 僃䏲מյスَーص䷑鴜מ꞊ֽ׾؂玮㕙から釤ג
☪䏲のＪリーグ׫の僿䏨מつַ׌ױַ⛊יն
域の30䇗מ⺸ׄյלのֹ׻なスَーصと䷑鴜の
꞊➟מな׌ךַ׊׮יַיזかն

◐僖㝵 スًُٜٔبッزの中禆を嶖⤓する鷨爊で、これまでNHKで
⟊畘しているＪリーグの⺲بーンなどのアーカイブ何⥼を䨕り鲭った
のですが、墦っている何⥼はやっפりすごくⷄ霄が䍚いな、と思いまし
た。これからも、みんなが釶えていて鏤り合える、そういうبーンを

NHKはＪリーグさんと一稇に墦していきたい。それとともに、ライブで
⚥えることはわれわれの僃大の価値だと思うので、これからもパート
ナーとしてץ׏、ライブで続けていきたいです。テٝلでもタブٝットで
も、NHKプラスを鵟じてでも、やはり「みんながつながっている」とい
うことがかなりꄆ釐だな、と。いつでもどこでもＪリーグに触れられる
ように、全国꣘々まで、いつまでもＪリーグを㷐けていきたいですנ。

꞊ スポーツの一樑の뇂力は、鍱合やプٝーそのものにあると思いま
す。プٝーの碛俔らしさ、全力で戦う㣓、碛俔らしい䤗软、選手たちが

育っていく㣓など、琂䤗そのものが氦㷣することがま׍は㓹本にあり、
私たちも僿䏨しています。その中から嫰泘する選手や、地域の人たち
のつながりなどの新しい擻鏤が生まれて、われわれがドキْٖンタ
リーや♿槆などで䷑鴜を鵟じてもっと磆☭できるようになれば、すご
く荁い䐠環が生まれるのではないかと思います。

㹿靴 ⺑⾐激ⲍをいただくのではと思っていましたが、ⲍみになる峪
かい銧蜗をたくさんいただき、ありがとうございます。

◐僖㝵 私たちの䷑鴜を見ている人々の中には、澬㲔に儔全のＪリー
グ選手がいるわけですよ。そうした㯸どもたちのために、サッカーの荁
いところ、碛俔らしいところ、「こういうところを洠⛍するといいんだ
よ」というところを見せてあׅたい。「そういう中禆にしようנ」といつ
もスタッフに⚥えています。私たちは、スポーツ乃⴫、サッカー乃⴫と
して䷑鴜を出しているんだという気哭を䅻に䑫れないようにと、いつ
も思っています。

◐僖㝵 中禆に関しては、⹆ⱶ⺨㷀からも楽しかったという話をもら
いましたので、またץ׏できたらいいな、と思っています。また、アプリ
のNHKプラスで⺱侇に鿥⟓できたことで、2槆ꪫ⺱侇にＪリーグ中禆
をֽ楽しみいただけたことも大きかった。ＪリーグとNHKの連携を鵟
じて、⹙亠でさまざまな䇗룻㷺の亠々と䫘憠をつくれたと思います。

꞊ 夵㍑のＪリーグさんとの攐꥗樑磝は、萴い人が磵啶見てくれて、そ
こはやはりNHKにとってもꪜ䅻に荁い効果であったという鍐価でし
た。この♿槆を鵟じて、スポーツの樟なる⣐ꪫ、エٓー٘بナٜな鼧分
といいますか、私たちが⚥えたかったことはきちんと㷐いていたので

はないかと思いますנ。

㹿靴Ｊリーグにとっても、NHKさんは⺨齉道䈡洈に䷑鴜㷀があり、僃
も大◄なパートナーの一つです。クラブにとってもそうだと思います。
30⼽䇗を嚀にさまざまな♿槆にトライしてみて、Ｊリーグの価値、❆
えばスポーツを鵟じて地域を雛かにすることや、社会連携など、杼䒝
が㲔現できているかを澬かめるという䙫⽏でも、ꪜ䅻に荁い嚀会だっ
たと思います。

⯥榹 プロٓー٘بンのꪫでも、NHKさんとご一稇させていただいて、
これだけ地┕嫧でＪリーグを⹦り┕ׅていただいたのはꪜ䅻にあり
がたいことです。

鵽䯥を通׋てさױ׉ױな䇗룻㷺の䫘憠をחくる

⪒㎁꣘չ׫い׵ךױחＪٛーءを㷐ׄてい׀たい

1994䇗NHK⪌㷀。スポーツ䥵䎎はキٔリア合銶で22䇗、うち18䇗で中禆に携わる。
2023䇗7僖から焰㹭㷀で▆䃸・婵穮のスポーツ中禆を䥵䎎。FIFAワーٜドカップは98
䇗と02䇗は⚔俲を⹦って、06䇗♓꡸の4大会(ロبア♓㛙)は☼◄で現地へ。アْリカ・
。ー䇗も中禆ٖلーٙーク껺㏇侇は大隴綛䇖選手のMLBデٖؼ

日本䷑鴜⶜会 焰㹭䷑鴜㷀

◐僖㝵 岲䎳
Kiyohiko Saotome

1988䇗NHK⪌㷀。ディٝクター、プロデٖーサーとして╚に「NHKスًٜٔب」などのド
キْٖンタリー樑磝を⯆⛼。「クローثアップ現代」稴꥗鞊♳縖、BS1稴꥗Ꝏなどを磬て現
㏇は劔NHKエンタープライث・エグحクティブプロデٖーサー。1993䇗のFIFAワーٜ
ドカップ◀選をきっかけにサッカー鈝戦にはまり、☪はＪリーグから埪䃸リーグまでが鶚儕
の楽しみ。

劔䌋会社NHKエンタープライث

꞊ 葏点
Eisuke Seki

2007䇗に⪌社。◄業鼧ꝛやフؒンディيロップْント、プロٓー٘بン業ⳉなどを䥵䎎。
現㏇はُْٜزディア◄業本鼧Ꝏとして、䷑何嘤、デジタٜアجットُؾジْント、中禆何
⥼⯆⛼など何⥼لジؾス全芗を礴䦮。

Ｊリーグ

㹿靴 ⽰伺
Yasuaki Iwasada

何⥼・データ関連◄業やプロٓー٘بン業ⳉなどを䥵䎎。現㏇は◄業ُーآティング本鼧
プロٓー٘بン鼧に所㷯。

Ｊリーグ

⯥榹 珕ꝛ
Akito Maeda

 啶䡗溍䃷 织 乃・娡 䉓㯸䲯䏅┖㷑丢 ⽰乃 
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SPECIAL TALK #2 熖ֿהג㎁玮琂䤗㕙ך鍱⺬׾׌؅杼榺 稴մ⹦免 2023.12.12

ホームتタؓةムを⭳てやるからにע

ꪜ䅻に냕い鷞ㅀⱱを䧏זたؠラךهないと㲔杯׀ךない

杯㏇の㎁玮琂䤗㕙となזて⮣のئٞوッ؜ー艄车の鵽禈ꝧ⤹に

- 氵׈؆のＪリーグךの哅ⳉとյＪリーグ30⼽䇗鋗
䒝スًシャルُךزشの䏔Ⱏַ׈דׂיֻ䷷؅ն

Ｊリーグ ╖㸓 䛤◅♓┖յ╖㸓私はリーグとクラブが⶜⥸で车う
ُーآティング产瓀について、♿槆の玮勅や䫟鶟を䥵っています。日䅻
氳にクラブの皆さんのフؒンيースを䇶ׅる活動や꥗㲘产瓀、嫰力鍱
合に関わる⹦り磝みなどです。Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝スًُٜٔبッز
は、典◹と뛈㼖アントラーثにとってそれבれٌーّأーّの一つ
であり、┸クラブや相手クラブと秴㳡に連携を⹦りました。
国玮琂䤗場はＪリーグ開䆠♓全、リーグ全体で中玮地としてきまし
た。┸クラブにとって、国玮琂䤗場開⤹は大きなٝٔزンジで、ٌ ーّ
スタジアّを出て⹜㳊丗の多い会場でやるからには、それにרさわし
い䡗果を┕ׅることにこだわって鶟めていたⷄ霄です。リーグとして
はま׍、┸クラブの⺨鼧ꝛの䥵䎎縖と、Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝スًٔب
ُٜッزで何を㲔現したいか、そのためにどのような嶖⤓が䑒釐か⪦
僗できるような場づくりからスタートしました。

Ｊリーグ 塡瑒 ┉嘻♓┖յ塡瑒  私はフットボーٜ本鼧で琂䤗、鍱合
鷞ㅀ、جキٖリティーなど琂䤗鷞ㅀに関する全芗を䥵䎎しています。
リーグ戦はٌーّクラブが鍱合鷞ㅀを㲔产していますので、Jリーグ
が泡䫘、鷞ㅀに⪌ることはありません。一亠、☪㍑のＪリーグ30⼽䇗
鋗䒝スًُٜٔبッزは30⼽䇗のプロジؘクトとして、┸クラブに鷞

ㅀꪫやイيントにֽいて、⶜力を䐂なければなかったため、リーグス
タッフも产錃⣐との鐧丝や、琂䤗や鷞ㅀに関わる鼧分を連携して鶟め
ました。私自骰は☪㍑のプロジؘクト⹆ⱶにあたり、国玮での鷞ㅀの
湳見をより多くのクラブに⚥え、⫃帐な鍱合鷞ㅀができるようサポー
トし、5┒人鲣いֽ㲘様がスタジアّを出るまで㱦全に鷞ㅀできるよ
うにⲃめました。

- Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝スًシャルُלעزشの
かն׌ךのג׊㲔杯ךな磬穅ֹ׻

- ┸クラブとמ׵㎁玮琂䤗㕙ךꝧ⤹׾׌䙫紶؅
杼鉮גַי׊のנ׌ךն

╖㸓 プロジؘクトがキック؛フしたのは2022䇗12僖ごろです。クラ
ブ、リーグからそれבれ関係鼧糓のスタッフを䦙꥗して僃初のِ
ティングを㲔产するところからスタートしました。بーثンの日
爊を婊めるプロجスで、国玮琂䤗場で5僖15日の「Ｊリーグの日」⯥䏲
のリーグ戦でＪリーグ30⼽䇗鋗䒝スًُٜٔبッزを车いたいという
話を、㲔現の⺎耆性がありそうなクラブにさせていただきました。䜉
れないスタジアّでも㱦全に鷞ㅀすることができ、さらに5┒人♓┕
の全場が見鱮まれ、中禆サイドの؛ーرーやリーグの鋗䒝ؼٓٝجー
も沸り鱮んだタイトなスآジٖーٜ畘杼ができる、ꪜ䅻に高い鷞ㅀ力
を氦䭙できるクラブでないと㲔現できない⫂㳊だったと思います。
典◹は2022䇗にもٌーّأーّを国玮琂䤗場で開⤹したので、
磬꽦値がありました。一亠、뛈㼖は新しい国玮琂䤗場で初の開⤹でし
たが、ꪜ䅻に釱䈳が高く、クラブの䡗Ꝏとリーグ全体の䡗Ꝏの⹙亠を
見䩺え、国玮琂䤗場で㲔产する䍚い釶䖩を感じました。

- 2022䇗とַֻףյيؕדױント哅槡ٞؤ׵ナ
㵚瓀ֿ禈ׂ╈ג׊ךն

- ꮟ哧׵スَー׵صラؕブֿꦘ׊かגז侇僿ד
からא׆生ג׿ױ啶䘶נ׌ךն

塡瑒 䎎侇は声出し䑴䭤がようやく㵼し䢙っていましたが、その兢♭と
して䅪間を空けなければなら׍、⹜㳊人丗50の⯆꡾がありました。
イيント開⤹⯆꡾が鉮ꢜされるか全く見鵟せなかった中、啶䘶して婊めて
いかなければならなかった。クラブの皆さんも大㚺だったと思います。

⯥榹 新しいアンّجを2023䇗の開䆠30⼽䇗でֽ披露泘する啶䘶
は、2020䇗初めのコロナؗイٜスで世の中が一気にꝥ㖡感が増す
ころに、域の⼽䇗でやりたいこととして㵼し׍つ縒えを腬らませ、関係
⺨所に相鐶しながら3䇗׮どかけて穒っていました。

⯥榹 䎎侇は㲔現できるか塜泡分かりませんでしたが、扛◄に披露す
ることができ、虒々しく30⼽䇗がֽ烓いできて׮っとしています。

- ⺬2鍱מ׍かꝴ؅糋か׊1日ךアムةذス׋⺱
ꝧ⤹とַֹのעյ׆ַׇ׌とדと䓙ַֿ׌ױյ
㎁玮琂䤗㕙とלעのמֹ׻鶟ג״の׌ךかն

╖㸓 プロサッカーができる莔生を丝えるのは┾大䥟ではないです。ま
してや連戦なんて⸬しいかな、と思いながら塡瑒と国玮琂䤗場へ相
鐶に⛊いましたが、国玮⣐は「5僖は莔生のコンディ٘بンも荁い侇
僿なので、Ｊリーグ開䆠30⼽䇗を沸り┕ׅまし׺う」と銧ってくださ
り、䍚いفックアップを䐂られました。現㏇の国玮琂䤗場となって初の
プロサッカー艄车の連続開⤹になり、鵟䅻ではあり䐂ない؛ーرーを
ご▼䤔いただきました。

塡瑒 逷굝も洇冎もサインも稀⹦り䬵えですから、攐に䏲で開⤹する
クラブにとってはꪜ䅻にꦘ佄䈱が高くなります。ٌ ーّスタジアّをꦕ
れて6┒人鲣いֽ㲘様をֽ鲛えするのですから、錃ㅀ、リـーサٜな
どの嶖⤓侇間を澬⟊するためにも、㎻偿日は空けようという磵鑜に
鷼しました。それでも䓦مッزでの⪌れ僀えでしたが、㱦全に鷞ㅀで
きて荁かったと思っています。

╖㸓 典◹とは、ٌ ーّタؗンというアドفンテージがありながら
も、䇖日ナイトأーّという兢♭をどう乗り飈えていくかが、大きなポ
イントでした。一亠、뛈㼖とは、日偿日の鍱合がNHK稀合テٝلで䷑
鴜いただけそうだという䗯㕔もあり、日本全国に何を⚥えていくか、
ٌーّスタジアّをꦕれて国玮琂䤗場で何を㲔現していくか璡、さま
ざまな釐碛をどのように鶟车プランへ蛽とし鱮んでいくのか、侇間を
かけて話し合いました。

⯥榹 私はＪリーグへの艄⽏・関䑏を高めるためのْディア露出など
のプロٓー٘بン業ⳉを中䑏にやってきました。ْ ディアの皆さんとコ
ンを㳡にし、Ｊリーグに関する䗯㕔を䬠❠するなど、㲔٘بーآؼِٖ
꤀にテٝلなどで⹦り┕ׅていただけるよう⥸きかけています。30⼽
䇗プロジؘクトでは、新しいアンّجの楽傪⯆⛼をアーティストの
RADWIMPSさんへ❣갔すると⪦に、☪㍑のＪリーグ30⼽䇗鋗䒝スً
。ーの庋出ꪫを╚に䥵䎎しましたؼٓٝجングؼープ؛でزッُٜٔب

5/14(日)国玮琂䤗場で開⤹された
伺媩㱦榹生⽜Ｊリーグ瑬13疐
뛈㼖アントラーثvs. ⺲⹿㷑グランパスの
ーؼٓٝجングؼープ؛
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と׆ない׀ך뛈㼖にしかֹ׵ע׿׆

UEFAٔزン؛مンٛثーךء磝׿ױるٝيルךのطتーة ꄋ偿ػイトأームの鍱⺬עךＪٛーء⺒┕僃㛡を鋗ꎰ

- ┸クラブとの鵽䯥לעのֹ׻な䏔Ⱏ⮆䥵׊ך
かնג

╖㸓 国玮との鐧丝や鷞ㅀꪫへの蛽とし鱮みと、そしてプロٓー٘بン
と庋出ꪫでの連携を㳡䫘に车いました。プロٓー٘بンは、クラブが
縒えるものとリーグが縒える⫂㳊がありますが、❆えば㷑㛙洇冎は、
⹙亠の䙫⺸を出し合って、ꄆ邾䤷鞲とならないように叨み分けを车い
ました。一亠、典◹、뛈㼖、リーグの3縖が⺱じエリアに䇶⼔を出す
ことで相乗効果が見鱮めるところでは、あえて一稇に出したりもしま
した。岻隴껬⯥のٜل䇶⼔などは相乗効果が出せた好◄❆です。
庋出ꪫでは典◹のナٝッジが活きました。2022䇗の㛤空にド
ローンアートを䬞くという庋出が話갭となり大好鍐でした。뛈㼖には、
RADWIMPSと鶟めたＪリーグ新アンّجのライブ庋㜰のֽ披露泘
や、NHK中禆もありタイトな鶟车スآジٖーٜの中でも㲊⯍鵟りキッ
ク؛フができるような鷞ㅀをしていただく䑒釐があり、萶Ⲑをかけてし
まいましたが日本サッカーの㲑でもあるジーコさんに䎎日ֽ飈しい
ただき一稇に開䆠30⼽䇗を烓っていただけたのは、とても㭕しかっ
たですנ。

- Ｊリーグの二ַ׊アンセムր㛻㍚⫃feat.ZONEց
8⮆ꝴの生ラؕブパフؚーُンスの遊⣐יֻ䷷؅
նַ׈דׂ

⯥榹 庋出はＪリーグ新アンّج披露に関わっていただいた亠々と一
稇に縒えました。Ｊリーグ開䆠䎎侇を湳っている亠だけでなく、萴䇗㷺
にも30⼽䇗として楽しんでいただきたいという思いから、学生の皆さ
んも⹆ⱶできる庋出にという啶䘶は企い壿꣪で縒えていました。傪と
の鈐⽰性を縒えて⻺㜰楽鼧や合そ鼧、رンス鼧の皆さんに⹆ⱶしても
らいました。

- 傪⛼מ׽つַיⷄ霄מ墦׆׾ַיזとױ׽ֵע
かն׌

⯥榹 RADWIMPSさんは音嶎⯆⛼にⱶえ、☪㍑の؛ープؼングٝج
ージ٘ンも⯆⛼いただきفーのライブ庋㜰のためにアٝンジしたؼٓ
ました。ْ ンفーのꄇ榹嬣域鼂さんは、プロサッカー選手会Ꝏでもあ
る⺮榹띲█選手とْーٜインタٖلーを鵟じ、サッカー選手に関する
杼鉮を深めるなどの┖嶖⤓も┊㴩にしていただき、傪⛼りをしてくだ
さいました。ち׺っとしたエخمードとしては、スًُٜٔبッز⯥日、
国玮琂䤗場でのリـーサٜの䏨ち侇間に、◀㲊になかったのですが、
ブラスفンドやرンスを䥵う中高生の皆さんに攐⮯に傪を披露してく
ださって場を沸り┕ׅてくれました。

塡瑒  アンّج生庋㜰の♭で뛈㼖に話を䧏って车ったとき、㲔はスآ
ジٖーٜに全くはまらなかったんです。ⱶえてNHKに中禆いただくと
いうことで攐⮯な稴䡗を磝まないとはまらない。䎎然、뛈㼖のٓٝج
フ侇؛ーなどの鶟车もあります。琂䤗の嶖⤓は優⩝しつつ、キックؼ
⯍を⸬㱤するために、それבれ釐♭を丝杼していかにやりたい庋泘を
侇間⫂に⹜めて100㲔车するか、뛈㼖とスآジٖーٜをにらめっこ
しながら、一つ一つ鐧丝しました。

- ャزי׊䇗と⼽30׷と׆ג׿׈かյ嫰ⱱ׮のא
ٝン׆ג׊ةと׌ױ׽ֵעかն

╖㸓 大釨嘗な庋㜰ステージの錃ㅀや䲝⹜、900人の中高生の鏗㵵
も⻠めて、これまでにない大釨嘗な庋出も䫜えていたので、鷞ㅀꪫで
もこれまでやったことのない嶖⤓をしました。

- ラؕブスطーעةյスَーيؕصントַֹךとյ
UEFAزャンمオンثリーグな٠לールغクラス
の㛻会ך磝يٝ׾׿ױルךのスطーג׊ךةն

塡瑒 音ꮶ錃⤓、ステージともに⺱じくらいの釨嘗だったと思います。
全国中禆であったため、キック؛フ侇⯍の13侇35分に鷐れるわけに
はいきません。丗分で鉮体して莔を⥏つけないように鷞䯈し、キック؛
フに間に合わせるという、☪思うとよくやったな、と。

⯥榹 キック؛フは祀対に鷐らせることができないので、かなりしびれ
ました。本䎎に侇間⫂に大釨嘗なライブの舞台逷糋がはけるのか、と
⼽㍱の不㱦もץしץしと感じました。ただ、䎎然ِٖٝبー٘بンはし
てֽり、鷞ㅀスタッフもこの㷀ꪫはꪜ䅻にꄆ釐なことは杼鉮してくれ
ていたので、何䈱も澬鏀はしましたし、多くのスタッフが䲝⹜⛼業に対
䑴してくれました。뛈㼖⻠めて多くの関係縖の⶜力もあって、㲊⯍に
キック؛フができて本䎎に㱦䑏しました。国玮⣐からも、これまでに
やったことのないスمードだと銧われましたנ。

- 2鍱⺬と5.6׵┒人؅飃ֻ׾亠ׇמ全㕙ַדג
նג׊ױ׀

- ꄋ偿ナؕトأーム؅嵹⿦״ג׾׌מの䄄㜂ע
かնג׊ױ׽ֵ

╖㸓 リーグとしては、1┒人ご䦙䏨キٔンًーンとجットでテٝلCM
を䣒ちました。攐に初めてＪリーグ鈝戦をする亠や、ꦕ⹚㷺に対してＪ
リーグIDで䦙䏨⯈の䑴ⳓをしていただくのですがմ20┒♭♓┕の䑴
ⳓがありました。آزット䑴ⳓにはＪリーグIDの氧ꎰが兢♭となりま
すが、2鍱合で新たに5┒人♓┕の氧ꎰをいただきました。
典◹は☽にも様々な产瓀を䣒ち僃磙氳には⪌場縖丗が鶚儕の鍱
合に䌕けを⹦らない56,000人飃えとなりました。クラブ⺒┕僃多だ
けでなく、䇖日のナイトأーّでもＪリーグ⺒┕僃多を鋗ꎰしました。
開⤹⯥䏲の㛾⠮も⷇שまれましたが、典◹のクラブスタッフֽよ
びサポーターの熱ꄈが鷞も⽏亠につけ、㍑鹴できたのだと思います。

╖㸓 攐墤効果菊愁とドローン200嚀を使った攐⮯庋出プラン、何え
るクリエイティブと◄⯥プロٓー٘بンが典◹でしっかり錃銶され
ていたのが荁かったと思います。
ドローン٘بーは典◹五魸♓全の国⫂㲔产ということもあり⹚ꮶが
大きく、SNSに䤷牭をあׅてくださる亠々もꪜ䅻に多かったんです。
「Ｊリーグってこんなに虒やかなんだ」とか、「サッカーだけではない楽
しみ亠もあるんだ」など、ポジティブな⫂㳊が׮とんどで、׍っとＪリー
グを䑴䭤してくださっている㷺も、初めてＪリーグに全場された亠々
も、それבれに価値を感じていただけたようです。

- 㲘㷺מ鷿ַג׊ױ׽ֵעかն

╖㸓 꺙齉㎢、23⵱⫂、典◹齉妨のֽ㲘様が┸日ともに大鼧分をⶭ
めました。典◹、뛈㼖ともに、人⹾1,400┒人の典◹のポテンٔب
ٜをよく杼鉮して、域にٌーّスタジアّへの全場にいかにつなׅる
か、というところまで戦樋氳に縒えています。

⯥榹 あくまで╚畘鍱合の╚䏔はクラブ。Ｊリーグ30⼽䇗鋗䒝スً
ンثーبーّを鷞ㅀする1أといっても、クラブがٌーّزッُٜٔب
の中の鞕ꄆな1鍱合ということです。クラブが僃大꡾⶜力してくれたֽ
かׅで扛◄にؼٓٝجーが㲔現できたと思っています。国玮琂䤗場の
皆さんにとっては、مッزコンディ٘بンを僃高の敯䛜に⟊ち、琂䤗パ
フؚーُンスを僃大꡾に䌕き出す䏔Ⱏがあります。900人鲣い中高生
の皆さんと一稇にＪリーグの新しいアンّجをライブ庋㜰いただくパ
フؚーُンスでしたが、مッزコンディ٘بンを蛽とさ׍にパフؚーُン
スが㲔現できる亠嫎を、䥵䎎縖の皆さんが僃䏲まで鈐骰になって縒え
てくださったことも大きかったです。
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הの新たな鵽䯥のかたءとٛーهラؠ

- 氵׈؆の╈ךＪリーグ30⼽䇗鋗䒝スًシャル
かն׌ױַיז鲭׽䨕מֹ׻のל؅زشُ

╖㸓 国玮2鍱合で11┒人بーثンを鵟して全体の⪌場縖増にも靹春
しました。ただし、国玮開⤹を挑戦するクラブが域のٌーّأーّへ
の꥗㲘につなׅること、䅻に新뉲な鈝戦体꽦をデザインすることな
ど、ٝٔزンジを続けなければ☪㍑♓┕の䡗Ⱶはꦘしいと感じていま
す。♿槆力や㲔车力がますます姲められていくので、リーグがクラブの
⛂颦を禆続し、リーグ全体で◄❆の⪦僗をしながら湳見を増やしてい
きたいです。
もう一つは、クラブとリーグが連携すべき鼧分が見えてきたことです。
クラブに♳せていたところに一塥馐み鱮んでプロٓー٘بンや꥗㲘产
瓀、鷞ㅀꪫや庋出ꪫなどを䴙り合わせて、効果を僃大⴫できたことが
荁い磬꽦になりました。

- シーثン׵㎁玮琂䤗㕙ךのＪリーグ⪜式
鍱⺬ꝧ⤹ֿ◀㲊׌ױַי׿׈ն

╖㸓 بーثンに典◹が⩝ꢛを⮉って新しくなった国玮で
開⤹したのに続き、بーثンはＪ、Ｊで銶8鍱合を開⤹、僃
初の2鍱合がＪリーグ30⼽䇗鋗䒝スًُٜٔبッزでした。その2鍱
合が5.6┒人を꥗めたことで、䏲に続くクラブも「この㲔竮を飃えよ
う」と奮闘してました。僃磙氳に8僖5日の⺲⹿㷑グランパス対アٜل
ٝックス新弓がبーثン僃多の57,058人となりましたが、Ｊ
リーグ30⼽䇗鋗䒝スًُٜٔبッزの䡗Ⱶが、澬㲔に☽クラブのⳙ
いにもつながりました。بーثンはさらに開⤹丗を増やして、
齉⫂好玮地の国玮琂䤗場ポテンٜٔبを僃大꡾に活かしていきたい
と縒えています僃磙氳に13鍱合が開⤹婊㲊。

塡瑒  クラブとリーグの関係について、哭䒝が㚺わりましたנ。クラブ
の皆さんが「荁いものであれば⹨け⪌れる」というスタンスで、リーグ
からの䬠勅なども䙫⽏を一稇に縒えてリーグ全体でやるべきことで
あれば、「やりまし׺う」と⶜力してくださったんです。

⯥榹 ☪㍑のؼٓٝجーに関しては、初めてイيント業ⳉとして鷞ㅀ

や庋出ꪫなど携わらせていただき、萶Ⲑも多々あったのですが、多く
の亠々にⲂけていただきました。中高生の皆さんにも⹆ⱶしてもら
い、◄⯥穒綗の壿꣪から㳡浓⹦免も⪌らせていただく中、穒綗겧俌な
どを見ても、皆さんが楽しそうに挑戦している㣓がⲍみにもなりまし
た。Ｊリーグ開䆠30⼽䇗という疐泘に携わり、なかなかできない釨嘗
での挑戦もさせてもらい、リーグ绷⿦としてもꪜ䅻に⩞剚でありがた
い嚀会でした。

何⥼・データ関連◄業やプロٓー٘بン業ⳉなど
を䥵䎎。2024䇗よりُْٜزディア◄業本鼧デジ
タٜアجット◄業鼧にて䏼◄。

Ｊリーグ

⯥榹 珕ꝛ
Akito Maeda

◄業ُーآティング本鼧ُーآティング鼧Ꝏ。
2009䇗よりＪリーグのُーٔزンرイジング、ز
ース䦡يッティングや꥗㲘など、一鞉してフؒンآ
大のためのُーآティングに䏼◄。2024䇗より
フットボーٜ本鼧琂䤗鷞ㅀ鼧Ꝏ。

Ｊリーグ

╖㸓 䛤◅
Shinji Maruyama

フットボーٜ本鼧琂䤗鷞ㅀ鼧。ٓ ータースポーツ
SUPER GTのイيントプロデٖース業などを磬
てＪリーグ⪌社。鍱合の中禆・鿥⟓の釐となるＪ
リーグプロرク٘بン錃玮に㶽力。現㏇はリーグ
╚畘鍱合の鷞ㅀ礴䦮をはじめ琂䤗・鷞ㅀに関する
全芗を䥵う。

Ｊリーグ

塡瑒 ┉嘻
Kazuki Mukasa

 啶䡗溍䃷 织 乃・娡 䉓㯸䲯䏅┖㷑丢 ⽰乃 

 所㷯⹦免侇憠 
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Ｊリーグは、2023年度第12回理事会において、「２０２６―２７シーズンからシーズン移行を実施し、残された課題を継続検討していく」ことを決
定しました。 各クラブとの分科会や担当者会議、実行委員会、理事会での検討過程において、Ｊリーグが目指す姿を明確化し、その目指す姿を実
現するために「シーズン移行」を実施すべきと判断しました。
これにより、２０２６―２７シーズンは、2026年8月1週頃に開幕、12月2週頃の試合後から2027年2月3週頃の試合までをウインターブレーク
期間とし、2027年5月最終週頃に閉幕となります。 シーズン移行の実施に向けて、残された課題については継続検討していきます。

シーズン移行
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2023年度  第12回Ｊリーグ理事会後会見　［2023年12月19日公開］

https://www.youtube.com/watch?v=ZfzGUxDFtd0 https://www.youtube.com/watch?v=Kwd-B8J2d4k

https://www.youtube.com/watch?v=s1gRHKxU5-c https://www.youtube.com/watch?v=E5hFED5zPYk

https://www.youtube.com/watch?v=RYkld5ounbo 

https://www.youtube.com/watch?v=x4LL5qoUCVg

https://aboutj.jleague.jp/seasonreview2023/assets/pdf/2023_26796_ j1.pdf

【前編】
シーズン移行の懸念点に対する進捗報告。

シーズン移行解説動画第二弾
Ｊリーグがさらに成長するための
最適なシーズンを考える。
［2023年12月6日公開］

【後編】
シーズン移行前は0.5？1.5シーズン？
シーズン移行解説動画第二弾
Ｊリーグがさらに成長するための
最適なシーズンを考える。
［2023年12月7日公開］

【前編】
シーズン移行議論とは？

Ｊリーグがさらに成長するための
最適なシーズンを考える。
［2023年10月13日公開］

【後編】
シーズン移行議論とは？

Ｊリーグがさらに成長するための
最適なシーズンを考える。
［2023年10月14日公開］

理事会で決議したシーズン移行について。「ののチャンネル #29」　［2023年12月20日公開］

【資料】 Ｊリーグ「シーズン移行」～次の30年へ向けて～
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Ｊリーグのフットボール改革

- Ｊリーグは30周年を迎えた2023年、次の30
年で目指すリーグの未来図を示しました。そこ
では今後10年のミッションも示されていますが、
そこに込めた思いを教えてください。

- もう一つはＪリーグYBCルヴァンカップの大会
方式変更です。これまではグループステージで
若手選手が多くのチャンスをつかむ仕組みに
なっていましたが、今後は大会を通じてノック
アウト方式に変わります。このあたりの狙いは
いかがでしょう。

- そのような状況下、Ｊリーグではいくつかの制度
改革が進みつつあります。まずは来シーズンから
Ｊ１クラブが20に増加することです。これはＪリー
グの未来図に向けて、どのように位置付けられ
ますか。

「これは皆さんも感じていることだと思いますが、2022年のFIFA
ワールドカップが終わって、日本代表チームは大きくステージを上げ
たなという感覚があります。それも3月以降の試合を間近で見ている
と、やればやるほど着実に上がっていくという状態になっています。そ
の中でＪリーグはこのままで大丈夫なのかという危機感を持っていま
す。なぜかというと、海外からＪリーグに戻ってきた選手たちは口をそ
ろえて、Ｊリーグと欧州のサッカーを『別のスポーツだ』と言います。そ
の状況が今、表れているのではないかという危機感です。日本サッ
カーのトップ選手たちはワールドカップ優勝を本気で目指すグループ
になっていて、そのためにUEFAチャンピオンズリーグに出場できるク
ラブでプレーすることを目指し、実際にレギュラーを張っている選手も
出てきている。その次のグループも5大リーグを目指し、そこで活躍し
ている選手もいる。中にはＪリーグではまだ大きな活躍をしていなく
ても、海外に行きたいと思っているグループも出てきている。そういう
状況にすごく危機感を感じていて、Ｊリーグで活躍することで日本代
表になれるとか、世界に通用する選手になれるという状況をＪリーグ
でつくらないとまずいと強く思うようになりました。その危機感はこれ
までもありましたが、2023年の前半ぐらいによりいっそう強くなりま
した」

「まずJ１だけでなく、J２、J３も参加するカップ戦なので全クラブに
チャンスがあります。先ほどの話でいうと、トップを目指せる20チーム
のグループだけでなく、カップ戦の意味合いを考えれば、全クラブに
カップウイナーになる可能性があるということも大事です。その競争
の場をつくっていこうという狙いがあります。また配分金はＪ１に比重
を寄せる制度にしたので、そうではないところでは別のチャンスを広
げる必要があります。Ｊ２、Ｊ３のクラブのホームにＪ１クラブが行くと
いう機会をつくることで、60クラブそれぞれの地域で新しいチャレン
ジを行い、地域がより活性化する形につながる可能性を生み出すこと
が狙いとしてあります」

- そうしたリーグ構造の改革により、2024年から
新しいチャレンジが始まります。Ｊリーグの10年
後、30年後の未来を意識しつつ、成長への足掛
かりを具体的にどのようにつくっていこうと考え
ていますか。

「まずは2023年の結果によって、翌年は理念強化配分金をもらえる
クラブが9つあるので、それをどう投資していくのかという取り組みが
始まります。そこで得た収入を再投資していくというサイクルができて
いく中で、例えば20年前の川崎フロンターレは約10億円の経営規模
だったのが今や70億円近くになっていますし、ここからの10年、20年
でどのクラブにもそういうチャンスがあると考えられます」

- かつての理念強化配分金システムは優勝チーム
をはじめとする上位勢が多額の配分金を受け取
れるというシステムでした。これを2024年度は
9クラブまで広げることで、トップへの足掛かりを
つかむチャンスを与えようという考えですね。

「その通りです。これまではＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）に出場
するようなトップの4クラブに多めに配分しようということでやってき

ましたが、野々村チェアマンの考え方としてはコロナ禍を経て、より多
くのクラブにチャンスを与えるべきだと。より多くのクラブにチャンス
を広げることによって『そのグループに入っていけば次の投資に向け
た資金を獲得できる』というステップアップができるような仕組みにし
たほうが良いという考えです」

- 各クラブが財政に苦しんでいたコロナ禍を経て、
どのように投資志向のマインドセットを広げて
いく考えですか。

「投資する方向性は各クラブで違いがあって良いと思います。クラブの
フィロソフィー、フットボールフィロソフィー、アカデミーのフィロソ
フィーをつくっていく活動にクラブは取り組んでいて、それぞれがそれ
ぞれのクラブのフィロソフィーをつくり、それに基づいて活動している
のが現状です。例えば愛媛ＦＣは『地元の若い選手を登用していく育
成クラブ』という、クラブ創設時の原点に立ち返り、あらためてクラブ
のフィロソフィーに一本筋が通ったことで、クラブの目指すところが
はっきりしたそうです。若い選手を積極的に出場させようとか、若い選
手を海外クラブに移籍させて移籍金を獲得するとか、そういうマイン
ドが出てきています。クラブのカラーがだんだん出始めていると感じ
ています」

- この話に関連するところでいえば、選手育成は
明確な投資がないと実らない部分です。選手の海
外志向が強まっている中、移籍金を獲得すること
で投資を回収していくことも大事だと思いますが、
そのあたりの展望はどのように考えていますか。

「そこはなかなか難しいですが、やはり選手は試合に出場しないと育
ちません。最近は若い選手を積極的に試合に出場させようという流れ

にはなってきているように思います。日本サッカー協会がワールドカッ
プで優勝するために『Japan's Way』というものを明確にしました
が、そのJapan's Wayの中では「エリートユースでは個別育成に特
化し、16歳や17歳でプロデビューする選手、10代でトップの代表に入
り、プロサッカー選手として活躍する選手というモデルを掲げていま
す。20歳前後で1回目のワールドカップに出て、25歳ぐらいで2回目、
30歳ぐらいまでに3回。そんな選手が3層にわたって続いていくこと
で、日本代表をより強くしていこうと考えています。Ｊクラブもそれに基
づいて進めていくことが大切です。実際にＪクラブの中でも、アカデ
ミーの選手を17歳でプロデビューさせようというクラブも出てきてい
ます。どの選手を試合に使うのかというときに、地元の若い選手をよ
り多くの試合に出場させ、良いタイミングで移籍させて移籍金収入を
得ようと、取り組み始めているところがありますし、これからそれは
もっと加速すると思います。Ｊリーグの中でも移籍金収入を得ようとい
うことで、そういった議論はこの1年間やってきました。まだまだこれか
らだとは思いますが、意識が大きく変わってきているので、おそらく現
実も変わってくると考えています」

「新たに野々村芳和チェアマンが就任してから、Ｊリーグは二つの成
長戦略というものを設けてきました。一つは『60クラブが、それぞれ
の地域で輝く』こと、もう一つは『トップ層が、ナショナル（グローバル）
コンテンツとして輝く』ということです。まず60クラブがそれぞれの地
域で輝くという点では、露出をもっと拡大しようということで着実に
進めてきています。それと同時にリーグのトップ層がもっと引っ張っ
ていかないとまずい状況だという思いがあります。ではリーグ全体と
して、トップ層を引き上げるために、われわれはどういう制度設計を
すべきなのか。そのためには今のトップクラブだけが成長すればいい
わけではなく、そうではないクラブにもトップに食い込んでいく可能
性が出てくるような仕組みをつくるべきだということになりました。J
１を20クラブにすることによって、これまでよりも2クラブ多い19クラ
ブと戦う可能性を得られます。そして、既に理念強化配分金も上位半
分のクラブに配分される制度になっています。すなわち、まずはこの
グループに頑張って入っていければ、次の成長に向けた投資のため

のお金が入ってくる仕組みに変わっています。さらに2024年からは
受け取った配分金で投資のサイクルがスタートするという形になって
います」

「まずは、Ｊリーグが若手選手に選ばれるためにどうすればいいか
ということに抜本的に向き合わないといけないと思います。例えば
Ｊリーグとドイツの2部、ベルギー、スイスとか、オーストリアのリー
グを比べて、現状では欧州の方が良いと思われている状況もあり
ます。もちろん選手たちが欧州を目指すことはやむを得ない部分も
ありますが、今のＪリーグの制度の何が悪いのかを検証する必要が
あります。そこでまず選手契約制度を抜本的に見直そうという話
は、2023年も継続して議論をしてきました。
現状ではシーズン移行の議論があったので、それに伴って新しい
ルールをつくらなければいけない可能性もあり、いったんは2024

- 一方で近年、Ｊリーグの若手選手が早くに海外
移籍したり、Ｊリーグを経由せずに直接欧州に
行くケースも増えてきていますが、その点について
どのように考えていますか。
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- 例えば今シーズンのヴィッセル神戸でいえば
ロングボールやクロスに対する空中戦、セカン
ドボールの回収率に目が行きますが、逆に違う
指標に目を向けるクラブがあっても良いという
ことでしょうか。

- ピッチ上のクオリティーを上げるためにはどの
ような取り組みをしていこうと考えていますか。

年の3月をめどに大枠の方針を固めようということになっていま
す。ただ、問題意識としては460万円というプロC契約の年俸上限
に魅力があるか、というところです。これまでは戦力均衡やクラブ
経営の安定化のため、そうした制度が設けられていましたが、これ
からＪリーグがより競争フェーズに入っていく中で、金銭面で競争が
ない世界になってしまっているのはどうなのかということです。ある
選手がプロになる段階で、Ｊリーグに行くのと、ドイツ1部リーグの
Ｕ－２３チームに行くのとどっちが魅力的ですかという競争がもう
始まっています。そこで選ばれるＪリーグにしていかないといけない
時期が来ているので、契約制度は抜本的に見直しが必要だと考え
ています。
ただその代わり、選手の保有人数は適切な人数に絞っていく方針
です。Ｊ１クラブが多くの選手を保有するのではなく、J１の保有人
数から外れた選手は、Ｊ２やＪ３で出場機会が得られるような仕組
みにしていくことが必要です。その中で仮に25人の保有選手枠が
あるとして、ホームグロウン選手やＵ－２１枠、アマチュア選手の例
外をどのようにつくっていくかという議論をしていきたいと思ってい
ます。またＡＣＬでは外国籍選手枠が撤廃されるので、Ｊ１の外国籍
選手枠の設定をどうするかという論点もあります。これはクラブの
アイデンティティにも関わってきますし、日本代表選手をどうやって
育成していくかにも関わってくるので、なかなか難しい問題です。
その一方で、Ｊリーグを世界で戦えるプラットフォームにしようと
言っている中で、この規制をすることが目指したい方向性に合って
いるのかという疑問もあります。みんながドイツやベルギーに行き
たがるということは、そこで戦えることを証明するために行くわけ
です。いろいろな多様性があるリーグで、外国籍選手と戦っても通
用するということを証明するために行く選手が多くなっているわけ
です。であれば、Ｊリーグもそういう舞台にした方が良いのではない
かという意見もあります。さまざまな角度からもう少し議論をして
いきたいところです」

「まさにビルドアップをしっかりやっていこうというチームでいえば、ど
のパスがどう入ったときにスイッチになるかという見方もありますし、
例えば三笘薫選手のような突破ができる選手がいれば、そこにどう
やって早く1対1で、なおかつスペースがある状況でボールを渡せるか
が鍵になるわけです。こうした細かい部分はリーグ全体の目では見ら
れません。また先ほど話したハイインテンシティのデータがあります
が、日本代表チームが目指している10%以上という基準に沿うと、サ
ンフレッチェ広島が8.19％で最も高く、京都サンガF.C.も高いです。
湘南ベルマーレ、サガン鳥栖もよく走っている。その一方で横浜Ｆ・マ
リノス、川崎フロンターレ、浦和レッズ、アルビレックス新潟のように
ボールをよくつなぐチームは低くなっていますが、順位が低いわけで
はありません。つまり、それぞれのクラブが何を求めるかは違います
し、それで良いのだと思います」

- Ｊリーグは30周年という節目を迎え、さらに30
年後の未来像を掲げています。そこでは「Ｊリーグ
が世界一のリーグになる」「Ｊリーグの選手で構成
される日本代表がワールドカップで優勝する」
ことを究極の目標に挙げていますが、とてもチャ
レンジングな道のりになると思います。

「それに近づいていかないとＪリーグは駄目だ、という危機感です。
ワールドカップという意味では、われわれはアンダーカテゴリーでも、
U－１７とかU－２０で勝つことも非常に大事にしています。10年ぐら
い前はU－２０ワールドカップに出られない時期もありました。それ
だとＪリーグの育成はどうなっているんだという話にもつながってき
ますから、そこに優秀な選手を送り出すということもわれわれとして
必要ですし、そこで勝ってもらうことも必要です。ワールドカップに出
るというのはその選手の価値も上げてくれますし、そういった選手が
まずはＪリーグで活躍してほしい。またそこで活躍すると、すぐに欧州
に移籍しますというのではなくて、Ｊリーグでまずやって、そこで鍛えら
れて、代表に選ばれたので行きますという流れになってほしい。そうい
うリーグでありたいですし、もし海外でチャレンジしてうまくいかな
かったとしても、Ｊリーグでもう一回チャレンジして活躍すれば、また
世界で認められるようなリーグになりたいです。素直にそう思ってい
ます」

「冒頭で話したような『日本と欧州では違うスポーツだ』とされる課
題感がもともとあった中で、われわれは何が違うのかを具体的に探
ろうとデータを見ながら1年間模索してきました。まず難しいのは、一
つの指標だけで何かが分かるというものでもないということです。あ
るチームが何かの指標を基に『これが良かった、これが悪かった』と
いう判断はできると思いますが、リーグ全体が追い求めるべき指標と
なると難しい。ただ、2022年のワールドカップで日本代表チームは
『ハイインテンシティ走行距離割合※について10%以上を目指そう』
をテーマとしてやっていたということを伺って、われわれもまずは
データの取り方や取り入れる数値を変え、欧州の指標に合わせるプ
ロジェクトを2023年にやってきました。そこはこれから公開していき
たいと考えています。一方でＪリーグ全体ではハイインテンシティが
良いのかというと、そういうチームが必ずしも上位にいるわけでもな
いのです。あくまでも相手があってのことなので。従ってまずはクラブ
のフィロソフィーとか、そこがもう少し色濃く出てくると、ピッチ上の戦
い方も変わってくるのではないかということも感じています」

※フィールドプレーヤー10人の全走行距離のうち、時速20km以上での走行距離が占める割合

44 45



FO
O

T
B

A
LL

FO
O

T
B

A
LL

Ｊリーグが推進するリーグ構造改革
～2024シーズン以降のリーグ構造・大会方式について～

Ｊリーグが新たな成長戦略として掲げる「2つの成長テーマ」 （1）60クラブが、それぞれの地域で輝く、（2）トップ層が、ナショナル（グローバル）コン
テンツとして輝く、に基づき、トップカテゴリーである「Ｊ１」の価値を最大限に活用すること、ならびにリーグカップ戦の大会方式変更により、異なる
カテゴリー間での試合を創出し、Ｊ２・Ｊ３の成長の起爆剤として活用することで、Ｊリーグ全体の価値向上を目指し、２０２４シーズンよりリーグ戦
は、Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３各カテゴリーのクラブ数を20クラブに統一し、それに伴い各カテゴリーの昇降格の方式も変更。また、リーグカップ戦はＪ１・Ｊ２・Ｊ
３全クラブが参加するノックアウト方式への変更も決定した。

2022シーズン 2023シーズン 2024シーズン

58クラブ 60クラブ60クラブ

18 2018

22 2022

18 2020

ＪＦＬ2位以内に
Ｊリーグ入会承認を得たクラブが

１
ク
ラ
ブ
の
場
合

２
ク
ラ
ブ
の
場
合

Ｊ３ 最下位に
ＪＦＬ 1位が自動入れ替え

Ｊ３ 最下位とＪＦＬ 2位が
入れ替え戦を実施し
昇降格が決定

Ｊ３ 最下位と
ＪＦＬ 1位が自動入れ替え
　
Ｊ３ 19位とＪＦＬ 2位が
入れ替え戦を実施し
昇降格が決定

上位2クラブ
自動昇格
残る1クラブは
3～6位の
Ｊ２昇格プレーオフ
優勝クラブが昇格

上位2クラブ
自動昇格

上位2クラブ
自動昇格

ＪＦＬ2位以内に
Ｊリーグ入会承認を得たクラブが

2
クラブ

Ｊ２
へ

2
クラブ

Ｊ２
へ

3
クラブ

Ｊ２
へ

１
ク
ラ
ブ
の
場
合

２
ク
ラ
ブ
の
場
合

Ｊ３ 最下位と
ＪＦＬ 1位が自動入れ替え
　
Ｊ３ 19位とＪＦＬ 2位が
入れ替え戦を実施し
昇降格が決定

Ｊ３
へ

ＪFLへ
Ｊ３
へ

ＪFLへ

2022シーズン 2023シーズン 2024シーズン

2022シーズン 2023シーズン 2024シーズン

１
ｓ
ｔ 

ラ
ウ
ン
ド

プ
レ
ー
オ
フ
ラ
ウ
ン
ド

プ
ラ
イ
ム
ラ
ウ
ン
ド

Ｊ１・Ｊ２・Ｊ３
全クラブが参加する
ノックアウト方式

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

プ
レ
ー
オ
フ
ス
テ
ー
ジ

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
ジ

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
テ
ー
ジ

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

ＡＣＬ出場4クラブを除く
Ｊ１ 14クラブとＪ２ 2クラブ
（前年度Ｊ１の17位、18位）の
16クラブを4つに分け、
各グループで
ホーム＆アウェイ方式の
リーグ戦

Ｊ１全18クラブと
Ｊ２ 2クラブ
（前年度Ｊ１の17位、18位）
の20クラブを5つに分け、
各グループで
ホーム＆アウェイ方式の
リーグ戦

グループステージの
勝者8クラブで
ホーム＆アウェイ方式の
トーナメント戦
（決勝は1試合）

グループステージの
勝者8クラブで
ホーム＆アウェイ方式の
2試合

プレーオフステージの
勝者4クラブと
ＡＣＬ出場4クラブの
合計8クラブで
ホーム＆アウェイ方式
トーナメント戦
（決勝は1試合）

A B C D

14
クラブ

2
クラブ+

A

A

B

B

C

C

D

D

J1 J2

A B C D E

18
クラブ

2
クラブ+J1 J2

A
A

B

B

C

C

D

D

E

E

最下位クラブ自動降格

下位2クラブ自動降格
残る1クラブは
Ｊ１ 16位と
Ｊ２ 3～6位の
Ｊ１参入プレーオフ
優勝クラブがＪ１に
残留または昇格

上位2クラブ自動昇格
残る1クラブは
Ｊ１ 16位と
Ｊ２ 3～6位の
Ｊ１参入プレーオフ
優勝クラブが昇格

上位2クラブ自動昇格
残る1クラブは
3～6位の
Ｊ１参入プレーオフ
優勝クラブが昇格

上位2クラブ自動昇格
残る1クラブは
3～6位の
Ｊ１参入プレーオフ
優勝クラブが昇格

下位2クラブ自動降格 下位2クラブ自動降格

下位3クラブ
自動降格

下位3クラブ
自動降格

2.5
クラブ

Ｊ２へ

1
クラブ

Ｊ２へ

3
クラブ

Ｊ２へ

2
クラブ

Ｊ３へ

2
クラブ

Ｊ３へ

3
クラブ

Ｊ３へ

2.5
クラブ

Ｊ１
へ

3
クラブ

Ｊ１
へ

3
クラブ

Ｊ１
へ

１
位
の
場
合

２
位
の
場
合

１
位
の
場
合

２
位
の
場
合

Ｊ３ 最下位に
ＪＦＬ 1位が自動入れ替え

Ｊ３ 最下位とＪＦＬ 2位が
入れ替え戦を実施し
昇降格が決定
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J.LEAGUE TECHNICAL REPORT

2023年夏にＪクラブが欧州の強豪クラブと対戦した試合に関する分析リポート『J.LEAGUE TECHNICAL REPORT 2023 SUMMER』を発
行した。Ｊリーグ成長戦略の一つである「トップ層が、ナショナル（グローバル）コンテンツとして輝く」の一環として、Ｊリーグのトップクラブが世界の
トップクラブに伍していくために、フットボールの質における「世界との差を可視化する」ことを目的として、フットボールの楽しみ方の多様化、高度
化を促すようなコンテンツを発信し、ファン・サポーターや関係者を巻き込みながら、日本のフットボール文化の成熟を図ることを目指す。
株式会社ソル・メディア（footballista 編集部）が制作・編集、データスタジアム株式会社がデータ監修を行い、アナリストとして筑波大学蹴球部、
東京大学ア式蹴球部がさまざまな角度から分析を行った。また、試合に出場した横浜Ｆ・マリノス、川崎フロンターレの選手インタビューを行い、実
際に選手がピッチ上で感じた感覚を聞き出すことも試みた。加えて、FIFAクラブワールドカップでマンチェスター・シティと戦った浦和レッズの分析
担当、日本代表の分析チームであるJFAテクニカルハウスの皆様にも、本リポートの総括と特別座談会にご協力いただいた。マンチェスター・シ
ティ、FCバイエルン・ミュンヘンの2クラブは、新しいシーズンへの開幕に向けての準備や日本での暑さへの対応など、難しいコンディションの一方
で、対戦する横浜ＦＭ、川崎ＦのＪクラブは、シーズン途中ということで、それぞれ置かれた環境が異なっていた。
本分析だけで全てが明らかになることはないが、定性的な分析と定量的なデータから「Ｊリーグと世界との差は何か」に迫る。

選手育成

開幕30周年を迎えたＪリーグは、クラブ数が開幕当時の10から60に増加した。クラブのフットボール領域においてもＪクラブがAFCチャンピオン
ズリーグ（ACL）を5度制覇し、日本代表やU-23日本代表がそれぞれFIFAワールドカップ、オリンピック出場の常連というパフォーマンスレベルに
達している。また、日本人選手が世界最高レベルのUEFAチャンピオンズリーグに出場し、さらにそのノックアウトステージでの躍進をけん引できる
レベルにまで到達した活躍も見逃せない成長である。Ｊリーグが次の10年で、フットボールのパフォーマンスレベルだけでなく、経営規模も含めて
拡大するには、試合という作品を提供するだけではなく、日本のフットボール自体の魅力が世界水準に達していると認知され、世界から選ばれるよ
うな舞台となることが必要である。今後、Ｊリーグはクラブのパフォーマンスを強化・拡大するために、シーズン移行をはじめとする大会のあり方や
世界水準の競技レベルの試合を提供し、各種制度や施策の立案を行い、ビジョンに対する現在位置を適時・適確に把握しながら、絶え間ない成長
のステップを刻んでいく。Ｊリーグの成長に欠かせない選手育成の取り組みを振り返る。

2023シーズンにむけてＪクラブのアカデミーからトップチームへの選手輩出数（輩出実績）、アカデミー（U-15またはU-18）に3年以
上在籍した21歳以下の対象選手の出場時間（出場実績）を評価基準としてノミネートクラブを選出し、選考委員会にて決定する。

２０２３シーズンは、ＦＣ東京が3度目＊1の最優秀育成クラブ賞を受賞した。この賞は、２０２３シーズンに向けてプロ契約した選手の育成経路とプロ
契約先に応じた輩出実績に加え、Ｊクラブのアカデミーに3年以上所属したＪクラブに所属する21歳以下（U-21）の選手の同シーズンの公式試合
出場時間を評価基準として授与される。ＦＣ東京は、今シーズンより設けられた「出場実績」で5,562分を記録した。この受賞は「ＦＣ東京のアカデ
ミー出身の選手が２０２３シーズンに多くのプロ契約を締結したことに加え、ＦＣ東京（もしくは他のＪクラブ）のアカデミーに3年以上所属した21歳
以下の選手が同シーズンに最も長くＦＣ東京の公式試合に出場した」ことを意味する。例えば、Ｊリーグ最優秀ゴール賞の最終ノミネートゴールに
選出されたＦＣ東京の俵積田晃太選手（2017～19年ＦＣ東京U-15むさし、2020～22年ＦＣ東京U-18）がいる。他のクラブでは、Ｊリーグ準優勝
に貢献した横浜Ｆ・マリノスの山根陸選手（2010～15年横浜Ｆ・マリノスプライマリー、2016～18年横浜Ｆ・マリノスジュニアユース、2019～21年
横浜Ｆ・マリノスユース）、あるいは２０２２シーズンに17歳でプロ契約を締結した川崎フロンターレの高井幸大選手（2015～16年川崎フロンター
レU-12、2017～19年川崎フロンターレU-15、2020～22年川崎フロンターレU-18）などがアカデミーに3年以上所属し、２０２３シーズンにプ
ロ選手として公式試合で活躍した典型である。特徴のある実績として、例えば大分トリニータは、輩出実績で2人分（佐藤丈晟選手と保田堅心選
手）にとどまるが、出場実績でアカデミー出身のU-21選手7人分が対象となり選考過程の上位にノミネートされた。今回ノミネート外ではあったが
ヴィッセル神戸は自クラブのアカデミーでの所属歴がある5人の選手と２０２３シーズンのプロ契約をしたことで、選考過程で輩出実績について高
い実績を収めている。また、出場実績では60クラブ中56クラブ（93.3％）が対象となったが、輩出実績では27クラブ（45.0％）にとどまった。この
ことは、出場実績に着目すれば、２０２３シーズンの公式試合において9割以上のクラブでＪクラブのアカデミー出身選手が出場したことを示してい
る。もちろんその活躍度合いにクラブ差はあるが、9割以上のクラブで出場できたという点は特筆に値する。 他方、２０２３シーズンの輩出実績で
は、全クラブの半数に満たなかったことから、輩出実績は今後の課題の一つと捉えることができるだろう。プロ選手として公式試合への出場を果た
すには、当然そのための準備を整える必要があるが、それはいつ、どのように始まるのだろうか。次に、その準備に欠かせない要素の一つである２０
２３シーズンにＪリーグが主催した育成年代のゲームプログラムを振り返る。

対象試合の基本データ

フィジカル面、戦術面それぞれのデータ分析

出場選手へのインタビュー

JFAテクニカルハウス（日本代表分析チーム）による考察

出場選手のキック分析など

対
象
試
合

7月23日　明治安田Ｊリーグワールドチャレンジ２０２３ powered by docomo

7月26日　Audi Football Summit powered by docomo FCバイエルン・ミュンヘン vs マンチェスター・シティ

7月29日　スカパー！ブンデスリーガジャパンツアー Audi Football Summit 川崎フロンターレ vs FCバイエルン・ミュンヘン

1

2

3

-Ｊリーグ最優秀育成クラブ賞はＦＣ東京

＊1 ＦＣ東京は、2010年、2017年に同賞を受賞している。

※保田 堅心選手（大分）は鳥栖U-15と大分U-18でそれぞれ3年以上在籍したため両クラブで対象　※※U-15とU-18で3年以上在籍したことのあるU-21選手

表彰概要

２０２３Ｊリーグ最優秀育成クラブ賞ノミネートクラブの対象選手

受賞クラブと
ノミネートクラブ名

2023シーズンに向け
アカデミーからプロ契約した選手

氏名（選考時点の所属）

土肥 幹太
俵積田 晃太
熊田 直紀

土肥 幹太
小林 将天
安斎 颯馬

野澤 大志ブランドン（FC琉球
U-15、FC東京U-18）

俵積田 晃太
熊田 直紀
佐藤 龍之介

坂井 駿也

大里 皇馬

西川 潤（横浜FMジュニアユース）

坂本 稀吏也（C大阪西U-15）

竹内 諒太郎

楢原 慶輝

弓場 将輝

屋敷 優成

佐藤 丈晟

保田 堅心

木許 太賀

松岡 颯人

小野 俊輔

佐藤 龍之介
東 廉太（相模原）

坂井 駿也
大里 皇馬
竹内 諒太郎

楢原 慶輝
保田 堅心（大分）※
竹内 諒太郎（クリアソン新宿）

佐藤 丈晟
保田 堅心※

2023シーズンに出場実績が
あったU-21選手※※
氏名（他クラブアカデミーの

経歴がある場合）

ＦＣ東京（受賞） サガン鳥栖 大分トリニータ
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２０２３シーズンにＪリーグが主催した育成年代のゲームプログラムには、ＮＥＸＴ ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ ＭＡＴＣＨ、Ｊユースリーグ、そしてＪリーグU-14
がある。最もプロ選手に近い年代の選手を対象としたゲームプログラムがＪユースリーグである。1994年創設のこの大会は選手や指導者により良い
試合の機会を提供すべく形を変えながら、その歴史を重ねてきたが＊3、２０２１シーズンから17歳以下（U-17）の選手が参加の中心となっている。

これまでU-17選手の大会といえば、17歳もしくは17歳になる年代の選手が出場する場合が多かったが、２０２３シーズンはさらにその下の年代で
ある16歳以下の選手の出場時間が全体の56.8%＊4と過半数を超えた。２０２２シーズンに44.6%＊5であったことから、この変化は実にシンボリッ
クな出来事である。それはどういうことだろうか。

クラブのフットボールフィロソフィー（CFP）の体現に必要なプレーイングフィロソフィー、コーチングフィロソフィー、選手用IDP
(個別育成プラン)をオンザピッチ、オフザピッチで理解する

Ｊクラブのアカデミーより13人、日本サッカー協会（JFA）より3人（うち、1人はオブザーブ）

２０２３シーズンの16歳以下選手の出場時間を詳細に見ると、14～15歳の選手の出場時間が8.4%（延べ人数で303人、10.1%）を占めている。つま
り、この大会は17歳以下の大会でありながら、15歳以下の選手が1試合あたり1.21人（試合出場メンバー11人中10.1%と試算）、7.56分（1試合90分
中8.4%と試算）出場したといえる＊6。 14歳もしくは15歳の選手が17歳を中心とするチームで試合に出場することは、中学2年生が高校2年生と試合
をするということ＊7。２０２３シーズンの本大会は、まさに種別を超えた14～18歳の年代の選手が出場し、15歳以下の選手のうち選ばれたエリート選
手が1～2人、2歳以上離れた選手たちとの試合をプロ選手として必要な資質能力を獲得する場として活用し始めたといえる。もちろん、約半数
（48.4%）の出場時間を占める16歳の選手にとっても、1～2歳上の年代の選手たちと共に試合を行うことは、十分なストレッチの機会といえよう。
同様の視点で17歳のエリート選手は、プレミア、プリンスリーグなど、18歳を中心とした選手が出場する試合に成長の場を求め、佐藤龍之介選手（ＦＣ
東京）、高井幸大選手（川崎フロンターレ）、北野颯太選手（セレッソ大阪）あるいは道脇豊選手＊8（ロアッソ熊本）のように高校2年生時にプロ契約を締
結する選手も輩出され始めている。このような種別の垣根を超えた試合環境の提供は、継続的にＪリーグが担うべき役割だといえる。

昨年よりも、U-15、U-16の出場時間が増加、ストレッチの機会としての活用が浸透してきている。【３種登録（U-15、U-14チーム所属）選手のストレッチ】
◾ 出場時間：15歳以下の選手（U-15、U-14）の出場時間は14,412分で全体の8.4%（2022実績：5,501分、全体の3.0%）
◾ 出場延べ人数：15歳以下の選手（U-15、U-14）は303人で全体の10.1%（2022実績：126人、全体の4.4%）

Ｊリーグでは、アカデミーの指導者のCPD(Continuing Professional Development)担保を目的として、アカデミーのマネジメント人材や
コーチングにおけるリーダーの育成、Ｊクラブで活動するコーチ仲間を拡大する機会の提供、あるいはアカデミーのコーチングスタッフが育成年代
の選手育成における将来のリーダーに必要なナレッジの獲得・共有、適切なツールやコンセプトを身に付けるための機会提供といった4つのイベ
ントを、２０２３シーズンに提供した。

-２０２３Ｊユースリーグ
ストレッチの機会＊2としての活用が浸透。アカデミー選手の試合出場の意義の進展

-Ｊリーグ人材育成コース継続学習
（Continuing Professional Development (CPD））＊9イベント2023

※2023/12/3終了時、全体の試合進捗率は100/123試合（81%）

＊9　CPD（Continuing Professional Development、継続学習）とは、指導者個人が自らの意志で自らの専門性やスキルの維持向上を図るために継続的な教育プログラムや講習会
 などを受講することをいう

＊2 Ｊリーグでは、同年代の試合で安定して高いパフォーマンスを示している選手に対し、その選手の個別育成プラン（IDP）を活用しながら、上の年代への飛び級による限界へのチャレンジと、本来の
年代に戻って見つかった課題を乗り越え、さらなる成長の後押しをする計画的な取り組みを「ストレッチと統合」と呼んでいる。　＊3 ２０２０シーズンは新型コロナウイルスの影響で中止となった。
＊4 ２０２３シーズンの出場時間は17歳の選手が37.8%、18歳（オーバーエイジ枠で3人まで出場可）の選手が5.4%であった。　＊5 ２０２２シーズンの出場時間は17歳の選手が46.2%、18歳（オー
バーエイジ枠で3人まで出場可）の選手が9.3%であった。＊6 ２０２２シーズンの15歳以下の出場時間は、1試合あたりわずか2.7分（3％）であったことから、２０２３シーズンの出場時間が1シーズン
で2.8倍増加した。＊7 日本サッカー界には、学校教育の一環としての部活動がサッカーの発展をけん引してきた歴史があり、中学生年代を第3種、高校生年代を第2種として、大会参加資格や選手
登録制度に連動していることから、種別を超えた試合出場は制度上の難しさが存在している。　＊8 高井幸大選手は2022年に17歳で川崎フロンターレとプロ契約、北野颯太選手は2022年に17歳
でセレッソ大阪とプロ契約、道脇豊選手は2023年に17歳でロアッソ熊本とプロ契約、佐藤龍之介選手は2023年に16歳でＦＣ東京とプロ契約した。

２０２３Ｊユースリーグにおける年代別の出場状況

Ｊリーグ人材養成コース継続学習（CPD）イベントPart1

Ｊクラブの醍醐味は種別を超えた大会出場の機会提供

２０２３ Ｊユースリーグ 年代別の出場状況

2 0 2 3の状況  ［1 2 /3時点］ 2 0 2 2実績

出場時間（分）出場延べ人数出場時間（分）年代種別

3種

U -1 4

U -1 5

3種計

U -1 6

U -1 7

U -1 8

2種計

9 0 3

1 3 , 5 0 9

1 4 , 41 2

8 3 , 4 2 5

6 5 ,0 5 6

9 , 3 3 6

1 5 7, 8 1 7

1 7 2 , 2 2 9

24 3

5 , 2 5 8

5 , 5 0 1

7 5 ,6 74

8 4 ,07 9

1 6 , 8 5 3

1 7 6 ,6 0 6

1 8 2 ,1 07

0.1 %

2 . 9 %

3 .0 %

41 .6 %

4 6 . 2 %

9 . 3 %

9 7.0 %

1 0 0.0 %

8

1 1 8

1 2 6

1 , 2 5 2

1 , 2 0 6

24 9

2 ,7 07

2 , 8 3 3

0. 3 %

4 . 2

4 .4%

4 4 . 2 %

4 2 .6 %

8 . 8 %

9 5 .6 %

1 0 0.0 %

0. 5 %

7. 8 %

8 . 4%

4 8 . 4%

3 7. 8 %

5 . 4%

9 1 .6 %

1 0 0.0 %

1 8

2 8 5

3 0 3

1 , 5 0 4

1 ,0 2 4

1 6 1

2 ,6 8 9

2 , 9 9 2

0.6 %

9 . 5 %

1 0.1 %

5 0. 3 %

3 4 . 2 %

5 . 4%

8 9 . 9 %

1 0 0.0 %

2種

総計

出場延べ人数

テーマ

目的

実施期間

参加者

2023年5月15～16日

プレーイングフィロソフィー＆個別育成

J-GREEN堺実施場所

Ｊリーグ人材養成コース継続学習（CPD）イベントPart2

CPD（Continuing Professional Development)プログラムのベストプラクティスに学ぶ～アビスパ福岡アカデミーのプ
レーイングフィロソフィー、コーチングフィロソフィー、選手用IDP（個別育成プラン）およびスタッフ用IDP（個別育成プラン）

Ｊクラブのアカデミーより21人、JFAより1人

テーマ

目的

実施期間

参加者

2023年7月10～11日

個別育成＆スタッフの育成（IDP（Individual Development Plan）/CPD）

アビスパ福岡クラブハウス実施場所

参加した上記の16人は、2日間で4つの講義テーマとそれに関する2回のグループディス
カッション、海外ゲストスピーカー2人による1回のセッション、1回のオンザピッチセッション
とそれに必要なグループディスカッションを実施した。世界水準の選手育成実績を誇るプロ
フットボールクラブが備えるクラブのフットボールフィロソフィーやクラブのビジョンの具体
例を知り、アカデミーがどのように選手のパスウェイの構築に貢献できるのかをゲストに聞
いた。また、クラブのビジョン達成に貢献できる選手を輩出するために必要な「選手に求め
られる要素」を、どのようにピッチ上のトレーニングに落とし込むかの具体的な手順や振り
返り方法などを学んだ。

参加した上記の16人は、2日間で4つの講義テーマとそれに関する2回のグループディス
カッション、海外ゲストスピーカー2人による1回のセッション、1回のオンザピッチセッション
とそれに必要なグループディスカッションを実施した。世界水準の選手育成実績を誇るプロ
フットボールクラブが備えるクラブのフットボールフィロソフィーやクラブのビジョンの具体
例を知り、アカデミーがどのように選手のパスウェイの構築に貢献できるのかをゲストに聞
いた。また、クラブのビジョン達成に貢献できる選手を輩出するために必要な「選手に求め
られる要素」を、どのようにピッチ上のトレーニングに落とし込むかの具体的な手順や振り
返り方法などを学んだ。
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クラブのフットボールフィロソフィー（CFP）の体現に必要な選手に求められる要素、コーチングカリキュラム、選手用IDP（個別
育成プラン）、ストレッチと統合をオンザピッチ、オフザピッチで理解する

Ｊクラブのアカデミーより16人

Ｊリーグ人材養成コース継続学習（CPD）イベントPart3

テーマ

目的

実施期間

参加者

2023年9月25～26日

コーチングカリキュラム＆個別育成

 JFA夢フィールド実施場所

Ｊリーグ人材養成コース継続学習（CPD）イベントPart4

当該大会の試合視察を通じ、世界のトップレベルで採用されている最新の戦術やプレースタイルから学び、指導者としてのスキ
ルや戦術理解を向上させ、選手の競技レベル向上につながるアイデアを得ること。さらに各国の代表チームやJFAをはじめとす
る各国のサッカー協会関係者と交流することで、国際的なフットボールコミュニティーとのネットワークを構築・強化し、出場各国
の有望なエリート選手の分析により、自クラブの新たなエリート選手の基準を設定し競争力を高めること

Ｊクラブアカデミーより8人

テーマ

目的

実施期間

参加者

2023年11月13～19日

FIFA U-17ワールドカップインドネシア2023視察

インドネシア（バンドン、ジャカルタ）実施場所

Ｊリーグヘッドオブエデュケーション養成コース（JHoE（J.LEAGUE Head of Education course））

参加した8人のJクラブアカデミースタッフは、FIFA U17ワールドカップ
の全52試合（24カ国参加）のうち、日本戦を含む計8試合をインドネシア
の2会場で視察した。世界のエリート選手のパフォーマンスを体感し、詳細
なマッチリポートの作成により、チームとして表現される戦術やプレース
タイルだけでなく、個々のエリート選手の技術面、戦術面、フィジカル面、
心理社会面における特徴を特定し、自クラブアカデミーにおける理想の
選手像や選手に求められる要素などをアップデートする機会を得た。さら
にスカウティングを専門とする海外のゲストスピーカーを招へいした講義
を含む10時間の座学やディスカッションを行った。また、U-17日本代表
のトレーニング視察を2度行い、分析対象となった12カ国128人の選手
から16人の印象的なエリート選手を選出・考察した。
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参加した16人は、2日間で4つの講義テーマの受講とそれに関するグルー
プディスカッション、海外ゲストスピーカーによる1回のセッション、1回の
オンザピッチセッションとそれに必要なグループディスカッションを実施し
た。世界水準の選手育成実績を誇るプロフットボールクラブが備えるフッ
トボールフィロソフィーと選手に求められる要素が具体的にどのように結
びつくのかを、コーチングカリキュラムの構築やピッチ上でのIDPの実践
を通して学んだ。さらに、アカデミーにおける選手育成にIDP（個別育成
プラン）コーチがどのように関わるのかをゲストに学び、全体トレーニング
にいかにIDP（個別育成プラン）の要素を組み込むかの具体的なセッショ
ンプランニングの方法などを体験した。

２０２３シーズンのＪリーグの新人選手に対する研修（以下、新人研修）は228人の選手と60クラブのスタッフが参加し、「Ｊリーグの選手としての存
在意義と価値を高めること」を目的に実施された。オンラインプラットフォームでの年間を通じた講座の受講やオンラインでの選手交流会、各クラブ
の新人研修担当者の2回の情報共有会、ＦＣ東京、水戸ホーリーホック、ＦＣ岐阜によるベストプラクティスの共有を通じて、新人選手は自身の役割
と選手像について深く考えた。新人研修担当者は各クラブのフットボールフィロソフィーに基づいた「ソーシャルスキルアクションプラン」による独自
の研修を実施し、新人選手の成長をサポートした。

Ｊクラブにおいて、教育部門のパフォーマンスプランを管理し、トップチームからアカデミー選手までのエリート選手教育を担うHoEの養成は、２０２
３シーズンに第3期を迎えた。受講者は、HoEの役割と責任、その役割の遂行に必要な資質能力、その資質能力をどのように獲得するかなど年間
13回の講義への参加、選手教育やスタッフ教育の年間カレンダー作成などの課題提出に加え、Ｊリーグが主催する選手教育関連のイベントにおけ
るファシリテーションの実践を経て、新たに10人の修了者が誕生した。第1期から3期（2021～23年）までに合計32人のHoEを養成した。

新人研修と選手教育を支える「選手教育プラットフォーム」

野々村芳和Ｊリーグチェアマンの「Ｊリーグからのメッセージ」や中村俊輔さんなどの選手OB講話をはじめとした毎年リニューアルする講座や継続
講座を含め、2023年には全36種類の講座（新人選手必須講座 20種類、任意講座 16種類）がＪリーグから提供され、顔認識機能で受講管理が
行われている。この選手教育プラットフォームは、アンチドーピングなどのクラブライセンス適用講座の提供にも使われている。

-Ｊリーグ固有の取り組み～Ｊリーグにおける選手教育～
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Ｊリーグが域の10䇗でま׍泘䧗すべき「アジアでⳏち、世界と戦うＪリーグ」、「埪䃸リーグ選手とＪリーグ選手による日本代表」、「全Ｊクラブの磬ㅀ釨
嘗を1.52֐⠘へ」という敯䛜に⮼鷼するために、アカデِー出骰選手ができるだけ萴いうちに自クラブもしくは☽のＪクラブのプロ選手として⪜䌋
鍱合で活躍するという、「輩出」と「U-21選手の出場」の釱憠は埝くことのできない釐碛である。ここでまとめに代えて、FIFA U-17ワーٜドカップ
インドبؾア2023をJFAのテクؼカٜスタディーグٜープの一⿦として釱㴔したＪリーグアカデِーサポートُؾージٔーASMの㵸娢泡乃が、
䅯国䏲に墦したコْントを岣えたい。
「大会に出場した⺨国に泘を⺸けると埪䃸زーّの選手の׮とんどがトップزーّのجカンドزーّやU-19でプٝーしていたのがⷄ霄氳だった。
1鼧リーグだけではなくUEFAٔزン؛مンثリーグでプٝー磬꽦のある選手もいた。さらにスًインに舗っては、埪䃸◀選で䐂憠曓であったラِンٕ
ُٜ選手FCجٜفロナ所㷯は仴にフٜ代表に選出されてֽり、☪大会にエントリーされていなかった。しかも、スًインはスターティングْンفー
の硜ⶐ分が1塶┖の2007䇗生まれで啶䡗され、その׮とんどが3鼧リーグでプٝーしている。☽の埪䃸、⶟眦、⴮眦アْリカも⺱様で、جカンド
ーّでの鍱合磬꽦がある選手もいた。日本にもＪリーグYBCٜ٥ؒンカップや㛾永兵JFA全日本サッزーّに所㷯して鼧リーグを磬꽦し、トップز
カー選手嘤大会、Ｊでデٖلーしている選手が3人道耙 雛ロアッخ挪本、⛪諰 륓╮☭典◹U-18、湭榹 륓╮☭岲姡エスパٜスٗースの
⺨選手。所㷯は大会䎎侇いるが、スًインなどと奂べると擻餉りなさは塷然としている。ポストٗースU-18♓꡸の䇗代の鍱合環㗞を、ⶡに90分
の鍱合ができるというだけでなく、世界姡嶖の韬を姲める鍱合環㗞として、ＪリーグやJFAが㱦㲊して䬠❠することが、䌕き続きの鐐갭だと感じた」
بーثンのＪリーグの選手育䡗も、㳊颐なくトップクラスのٜٝيに挑みたい。

بーثンにその⹦り磝みを開㡎したProject DNAは、بーثンで一⵱⮉りがついた。بーثンはその䨕り鲭りとبー
ステّを啶疣して、優熓な選手やスタッフが育つبンに⺸けた新たな⹦り磝みに⺸けた嶖⤓僿間となった。このプロジؘクトは、日本斻自の育䡗ث
ワーٜドクラスのアカデِーを錃けることを泘嘅としてきた。選手を育䡗するための人免を굺䡗し、サッカー界で活躍する♧間を増やしながら、クラ
ブ⫂のُؾジْント㷺ؼبアリーرーへの⥸き䫇けをクラブ⫂で➢鶟、⠕⮯育䡗を䫟鶟する活動乃⴫を啶疣することで、エリートな世界姡嶖のア
カデِー環㗞を啶疣しようとした。世界のيストプラクティスに学びながら5つの人免굺䡗コースを鷞ㅀし、世界姡嶖のアカデِーに䑒釐な㓹嶖を
澬玮。選手のパスؘؗイ啶疣に靹春するأーّ環㗞と選手䷷育を䫟鶟しながら、㱦全㱦䑏に活動できるサッカー環㗞をجーフ؝ーディングの䫟鶟
によって啶疣しようとする⹦り磝みを鶟めた。その磵果、クラブとトップزーّ、アカデِーによる랋ꄋの一鞉性を䥵⟊するために䑒釐なクラブの
フットボーٜフィロخフィーが、多くのクラブで寀鵀した。その霄䐶としての䤗软㡦⿦会⺲燡は⺨クラブ㍾僗も⺨クラブで嚀耆し㡎めている。
بーثンからの⹦り磝みの⪮体氳な䡗果として、アカデِー出骰の選手たちが☪䏲のＪリーグの鍱合という⛼⿁のク؛リティーに靹春し㡎めるこ
とを僿䏨したい。

״とױ-

選手育䡗には多くの鼧ꝛや人免が関┙している。その꥗合体としての磝笝がどのような㓹嶖で䡗り玮っているかを㲊めたものがJAQSである。
ンはJAQSの鷞榫を⺨クラブが♳䙫で车う◄業とした。1つ佔、2つ佔㓹嶖を泘䧗すクラブのうち、41クラブがＪリーグアカデِーثーب2023
サポートُؾージٔー(ASM)のサポートを中䑏にリポートで䫟㝢されたアク٘بンプランの活動を禆続し、新たに5クラブが1つ佔、2クラブが2つ
佔の㓹嶖を嵹たした。その磵果、JAQSの瑬1サイク ٜ202123֐䇗では9クラブが1つ佔㓹嶖を嵹たし、2クラブが2つ佔を嵹たした。なֽ、3つ
佔、4つ佔㓹嶖を泘䧗すクラブのうち、䄹僶した12クラブにフィードفックِーティングを㲔产し、フィードفックリポートの氦车などにより、☪䏲
の活動の亠⺸性を澬鏀しながらサポートを禆続した。

10 JAQSとは、J.LEAGUE Academy Quality Standardの樋燡。JAQSは2022䇗䈱まで、それבれ4つの壿 ꣪1つ佔4֐つ佔が錃㲊され、自クラブのプロサッカー選手を育てられる
☼磝みを䧏つ1つ佔から、選手を育てることにֽいて世界をリードできる׮どの☼磝みを䧏つ4つ佔まで、⺨アカデِーはそれבれのクラブの縒えや銶槆に合わせ、どの佔を泘䧗すかを選んでＪリーグ
に氧ꎰする⯆䈱であった。2023䇗䈱からは♳䙫の◄業へ㚺催となり、ＪリーグのアカデِーサポートُؾージٔーASMを中䑏に、⺨アカデِーのJAQSを榫いた⹦り磝みをサポートしている。

-Ｊリーグアِظ؜ークオリطィースذンرーغJAQS10の鷞榫

Jリーグでは、U-14䇗代の選手⺸けに「Jリーグ撶よのなか熭」を⺨Ｊクラブに䬠❠し、2010䇗♓全50♓┕のクラブで硜10,000人の選手に㲔产
してきた。鲣䇗は、硜50クラブが⹆ⱶしている。この䪧業では、Ｊリーグや⺨Ｊクラブの磬ㅀ・鷞ㅀについて学び、⺨クラブで⥸くスタッフやトップزー
ّ選手の䏔Ⱏを杼鉮する。そして、自骰のプロサッカー選手に⺸けたパスؘؗイの啶疣に⺸け、؛ーナーبップの㣓ⳙや䗯㕔稴꥗力を굺い、雛かな
绷業鈝を䧏つことを泘氳としている。䪧業にはأストや⟊閾縖、スタッフも⹆ⱶし、グٜープディスカッ٘بンや議鑜を鵟じて㵧全のキٔリアイْージ
プランを⛼䡗している。また、U-16䇗代の選手⺸けには「プ ・ٝプロフؘッ٘بナٜ溿⟣プ ・ٝプロ溿⟣」が2019䇗に㡎まり、選手がクラブのフッ
トボーٜフィロخフィーを杼鉮し、㲔꤀の活動に⹚何させることのꄆ釐性を鏀閁して現敯と泘嘅のٔ؟ップを㒪め、プロサッカー選手を泘䧗す釶䖩
を㍾めることを泘氳としている。䫟㝢䇗代であるU-16の選手は自分の縒えを銧鏤⴫し、夵㍑の䨕り鲭りで泘嘅や⮼鷼憠を鋗ꎰすることで、伺澬な
プランを玮勅し、高い泘嘅を鷼䡗するための鶟䩖澬鏀の耆力を暠䐂している。بーثンもフؒبリテーターに⺸けた溿⟣会が㲔产され、♐⽰
の日本㑔学劅䷷育について㛙鼧铺䅨を䦙いて学綗。大㲯アٜディージٔ、ٜ؝يタ♁台、☪媩、アٜٝلックス新弓、嘦宕、そして岲姡エスパ
ٜスのيストプラクティスを学び、⺨自の㲔饧に⺸けた動嚀づけを车った。12僖には䨕り鲭り溿⟣を㲔产し、嘦宕、ٓ ンテディ؛㸓䎬、☪媩、
アلスパ焰㹭のيストプラクティスを学び、⺨クラブがبーثンに⺸けた䨕り鲭りの嚀会とした。

- Project DNAの䨕׽鲭׽
Ｊٛーء撶׻のなか熭とو 溿⟣の䫟進ٞو٬ٝ
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セーフ؝ーظィング

Ｊリーグは、全ての人の儔全のために「جーフ؝ーディング」を䇶めていきたいと縒えている。スポーツは人を䇞せにするものであり、みんなが儔全
へ⺸かう☪を楽しみ、それבれの⺎耆性を大⮉に育んで׮しいと갾っている。Ｊリーグは、全ての人々が大⮉にされ、⹨け⪌れられ、鏀め合い、誰も
が㱦䑏して大好きなことに䣒ち鱮める環㗞をつくっていきたいという思いでبーثンよりجーフ؝ーディングを䫟鶟している。

ックを磬てفーディング䷷免の開氦に浓手した。トライアٜクラブによるフィード؝ーフجア䇗代㵸学生を対霄としたؼンには、ジٖثーب2023
2024䇗3僖に㱭䡗し、攐錃サイトに䫴鬼◀㲊である。䷷免では選手とその⟊閾縖にجーフ؝ーディング杼鉮の「フؒーストステップ」となる⫂㳊を
䬠❠し、サッカーの場ꪫでの気䧏ちに気♀くことによって、その場ꪫでの体꽦氳杼鉮を鵟じた⡐杼鈝のꃘ䡗・䙫閁㚺㳊を➢すことを泘氳としている。
䷷免による䡗果として㲔꤀のスポーツبーンでのجーフ؝ーディングに対する㲔饧が、⟓갔ある⠕々人との関係啶疣によって꥗㍚䙫閁を高め、皆が
楽しく㱦全に関われるスポーツコِٖؼティーの㲔現につながることを僿䏨している。

Ｊリーグは、جーフ؝ーディングの縒えを䇶く世の中に寀鵀させたいという思いから、بーثンにجーフ
ー؝ーフجーディングの攐錃サイトを開錃し、ＪリーグやＪクラブ、そして国꤀サッカー連沾FIFAやJFAの؝
ディングに対する思いや⹦り磝みを磆☭している。この攐錃サイトではجーフ؝ーディングの縒えを世の中に
寀鵀させるための動槆を釱绱することができる。

╚に⩩珡やꪂ㵼䇗を⷇㲹から㱤り、㱦䑏して活動できる環㗞づくりを➢鶟する⹦り磝み。⪮体氳には诼䏨や不鸵⮉な䣽
いから⩩珡やꪂ㵼䇗を⟊閾し⟊閾、⢸䉓や䡗Ꝏをꡢ㲹する釐㍔をあらかじめꡔ ׁ◀ꡔ、全ての⩩珡やꪂ㵼䇗を僃優
⩝とした车動が⹦れるように䑒釐な䷷育をすること䷷育を⺨クラブで➢鶟する。これらの⟊閾、◀ꡔ、䷷育の活動には、
大人も対霄として⻠まれ、より社会氳、磝笝氳な⶜力が䑒釐となる。

Ｊリーグだけではなく、サッカーの礴䦮㍚体であるFIFA、AFC、JFAでもجーフ؝ーディングが僃優⩝◄ꯁとして⛣糋♀けられている。
FIFA؝ーディアンثは2019䇗、AFCのٔزイٜドجーフ؝ーディングポリبーは2022䇗、JFAのجーフ؝ーディングポリبーは2021䇗
に㲊められ、Ｊリーグは2021䇗にＪリーグجーフ؝ーディング؝イドライン鍱车撶のため儔⪜開を㲊めている。2023䇗12僖にはAFCの
Academic Centre of Excellenceによる、AFC Certificate in Child Safeguarding 2023が開铺された。

- 2023シーثンのセーフ؝ーظィングמ꞊׾׌孨Ⳃ

- POLICY

-セーフ؝ーظィングの㲊紶

鐍؅ַ◍ֽֿ׵⹨ׄ⪌׿յ㱦䑏מ׀⺸⯥י׊⹦׽磝׀ךֿכ׆׳

׌ױ梪㗞؅錃ׄ٭؜شئ׾״䨕艵ַ؅ⳡם嘗疗氳כ䡗Ꝏס☔յךزشمان؛٤؛

עء٤ؔظ٭؝ن٭ج

⪒⿦ֿ꞊׾؂⹦׽磝׌ךײ

鐍ֿ׵人とי׊㵯ꄆ׿׈

⹨ׄ⪌׿ら׿鏀״⺬ֹ梪㗞؅つ ׂ׽

⩩珡յꪂ㵼䇗յ䍏ַ玮㕙׾ֵמ㛻人スشذフ׳⻠׵ֿ

㱦䑏י׊㱦⪒מ孨Ⳃ׀ךյ哧ַ׊磬꽦ֿ䐂ら׾׿

サ؜شー梪㗞؅䬠❠׆׾׌と

诼䏨׷┘鸵⮉な⹦׽䣽ַから⩩珡/ꪂ㵼䇗؅⟊閾׆׾׌と 䡗Ꝏ׌➢؅㱦⪒梪㗞とآア؅产ג׊梪㗞؅䬠❠׆׾׌と

⢸䉓׷䡗Ꝏ׫の⷇㲹؅ꡔぐ׆と と׆׾׌מֹ׻׾׿车Ⳃֿとג׊؅僃⨣先と◄の⩩珡とꪂ㵼䇗のי⪑

⩩珡ꪂ㵼䇗

עכء٤ؔظ٭؝ن٭ج

⩩珡やꪂ㵼䇗が㱦䑏して活動できる環㗞づくりを➢鶟し⷇㲹から㱤るための⹦り磝みのこと。┖鋗の◄凵を䙫⽏する。

䍏い玮㕙にある㛻☔

㛻☔؅㵚霄עכء٤ؔظ٭؝ن٭جג׊כ

诼䏨や見てみないרりがない、㱦䑏で㱦全な生活を鴜る嘤⮵を澬⟊する⹦り磝みのこと。
関わるスタッフや磝笝が⶜力し合い、⟊閾鞊♳の䷑厏や诼䏨の氦生をꡔׁながら䍏い玮場にある大人が骰体氳、瞿烕氳、社会氳に荁好な敯䛜で
活動できるようにする。

セーフ؝ーظィング٠ークショوشのꝧ⤹

⫂㳊

ィング䷷免ꝧ氦ظー؝セーフג׊ア䇗♏㵸㰢生؅㵚霄とؼٖة

特錃サؕト 鉮鐄Ⳃ画

F I FAյA F CյJ FA׾׻מセーフ؝ーظィングの⹦׽磝ײ

Jリーグセーフ؝ーظィング㲚銧 2024䇗3僖㱭䡗◀㲊のセーフ؝ーظィング䷷免U-12㵚霄

ーディング؝ーフجための活動であり、Ｊリーグでは2020䇗に瑬1㍑Ｊリーグ「ーディング؝ーフを㱤るج㱦全」、ーディングとは؝ーフج
ワークب ッ٘プを開⤹した。بーثンは瑬4㍑となるワークب ッ٘プを開⤹し、日本サッカー⶜会JFAからの⹆ⱶを⻠むＪクラブの
بーディング䥵䎎縖は、ワーク؝ーフجンラインで⹆ⱶした。Ｊクラブの؛ーディング䥵䎎縖ら、銶133人が؝ーフج ッ٘プで夵䇗筝り鲭され
る㓹本氳な縒え亠の学綗にⱶえـ、 ラスْント◄❆への杼鉮➢鶟のための㛙鼧铺䅨によるワークب ッ٘プとそのグٜープディスカッ٘بンに
⹆ⱶし、Ｊクラブのيストプラクティス◄❆を自クラブでのجーフ؝ーディングの⪮体氳なアク٘بンにつなׅることを泘䧗している。
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60 ティング戦樋آン to Cُーثーب2023

66մローカٜ露出䍚⴫に⺸けた⹦り磝み
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䘶
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㑔
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暠
䐂
㑔
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ꝧ䆠

FUJIFILM SC

你⚔ײ

ꄇ杶WBC

你⚔ײ GW

Ｊٛ ーءの仼

㛉⚔ײ 㛉⚔ײ

W兵آتف ラلءーW兵

ル٥ァン婊ⳏ 磙泅䡵

2僖 3僖 4僖 5僖 6僖 7僖 8僖 9僖 10僖 11僖

30⼽䇗ؘةٞوクト

ル䇶⼔鵟䇗٬꣭侇ذةظ➢ト鞄شآز

㎁玮ُزش产瓀

꞊䑏䘶颯㑔の产瓀ذةظ٬ルْظィア孨榫꞊典╈䑏

꨽⭳䏲の产瓀㲔车䶹䭤꞊典♓㛙のٞー؜ルエリア

┕ה꨽⭳䍚⴫٬䑴䭤樑磝玮لٝط ׅ꞊典♓㛙のٞー؜ルエリア玮ה┕ׅ嶖⤓

企画٬錃銶

ꝧ䆠֐你⚔ײ僿CP
䦙䏨+TVCMةظタル䇶⼔

㛉⚔ײ僿CP
䦙䏨+TVCMةظタル䇶⼔

Ｊリーグ٠ールغ
AFSةャٝンز

GW僿٬Ｊリーグの日CP
䦙䏨+TVCMةظタル䇶⼔

5/12ꄋ
FC典◹ vs. 䃷㽂F

5/14仼
뛈㼖 vs. ⺲⹿㷑

7/9仼
槄榹 vs. 典◹V

7/15㎻
J2岲姡 vs. ⶉ蜗

8/5㎻
⺲⹿㷑 vs. 新弓

9/24仼
崻⶟ vs. 䃷㽂F

10/21㎻
烕䢔 vs. 뛈㼖

8/26㎻
FC典◹ vs. 烕䢔

⭔❆ ⪒㎁⪦通产瓀 ╚にٞー؜ルؠラه产瓀 ╚に꞊典ؠラه产瓀

ԙͣɤʊͣ֯ڑȿζڑM-ḞͅɆɤ

냕꞊䑏 ⛥꞊䑏

鈝䡵ؤ٬ア釤鱮㷺

鈝䡵٬ラؕト㷺
˥2022䇗ױた2023ע䇗に鈝䡵3㍑♓┖

˥鈝䡵磬꽦あり、202223֐䇗に鈝䡵なし

Jٛーءを湳זているが鈝䡵磬꽦なし

Jٛーءを湳らない

˥2022䇗ױた2023ע䇗に鈝䡵4㍑♓┕

鈝䡵٬ꦕ⹚㷺

鈝䡵٬鏀湳儔⮵榫㷺

鈝䡵٬儔鏀湳㷺

9segs®鐧削٬スةذアム鈝䡵のセグْント㲊紶

鈝䡵 9segs®
1 2
3 4

5 6

7 8

9

⛥꞊䑏
ない、鈝䡵したくない、⪒く鈝䡵したくない׵ךֹא

냕꞊䑏
䑒׍鈝䡵したい、鈝䡵したい

1䇗♓⫂מスةذアムךJリーグ؅鈝䡵׌ךַג׊か
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シーثンڑ̇ʹڑCُーطآィング䡵樋

- Ｊリーグのʹ̇ڑCُーطآィング䡵樋とע

スタジアّ鈝戦を颯憠として、全60クラブのフؒンやサポーターを増やしていくُーآティング活動の稀燡である。⪮体氳には、Ｊリーグと⺨クラ
ブが連携し、ＪリーグIDを鬨として「鏀湳̜関䑏̜全場̜リمート̜㲊浓」という一連の걘㲘体꽦を⺸┕させる⹦り磝みを㲔产している。

بーثンは、Ｊリーグを湳っていても鈝戦磬꽦のない鏀湳儔⮵榫㷺とコロナ焫♓꡸に鈝戦していないꦕ⹚㷺を「ꄆ憠جグْント」として錃
㲊した。2022䇗はもともとＪリーグに関䑏が高い亠に対して全場を➢し、ＪリーグIDの氧ꎰや全場縖暠䐂、リمートまでつなׅることにフؚーカ
スしていたが、2023䇗はさらに鏀湳から関䑏につなׅるため、ローカٜの露出䍚⴫や30⼽䇗プロジؘクトなどの関䑏䘶颯㑔の产瓀を䍚⴫し
た。また、新釨全場縖を増やすための暠䐂㑔の产瓀も䌕き続き㲔产することで、2019䇗を飃える鷨⸻僃高の⪌場縖丗を泘䧗した。

- ⺨鐧削磵冽

© T.LEAGUE/AFLO SPORT

بーثンの⪜䌋鍱合の䇗間稀⪌場縖丗は、イٝブンِリ؛ン1,100┒人を鷼䡗し鷨⸻僃高を鋗ꎰした2019䇗に鳠る塷代2⛣の
10,965,170人で、⯥䇗奂136.3、2019䇗奂99.3となった。

ُーؔطآンءKPI

Ｊリーグはフؒン㷺の䦡大に⺸けた걘㲘戦樋を瓀㲊するにあたり、ُ ーآット全体の䤧䭂や产瓀の効果峮㲊をより瞿穠に㲔产するため、걘㲘颯憠
ُーآティングのフٝーّワークである9segs®鐧削を2021䇗䈱から㲔产している。
鐧削は5㷺の「걘㲘مラِッド」に関䑏䈱の釐碛を鴑ⱶしたُッمングであり、スタジアّ鈝戦にֽいては、1䇗♓⫂のスタジアّ鈝戦䙫培、⯥بーث
ンからの鈝戦㍑丗、鈝戦磬꽦、Ｊリーグの鏀湳を㓹に、9つの㷺に分걉を车っている。鐧削は全国の槀㝵2069֐塶を対霄にインターؾットを鵟じて
㲔产した。

9segs®鐧削磵冽تタؓةム鈝䡵㷺、냕꞊䑏㷺
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スタジアّ鈝戦㷺への鬇䬵は稷やかに鶟んでいる暠䐂㑔の产瓀は㜰Ⱶしている。一亠で、Ｊリーグへの関䑏䈱高関䑏㷺のⰟ合は泡鲣1䇗で
16.9̜16.7ポイントと嘦ばいとなっている。関䑏䈱は2021䇗までは夵䇗┖꡸⥝⺸にある中で、プロٓー٘بンや露出を䍚⴫した2022䇗に┕伭
し、そこからは禴䧏できている敯䛜といえる。ただ、䇗代⮯に見ると20代の関䑏が┖がり、☽の䇗代はׯ׮㚺⴫なし、あるいは䐬増となってֽり、萴
䇗㷺の関䑏⺸┕が鐐갭となっている。
ꄆ憠جグْント鏀湳儔⮵榫・ꦕ⹚の高関䑏㷺のボリٖーّは泡鲣1䇗で1ポイント63.7┒人釨嘗峎㵼してֽり、関䑏䈱が䌕き┕ׅられないと
凔岶の䠫䒝がある。ターأット㷺のボリٖーّは2023䇗11僖侇憠で、䄫場釨嘗䬵畀すると硜676┒人。

MAU僖間アクティブٗーザーＪリーグIDの中でアクティブなٗーザー丗についても、2023䇗7僖に鷨⸻僃多となる93.4┒MAUを鋗ꎰし、
بーثン鵟䇗では⯥䇗奂131となった。IDを増やすだけでなく、しっかりとアクティブなIDを増やしていくこともꄆ釐であると縒える。

MAU僖ꝴؓٗهؔطؠーاー

- 㛻釨嘗ٓٞوーション产瓀錃銶

大釨嘗プロٓー٘بン产瓀の扛乢䦙䏨キٔンًーンの䑴ⳓ侇には、ＪリーグIDJID氧ꎰが䑒ꯄとなっている。そのため、本产瓀により⺨クラブ
が䦙䏨䑴ⳓٗーザーを見鱮み걘㲘としてリード⴫することが⺎耆で、걘㲘リストの蠷犉につなׅることができる啶鵰となっている。さらに、リーグ
╚㵵でのテٝل䷑何やْディア露出を✡せて㲔产することで、「クラブがⶡ体でٌーّタؗン䦙䏨产瓀などを㲔产するよりも大きな効果を䐂
られている」と⺨クラブから支䧏されている产瓀である。 2023䇗は銶3㍑の大釨嘗プロٓー٘بン产瓀テٝلCM大釨嘗䦙䏨デジタٜ䇶
⼔、銶8㍑の国玮琂䤗場产瓀1┒人䦙䏨を㲔产。䋝べ䑴ⳓ縖丗硜183┒、新釨JID暠䐂丗硜24┒、ꦕ⹚䐝活JID丗は硜43┒、全場靹春硜
30┒人。آزット鞄➢デジタٜ䇶⼔の㲔竮も⻠めると、䇗間で新釨全場靹春効果として硜50┒人爊䈱、ꦕ⹚や仴㰆を⻠む稀全場靹春では硜
104┒人爊䈱を┕犉みできているといえる。

- Ｊリーグの걘㲘啶鵰

Ｊリーグの걘㲘の啶鵰は、بーثンبートٌٜرーをꮼ憠とする⺨クラブフؒンのمラِッド、JIDのمラِッド、そして䄫場釨嘗を表わす9segs
のمラِッドというつに分けて縒えることができる。
この3つのمラِッドを榫いて걘㲘分冪をしながら、2023䇗の大釨嘗プロٓー٘بン产瓀では、╚に新釨ٗーザー暠䐂ֽよび䇗12֐㍑全場の
ライト㷺に⺸けた产瓀として♿槆した。
中㜆مラِッドの「F1」「F0」の㷺が「F2」に鬇䬵するよう、「ＪID氧ꎰはあるものの、全場いただけていない亠の1㍑泘の全場のきっかけにした
い」、「1㍑のみの全場にとどまっている亠の2㍑泘、3㍑泘の全場➢鶟」、「新㑔コロナؗイٜス焫を磬て、ꦕ⹚をしてしまった亠のカّفックの➢
鶟」などの斤いをもって、䇗間で開䆠・你⚔み僿、إーٜデンؗイーク僿、そして㛉⚔み僿の銶3㍑、大釨嘗プロٓー٘بン产瓀を㲔产した。

62 63



23⵱⫂の玮㏐兢♭
냕いؓتجؠ⮵➘䓪

꺙齉㎢の
☔⹾٬ُ ーآット釨嘗

⭳た庋ז⭍
霔虒تأト

VIPルームなלの
ؔطٛبムファؓةタت

꥗㲘靹春
ファンيーت

䦡㛻

꺙齉㎢
ライトファン
罫成

꞊䑏䘶颯
ؓؔظْ
꨽⭳

BtoB
تؾةل
靹春

仼爊リーグ䡵

Ｊ伭劲PO

䡵وش؜

PSM

Ｊ⺒┕僃㛡

☪僿僃㛡

YLC塷♏僃㛡

㎁玮サ؜شー僃㛡

5僖12仼ꄋ

5僖14仼仼

7僖9仼仼

7僖16仼仼

8僖5仼㎻

8僖26仼㎻

9僖24仼仼

10僖21仼㎻

12僖2仼㎻

2僖11仼㎻

11僖4仼㎻

7僖23仼仼

7僖26仼姡

FC典◹

뛈㼖

槄榹

岲姡

⺲⹿㷑

FC典◹

崻⶟

烕䢔

典◹V

嘦宕FM

焰㹭

嘦宕FM

イؙルンف

䃷㽂F

⺲⹿㷑

典◹V

ⶉ蜗

新弓

烕䢔

䃷㽂F

뛈㼖

岲姡

榻䈡

宣⽰

MCI

MCI

⩞ーン庋⭳、菊愁٬ٞغ

RADWIMPSライ30、ه⼽䇗鋗䒝イيント

菊愁٬慈に׻る庋⭳

ٗ、全㕙زッلؤトイت、فンئンآصُ 鿥䄭ؼ

菊愁٬ムーلンءライト、yama、㔃眦ꥒ习

崻⶟╣겧、هルーٞッؤؠラボ

ル٥ァン؜ッو婊ⳏ

JO1、鹟䣆に׻るِートٛءート

鹟䣆に׻るِートٛءート

꧅妳ءルー٥、岲姡綛㜀
鿥䄭صٔب、ー٘بؠントーؘُؓز

Ｊ  
JO1、ラهライؤهラボ

⭳フؚーム4┒☔鿥䄭、攐⮯Ⳃ槆庋ؼٗ
ラボؤؠルーٞッه

俔

偟

俔

俔

俔

俔

俔

俔

俔

俔

俔

俔

俔

56,705☔

56,020☔

38,402☔

47,628☔

57,058☔

48,634☔

54,243☔

53,444☔

53,264☔

50,923☔

61,683☔

61,618☔

65,049☔

2-ԏ

2-Ԏ

2-2

2-2

ԏ-Ԏ

2-2

Ԏ-2

Ԓ-ԏ

ԏ-ԏ

2-ԏ

2-ԏ

Ԓ-Ԕ

ԏ-2

HOME AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 鍱⺬磵冽 庋⭳׮かմ

仼爊 HOME AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 鍱⺬磵冽 庋⭳׮かմ

仼爊 HOME AWAY 㛾⠮ ⪌㕙縖丗 鍱⺬磵冽 庋⭳׮かմ

国玮琂䤗場での鍱合開⤹の斤いには大きく分けて2つの釱憠がある。
ま׍クラブ釱憠では、俊壿ٌーّスタジアّに餉を鷞שことがꦘしい㏇◹フؒン・サポーターに対しての鈝戦嚀会の䬠❠や、꺙齉㎢にֽけるフؒ
ンيース䦡大の㜵嚀となり䐂る。また、クラブスポンサーへのアクティيー٘بンやلジؾス嚀会䦡大にも靹春できる。
そして、Ｊリーグ釱憠ではアクجスや⮵➘性の高い23⵱⫂のスタジアّでの開⤹は、リーグ全体の꥗㲘につながるという憠が䧸ׅられる。菊愁
やドローンなどの庋出や霔虒أストの出庋などでْディア露出の䦡大にも靹春できる。䇗に12֐㍑全場するライト㷺フؒン育䡗の舞台逷糋とし
て嚀耆しているといえる。

国玮琂䤗場での鍱合は、5僖12、14日のＪリーグ30⼽䇗鋗䒝スًُٜٔبッزに㡎まり、銶13鍱合を開⤹。7僖の岲姡エスパٜスvsジؘフٗナ
イテッドⶉ蜗ではＪ⺒┕僃多の⪌場縖丗を鋗ꎰし、8僖の⺲⹿㷑グランパスvsアٜٝلックス新弓ではبーثンのＪ僃多を鋗ꎰ。ま
た、プٝبーثンُッزとして開⤹した伺媩㱦榹Ｊリーグワーٜドٝٔزンジ powered by docomoֽよびAudi Football Summit 
powered by docomoは、2鍱合とも⪌場縖丗6┒飃えを鷼䡗した。全13鍱合の䇖㏯⪌場縖丗は硜5.4┒人だった。
国玮琂䤗場での鍱合開⤹は、꺙齉㎢のライト㷺開䦌の˘٘بーآース˙と縒えてֽり、⺱琂䤗場で一䈱、鍱合を鈝戦した亠がＪリーグを好きにな
り、そして開⤹クラブのٌーّスタジアّに餉を鷞ש一Ⲃとなるよう、さまざまな☼䫇けを车ってきた。بーثンも٘بーآースの䏔Ⱏを㰆
分に生かし、さらなるフؒンの暠䐂につなׅたい。
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-  㛉⚔ײ僿㛻釨嘗ٓٞوーション㲔竮

㛉⚔み僿の大釨嘗プロٓー٘بン产瓀では、䑴ⳓ♭丗が60┒を飃えて、鷨⸻僃大釨嘗の⹚䑴が䐂られた。
新釨のみなら׍、仴㰆㷺、ꦕ⹚㷺を⻠めた活性⴫に大きく靹春できたといえる。さらに、その䏲の全場分冪により、こうした大釨嘗プロٓー٘بン
产瓀磬由での新釨全場縖のうち、硜3Ⱏの亠が⫋全場されるということも分かった。

㷣ꝧثラؕ؜のٞーلٝط -

- ㎁玮琂䤗㕙ךの鍱⺬ꝧ⤹の斤ַと⪌㕙縖丗㲔竮

大釨嘗プロٓー٘بン产瓀に合わせて㲔产しているテٝلCMでは、⺨エリアの攐性に合わせた㷣開を䙫閁している。㛉⚔み僿に䷑何したテٝ
して銶31パターンを⯆⛼した。その磵果、「CMを見て鈝戦にثCMでは、地元のクラブや選手を颯榫するなど、エリアごとに何⥼をカスタُイل
车きたくなった」「㲔꤀に车った」という鈝戦の䙫⺸䈱、䛜䈱㚺㳊を表す䧗嘅は、鷨⸻僃高の62、CMの䫘触曍も67に⹕んだ。
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2022䇗 2023䇗

꨽⭳侇ꝴ

11.4⠘

2022䇗 2023䇗

䇶⼔価値䬵畀ꄋ갮

8.4⠘

ٛーء⪒⛮ Ｊ Ｊ Ｊ

2022䇗  vs.  2023䇗  2-9僖碵銶

1.41⠘

1.39⠘
1.27⠘ 1.63⠘

147

207

41

57
63

43

80 70

ⶡ⛣鍱⺬

بーثンの٥ؒンフؚーٝ榻䈡は、Ｊクラブとして⺒┕2㍑泘のٔزン؛مンثリーグを戦うこととなった。ٌ ーّスタジアّ
のＪＩＴリサイクٜインク スタジアّの使榫ができ׍、国玮琂䤗場で鍱合を開⤹することになったため、㸓卢洈⫂での露出だけでなく、榻䈡の鏀
湳䈱䦡大、関䑏䈱⺸┕・꥗㲘につなׅるべく、クラブと連携して꺙齉㎢での露出䍚⴫を㍲った。クラブが、キٔッزコمー「#榻䈡にزカラを」を榫
いた䇶⼔を꺙齉㎢へ出牭し、キٔッزコمーや䇶⼔をフックとして꺙齉㎢の⺨ْディアに露出することで鏀湳䦡大を泘䧗した。また、さらなる꺙
齉㎢での露出䍚⴫を泘氳に、グٜープステージのٌーّأーّ全鍱合で選手・泃涍出䅪の◄⯥؛ンライン会見を㲔产し、㏇◹ْディアにも䅻に
䗯㕔を㷣開した。NHKでは、NHK榻䈡と⶜力してクラブスタッフに扥憠を䎎てたドキْٖンタリー樑磝を⯆⛼し、NHK稀合でも全国䷑鴜された
だけでなく、NHK稀合「サンデースポーツ」と「ֽはよう日本」でも、榻䈡のでの奮闘が攐꥗された。また、妨䷑䷑鴜㷀ではTBS「KICK 
OFF! Ｊ」やテٝل典◹「サタデーナイトＪ」に選手が出庋し、国玮琂䤗場開⤹をPRした。
ٌーّタؗンからꦕれた典◹での䇖日開⤹のため、国玮琂䤗場開⤹が婊まってからクラブ⫂では꥗㲘ꪫをꪜ䅻に䠫䒝していたが、クラブスタッ
フのⲃ力にⱶえて、꺙齉㎢での多亠⺸にわたる露出により「#榻䈡にزカラを」のّーブْントを颯こし、☽クラブのサポーターも䄢き鱮んだ多く
のＪリーグフؒンに「䑴䭤しよう」という嚀鷞をꃘ䡗することができた。また、会場のフؒン・サポーターへの選手による˙感链の銧蜗˙が⺨ْディア
から氦⟓されたことも、多くのＪリーグフؒンへ「#榻䈡にزカラを」のّーブْントを颯こすことにつながった。磵果として⪌場縖丗は、䇖日㛤に
もかかわら3׍鍱合を鵟して⺓罕┕がりに⛈び、
出場クラブで僃も多い1鍱合䇖㏯13,311人の⪌場縖
丗を鋗ꎰした。クラブの攐䐶やカラーを氦⟓し続けるこ
とで、での沸り┕がりをبーثンにつなׅ
ていけるよう、䌕き続きクラブと䍚㍾に連携していく。

٥ァンフؚーٝ榻䈡

国玮琂䤗場に駆けつけてくれた
☽クラブのフؒン・サポーター
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ٞー؜ル꨽⭳䍚⴫גׄ⺸מ⹦׽磝ײ

- ٞー؜ル꨽⭳䦡㛻׫の┉塥մサ؜شー䑴䭤樑磝の玮ה┕ׅ

日本サッカー⶜会ＪとＪリーグは、⺨地域のサッカー⶜会やその地域のＪクラブ、⺨ローカٜ䷑鴜㷀と連携し、2023䇗4僖より30地域45
齉道䈡洈)でサッカー樑磝「KICK OFF!」の䷑鴜を開㡎した焰㼖、㳪㸓、愛㨽、挪本、뛈⩩㼖の5洈は2022䇗10僖に⩝车開㡎。
⺨地域でのサッカー樑磝開㡎は「60クラブが、それבれの地域で魞く」というＪリーグの䡗Ꝏ戦樋㲔現に⺸けた瑬一塥である。サッカー樑磝開㡎
をきっかけに、サッカーの俊⹕、⺨地域にֽけるサッカーならびにクラブの関䑏⺸┕とスタジアّへの全場➢鶟、そして⺨地域でクラブがより魞く
㰆㏇にしていきたい、という思いを鱮めている。
「KICK OFF!」では、鍱合磵果㕔道や選手の䙫㛙な一ꪫが㑶間見えるコーナー、ٌ ーّأーّの遊⣐などのＪクラブ䗯㕔だけにとどまら׍、㵼
䇗㵼㝵䇗代や高劅サッカー、ؼبアなど、⺨地域のサッカーに関する話갭をエリアごとに攐䐶を䧏たせて䷑鴜中だ。
「KICK OFF!」䷑鴜開㡎によって、ٖؼース・䗯㕔樑磝などでのサッカー関連䗯㕔の露出ꄈがبーثンと奂べ11.9⠘に増ⱶしている。
ース・䗯㕔樑磝などで㕔じられることは、䆋䇶い䇗代にサッカーに触れていただくことができる鞕ꄆな嚀会と䨿えている。⺱様に鍱合中禆丗ٖؼ
もبーثンと奂べて硜1.4⠘となっている。☽にも、2023䇗10僖から、TBSの「KICK OFF! Ｊ」を樑磝⴫、テٝل典◹で「サタデーナイト
Ｊ」の䷑鴜を開㡎した。
بーثンも、一人でも多くの亠にサッカー、そしてＪクラブに関䑏を䧏っていただき、スタジアّに餉を鷞שきっかけとなるよう、全国⺨地
でのサッカー䗯㕔露出䦡大を䫟鶟していく。

-Ｊリーグמ꥗ֹ⠕䓪雛かなクラブמＪリーグスشذフֿ㳝׽岣ַ׿ב׿אの㏐㓊ך魞ׂ

Ｊリーグはローカٜエリアでの露出を増やすことで、サッカーならびにＪクラブの関䑏䈱を高め、それによってサッカーの俊⹕➢鶟につなׅること
で、JリーグֽよびＪクラブの価値⺸┕を泘䧗している。そのためには、地域のْディアとの連携は不⺎埝であり、Jリーグもクラブと⪦に露出䦡大
にⲃめている。2023䇗你より、妨䷑䷑鴜㷀の新たな動きとして、焰㼖テٝلではいわきと焰㼖ٗナイテッドの䑴䭤樑磝「SATURDAY 
FOOTBALL FUKUSHIMA」が、焰㼖䷑鴜では䑴䭤コーナー「أキ䫟しいわき」が玮ち┕がるなど、地域の皆様に洈⫂クラブの僃新䗯
㕔を㷐けている。また、NHK焰㼖䷑鴜㷀では、☪بーثンからスポーツ䗯㕔の䍚⴫として、いわきと焰㼖ٗナイテッドの選手インタٖلー
動槆を、多くの亠が釱绱する㛗亠のٖؼース樑磝で夵鶚䷑鴜いただいている。洈⫂で活躍する選手一人一人の⠕性を㑶間見ることができ、釱绱
縖にも人気のコーナーとなっている。このように、NHK焰㼖䷑鴜㷀から鍱合磵果㕔道♓㛙にも、日ごろからクラブの뇂力が氦⟓されているが、
、┖ンはさらにքNHK�いわき�Ｊリーグօが⶜力し合うことで、「もっとęの地域靹春ができないだろうか」というֽ互いの思いのثーب☪
ْディア�サッカーで㲔現できる新たな⹦り磝みを嘗碟。「地域でのフؒン䦡大」もその一つとして䨿え、㛉には「いわきの鳠力あるبーンを、
VRを使った360n何⥼で体感」という♿槆を㲔产した。NHKはVRを使って「橎⛍体꽦」できる
さまざまなコンテンツを⯆⛼してֽり、その䤗软をいわきと䫇け合わせて、鍱合⯥にロッカー
ٜーّで⫃ꢛを磝む選手たちや、إーٜを婊めた選手の堼ㄎの㣓など、新䤗软を使った鳠力何
⥼を㲔꤀に体感いただけるようにすることで、俊壿サッカーに触れていない人たちにいわき
を湳ってもらうきっかけづくりになればというものだ。この何⥼は㛗亠の㕔道樑磝⫂で磆☭され
た䏲に、8僖のNHK焰㼖㷀╚⤹イيントやいわき┍㛗まつりで、さらには10僖8日のいわき
ٌーّأーّで体꽦ブースを出㷣し、街中やスタジアّでのイيントを鵟じて多くの亠に楽しん
でいただいた。䌕き続き、NHK焰㼖䷑鴜㷀とはْディア�サッカーで㲔現できる、新たな地域連
携のスキーّを䫒り続けている。

いわ׀

Ｊٛ֐ ーتءタッフが⺨Ｊؠラهと⶜ⱱし㏐㓊ךの꨽⭳䦡㛻に㝭꟩ն
㛡くの㏐㓊ךさױ׉ױな⹦り磝ײが车わ׿ている┉鼧の◄❆を磆☭֐

ⳏ⮵の䏲に馈るいわきֽどり「どんわっせ」

©IWAKI FC
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70մＪリーグ関連◄業
֐ＪリーグFUROSHIKI・JLOC֐

72մＪリーグの靸ⳉ㕔⼔

74մＪリーグのُؾジْント

76մＪクラブの⹜支⥝⺸

78մＪリーグタイトٜパートナー
伺媩㱦榹生⽜⟊ꣅ相互会社攐⮯㳝牭

80մＪリーグの宾㛙◄業

84մＪリーグ・Ｊクラブ2023䇗宾㛙での╚な活動一鈋

88մスタジアّの㵧全

68 69



ダーティー
［英語］

海外
RH

ダーティー
［日本語］クリーン ダーティー

［英語］

Cloud

ダーティー
［日本語］

スカウティング
映像

包む集める 届ける

Stadium & Arena

映像AIクリップ
NFT

パブリックビューイング
AR・VR事業

VAR
試合分析

選手育成・発掘

ニュース映像

テレビ局各社

中継映像

競技関連

静止画

各種映像

高臨場音声

N台 OTT配信 RH(海外)RH(国内)

デジタルアセット
マネジメント機能

プロダクション機能

個
々
の
カ
メ
ラ
全
て
の

映
像
を
フ
ィ
ー
ド

その他BtoC

競技データ

Ｊリーグ
オペレーションセンター

Jリーグ
オペレーションセンター

J1  J2  スタジアム J3  スタジアム 

CG制御信号

Ｃ
Ｇ
制
御
信
号

ダーティー

伝送車

全映像信号監視・
製作指示等日本語映像生成・英語映像生成

伝送車
CG

オペレーター

ク
リ
ー
ン

ダ
ー
テ
ィ
ー

ダ
ー
テ
ィ
ー

ク
リ
ー
ン

クリーン

ダーティー

クリーン

CG
オペレーター

M
A

N
A

G
EM

EN
T

M
A

N
A

G
EM

EN
T

Ｊリーグ関連事業
～ＪリーグFUROSHIKI・JLOC～

- JリーグFUROSHIKI / Jリーグ公式映像制作

"JリーグFUROSHIKI" コンセプト

ＪリーグFUROSHIKIとは、Ｊリーグが著作権を有する公式映像をはじめとした映像コンテンツや静止画、スタッツデータなど、全てのデジタル
アセットを集約し、一元的に制作・編集・供給・配信などをマネジメントするデジタルアセットのハブ機能である。
構築開始は2016年。2017年に英国のパフォームグループ (現・DAZN) と放映権契約を結んだのを機に、Ｊリーグは自らが中継映像を制作し、
著作権を有することで、全試合統一フォーマットでの制作やデジタルアーカイブ化など、リーグ主導で映像活用の利便性向上やブランディングを
図っていった。
ＪリーグFUROSHIKIの活用により、デジタルアセットのマネタイズはもちろん、ファン・サポーターの満足度向上や国内外での新規ファン獲得に
向けたコンテンツ制作、デジタルアセットの活用によるサッカー戦術・競技性向上への利活用などの効果が期待されている。さらに、蓄積された
映像関連のノウハウを他スポーツにも展開し、国内のスポーツビジネスエンターテインメントの発展にも寄与している。

Jリーグ60クラブの各スタジアムで制作されたJリーグ公式映像は、Jリーグが各スタジアムに手配した回線
を通じて、東京にある回線センターに集められている。JLOCは、この回線センターに設けられ、全試合
の公式映像の集中監視を行っている。回線プロバイダーならびに各スタジアムに配備された中継車と
JLOCの間では、常時インターカムで会話が可能であり、これにより、試合日に生じたトラブルを把握してス
ピーディーな対策を講じるとともに、起きている事象をＪリーグ内やステークホルダーと広く共有できるよ
うな体制を取っている。 JLOCには、試合会場からCGが載っていない映像が送られてくる。CGをコント
ロールする機材はJLOC内に配備されており、各スタジアムの中継車から遠隔操作を行うことによって、
CGを載せた映像を作り出して視聴者へ届けている。ライツホルダーに対しては、求められた映像を適切
なタイミングで提供し、同時に映像のアーカイブも行うことで、事後のさまざまなニーズに応えられる管理
体制を取っている。

Jリーグの理念の下、JリーグFUROSHIKIは、他のスポーツ団体に対してデジタルアセットの管理ノウハウを提供
することで、日本のスポーツ産業の発展に寄与することも目指している。バスケットボールの「B.LEAGUE」とは、そ
の初年度より映像のアーカイブ管理で連携し、メディアへの映像提供などをサポートしてきた。また、卓球の「Tリー
グ」と女子プロサッカーの「WEリーグ」においては映像管理業務に加え、２０２１－２２シーズン、２０２２－２３シー
ズンの 2シーズンにわたり公式映像制作を行い、両リーグと共に公式映像の品質向上に努めてきた。日本相撲協
会の映像管理サポートや、プロ野球の千葉ロッテマリーンズのプロパティ管理・販売業務をサポートするなど、さま
ざまなスポーツ団体ともお互いの情報を交換しながら、デジタルアセットの利活用を推進している。

2017年のDAZNとの契約を契機として、従来の放送局による映像制作体制に代わり、Jリーグが主体となって公式映像を制作している。当初は
DAZNスタッフと共に映像制作・管理を行ってきたが、現在は全てJリーグマルチメディア事業本部のメンバーが、公式映像制作会社との契約
や、試合日の映像監視を行っている。公式映像制作においては、Jリーグが定めたコンセプトの下で、ガイドラインの作成やカメラスペック
の設定、実況・解説のキャスティングを行う。また注目試合においては、より多彩な映像を制作するために追加機材を手配するなど、全てのプロ
グラムのクオリティコントロールを行っている。

J.League Operation Center（JLOC）

制作概要  JLOCとリモートグラフィック

PGM： プログラム出力信号　　ダーティー： グラフィックスやアニメーションワイプ入りのプログラム映像　　クリーン： グラフィックスやアニメーションワイプが含まれていない映像

© T.LEAGUE/AFLO SPORT

-他スポーツへの広がり
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Ｊリーグの靸ⳉ㕔⼔

- 2023䇗の靸ⳉ㕔⼔

Ｊリーグの2023䇗䈱◀畀は、新㑔コロナؗイٜスへの対䑴を⯥䬠とした⪜䌋吾削鞝の銶┕など硜8⧠⫃の颋㰄を銶┕していた。⺱䇗䈱婊畀見鱮
としては、新㑔コロナؗイٜス感刌檮の分걉㚺催に⛂い、⪜䌋吾削鞝榫や⺨牊現場でのコロナ対䑴鞝に関する◀畀の多くが儔寕⴫となるなど、全
体氳な鞝榫が◀畀から┖䨕れすることとなり、全体としては19⧠⫃の랬㰄と大䆋に┕亠⟣塜した浓地となる見鵟しである。 2022䇗䈱との奂鬳で
は、鿥分ꄋ啶鵰の見泡しに⛂い㏯璡鿥分ꄋが峎㵼した一亠、ꄆ憠产瓀の一つであるローカٜ露出に大きく䤷鞲を车っている。また、何⥼◄業ֽよび
よ⿁⴫◄業についてはよ流㚺催に⛂い、⹜沟・鞝榫⪦に峎㵼している。

り㛻䆋な랬㰄釤通し׻㵚䑴鞝の儔寕化にؠتٛ

- 2024䇗䈱⹜䶹◀畀

Ｊリーグの2024䇗䈱⹜支◀畀は鷨䇗䈱のⰝ⛷ꄋを活榫する䎬で䡗Ꝏ戦樋を䫟鶟するべく、䤷鞲を䦡大する亠⺸で稴䡗されている。╚なトمックス
は♓┖の鵟り。

リーグ鷞ㅀ磬鞝の㘃ⱶ Ｊ1リーグの所㷯クラブが18から20となることによる鍱合鷞ㅀ磬鞝増。ＪリーグYBCٜ٥ؒンカップが全カテإリー⹆
ⱶへ㚺催されることによる钥磬鞝増。

クラブ׫の鿥⮆ꄋの㘃ⱶ 新しい杼䒝䍚⴫鿥分ꄋ⯆䈱が開㡎。琂䤗ꯂ⛣ֽよびフؒン䧗嘅ꯂ⛣に㓹づき、⯥䇗19֐⛣のクラブへ支礡。

フؒン䦡㛻产瓀鞝の㘃ⱶ 2023䇗に効果氳だった国玮琂䤗場⮵活榫产瓀ֽよびデジタٜ䇶⼔产瓀を中䑏とした䤷鞲増。

成長䤷鞲の䦡㛻と新たな杼䒝䍚化鿥⮆ꄋ⯆䈱
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Ｊリーグのُネْةント

Ｊリーグは、様々な環㗞㚺⴫を馐まえ、リーグ全体のより一㷺の䡗Ꝏ➢鶟のために、新たな䡗Ꝏ戦樋とその㲔現に⺸けた啶鵰䷉ꪵを鶟めてきた。

2022䇗11僖に新たな䡗Ꝏ戦樋として、「60クラブがそれבれの地域で魞く」「トップ㷺が、ナ٘بナ ٜグローٜفコンテンツとして魞く」という
2つの䡗Ꝏテーُを䫴ׅ、それらの䡗Ꝏ戦樋を㲔現するための啶鵰䷉ꪵとして、1鿥分ꄋ啶鵰の見泡し、2リーグ磝笝のف؝ナンス䷉ꪵの亠
ꄠを婊㲊し、2023䇗䈱はその啶鵰䷉ꪵを㲔车する1䇗となった。

鿥分ꄋ啶鵰の見泡し

「2つの䡗Ꝏテーُ」を䫟鶟していくために、䏼全の㏯璡鿥分ꄋにꄆきを糋いた鿥分啶鵰から、琂䤗䡗竮やフؒン増ⱶ璡の䡗果に䑴じた鿥分磵
果鿥分中䑏へ壿꣪氳にبフトするとともに、それらの䡗果創出を䏲䥨しするための产瓀にꄆ憠䤷鞲を车う亠ꄠとした。

リーグ磝笝のف؝ナンス啶鵰の䷉ꪵ

これまで♓┕に䡗Ꝏを➢す䙫思婊㲊بステّへの㚺ꪵと、杼◄会のٓؼタリング嚀耆の䍚⴫を⺱侇に㲔現するために、杼◄会のスリّ⴫、㓴车
䏔⿦の㵵⪌、婊逮嘤꡾の㚺催、クラブとの⶜議の場である㲔车㡦⿦会を㲊❆開⤹からアジؘンر⮯にフٝキبブٜに鷞榫䎬䛜を見泡した開⤹亠
䌋へと㚺催するなどの⺨牊产瓀を㲔车し、䙫思婊㲊の効曍⴫と議鑜の韬の⺸┕を㍲った。
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َーذルサؕト

րクラブ澬鏀の㕙ց

㚺催な׊

⺬⺱/⮆丆
㲔车㡦⿦会㴯閱

リーグ◄ⳉ㷀璡
颯勅

60クラブ

60クラブ

杼◄
泃◄٬特♳杼◄

杼◄
泃◄٬特♳杼◄

杼◄会
䷉ꪵ

㲔车㡦⿦会
䷉ꪵ

リーグ磝笝璡
䷉ꪵ

60クラブ

1

2

杼◄会䷉ꪵ 㲔车㡦⿦会䷉ꪵ
・人丗を┕꡾20⺲から13⺲へスリّ⴫2023䇗1僖1日♀で9⺲
・婊逮嘤꡾を一鼧磬ㅀ会議へ㡦閵
・リーグの䡗Ꝏに関わるꄆ憠テーُを中䑏に議鑜

・㲊❆開⤹からアジؘンر⮯開⤹へ燯车
・䙫思婊㲊ポータٜサイトを㵵⪌
・リーグ⫂にクラブとの連携➢鶟を䥵う「カテإリーرイٝクターを新錃」2⺲

㓴车䏔⿦⯆؅㵵⪌ 㚺Ⳃ㕔ꀥ⯆の㵵⪌
磬ㅀꯛ域ごとに伺澬な泘嘅鷼䡗を䥵う玮場として㓴车䏔⿦を新錃 クラブとリーグの䡗Ꝏ䧗嘅や䷉ꪵなどと連動させた㕔ꀥ体硌へ燯车

磬ㅀ会閱の二錃 磝笝⫋稴
嘤꡾㡦閵と鞊♳の所㏇を伺澬⴫し、㓴车敯媲をٓؼタリング 5つの本鼧と、3つの鼧所から䡗る磝笝に⫋稴。⺨ꯛ域を㓴车䏔⿦が所畘

杼◄会婊閱
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54クラブ
2017

54クラブ
2018

55クラブ
2019

56クラブ
2020

57クラブ
2021

58クラブ
2022

60クラブ
2023˥

1,095
1,2401,3251,257

1,106
1,237 1,303 1,3751,416 1,4171,481

1,346
1,231

1,090

㚞┕냕ㅀ哅⹜沟 㚞┕⸉❫ㅀ哅鞝榫 ⶡ⛣⧠⫃
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174

661

123

216

738
590 624

84 117

91 101

216193

10499

640595

193

86

515

2022 20232017 2018 2019 2020 2021

ⶡ⛣⧠⫃

˥グラフI・IIのبーثンの丗値は、Ｊ・Ｊ・Ｊクラブの㲔竮◀峮をيースにＪリーグが斻自に鍱畀した丗値。したがって、その䏲の敯媲㚺⴫に䑴じて丗値は⟣塜される⺎耆性がある。

スَンサー⹜⪌ ⪌㕙乢⹜⪌ 擻鞄⹜⪌

˥

9僖

FIBに׻る
㴯削

FIBに׻る
㴯削

FIBに׻る
㴯削

杼◄⚡に׻る
㴯削

杼◄⚡に׻る
㴯削

杼◄⚡に׻る
㴯削

杼◄⚡に׻る
㴯削

杼◄⚡に׻る
㴯削 ⪌⚡㴯削⪌⚡㴯削

10僖 11僖 9僖 10僖 11僖

Ｊ1クラブラؕセンス

Ｊ2クラブラؕセンス

Ｊ3クラブラؕセンス

Ｊ3クラブラؕセンス

仴㰆クラブ

二釨クラブ

＜現行＞ ＜変更後＞

ライجンت

Ｊ

丗هラؠ

49

㵚霄ؠラه

儘䆔・㹿手・♁台・熤榹・㸓䎬・いわき・뛈㼖・姡䢔・剗儒・紮껊・宣⽰・大㲯・ⶉ蜗・分・典◹・典◹・槄榹・
䃷㽂・嘦宕・嘦宕・崻⶟・榻䈡・冋本・新弓・㳪㸓・ꄋ媇・岲姡・濗榹・諰冾・⺲⹿㷑・㹎꠹・◹齉・大ꡉ・
大ꡉ・烕䢔・㹭㸓・䇶㼖・㸓⹾・闝㹎・䐵㼖・愛㨽・焰㹭・⴮▆䃸・둊割・Ꝏ㽂・挪本・大分・뛈⩩㼖・极杶

Ｊ 10 ⪙䢔、焰㼖、嘦宕、相嘗⸉、媫孅、Ꝏꄇ、㜧荁、둊⹦、☪媩、㲯㽂

Ｊ 15 大ꡉラインْーٜꪂ叜、クリアخン新㳓、٥ィアティン└ꄆ、ٝ イラック币鞦、٥ؘٜスパ大分

ライجンت
ンثーب2024֐ ֐ンثーب2025

⮭㲊嚀꞊

Ｊクラブライجンス クラブライجンス◫♀瑬一㴯嚀関Ｉ

Ｊクラブライجンス Ｊリーグ杼◄会

Ｊクラブライجンス Ｊリーグ杼◄会

クラブライجンス◫♀瑬一㴯嚀関Ｉ

クラブラؕセンス◫♀瑬┉㴯嚀 ꞊

Ｊリーグ杼◄会

⮭㲊スٖةآール
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-クラブの⹜䶹⥝⺸

2022䇗䈱のＪクラブ㚞┕高合銶は1,375⧠⫃58クラブとなり、2021䇗䈱の1,240⧠⫃57クラブに対し11%の䡗Ꝏ曍となった。Ｊクラ
ブ䇖㏯も48⧠⫃2021䇗䈱は42⧠⫃に㍑䐝してֽり、50⧠⫃♓┕のクラブ丗もコロナ⯥の姡嶖に䢙っている。
بーثンは、コロナ焫の⹜兠に⛂ってイيント開⤹⯆꡾も鉮ꢜされたことで、⪌場乢⹜⪌はコロナ焫⯥2019䇗䈱の81%である174
⧠⫃䡗Ꝏ曍49に㍑䐝。スポンサー⹜⪌、擻鞄⹜⪌もコロナ焫⯥を飃える姡嶖となった。
2023䇗䈱もその⥝⺸は続き、⪌場乢⹜⪌は216⧠⫃䡗Ꝏ曍24%でコロナ焫⯥の姡嶖に㍑䐝する見鵟し。スポンサー⹜⪌、擻鞄⹜⪌もꯂ鐧
に䡗Ꝏし、㚞┕高は1,417⧠⫃に⮼鷼する見鱮みである。

クラブラؕセンスとクラブの⹜䶹⥝⺸

の╚釐丗値هラؠ⪑ラフIＪ٬Ｊ٬Ｊء

ラフIء IＪ٬Ｊ٬Ｊ⪒ؠラهの╚釐丗値

クラブライجンス⯆䈱㵵⪌の泘氳は大きく分けて「サッカーの琂䤗姡嶖や产錃氳姡嶖の䧏続氳な⺸┕」「クラブの磬ㅀ㱦㲊⴫、靸ⳉ耆力・⟓갔性の⺸┕」のつ。
Ｊリーグのクラブライجンス⯆䈱では、Ｊ・Ｊ・Ｊリーグのい׍れにも⹆ⱶできる「Ｊクラブライجンス」、Ｊ・Ｊリーグに⹆ⱶできる「Ｊクラ
ブライجンス」、Ｊにのみ⹆ⱶできる「Ｊクラブライجンス」が榫䙫されている。 Ｊ・Ｊ・Ｊクラブであれば、い׍れのクラブライجンスにも榼
鑁⺎耆で、Ｊリーグ⪌会を泘䧗すクラブは、Ｊクラブライجンスを榼鑁することができる。

䈱の泘氳と哭釐⯆تンجライهラؠ

Ｊ、Ｊ、Ｊクラブライجンスの⮭㲊磵果は♓┖の鵟り。

بーثンのؠラهライجンت㵚霄ؠラه

効曍氳なライجンス⯆䈱の鷞ㅀを车うため、بーثンのクラブライجンス⮭㲊から♓┖の見泡しを车うことを婊㲊した。

⮭㲊嚀꞊ Ｊクラブライجンスについても、Ｊクラブライجンス⺱様Ｉ(クラブライجンス◫♀瑬一㴯嚀関)での⮭㲊とする。

ライجンスごとに⮭㲊タイِングが樟なっていたが、Ｊ・Ｊ・Ｊライجンスともに9僖に⮭㲊を车うことに礴一。

بーثンのؠラهライجンت⮭㲊からの⯆䈱㚺催

˥ＪմはＪ⪌会を䄹僶するクラブ

-クラブラؕセンス
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Ｊリーグؕذトルパートナーմ伺媩㱦榹生命⟊ꣅ注◍会社մ特別㳝牭

֐の僿䏨׫と☪䏲ײ伺媩㱦榹生命とＪリーグの塥֐

伺媩㱦榹生⽜は、䇗にＪのタイトٜパートナー、䇗よりＪ・Ｊ・Ｊ全てのカテإリーのタイトٜ
パートナーとしてＪリーグを䑴䭤してֽり、企いもので、بーثンでパートナー⼽䇗を鲛えます。スポーツ
には、ւ人を元気にする力փւ人を꥗める力փւ人と人、人と地域をつなׅる力փのつの˘力˙があると縒えています。
鈝る人を元気にし、一稇に䑴䭤することでつながりが生まれ、その魸が䇶がることでもっと䑴䭤する人が꥗まって
くる、そのような力がスポーツにはあります。丗あるスポーツの中で、䎎社がサッカーを選び、Ｊリーグのタイトٜパー
トナーとなったのは、ⶡなる社⺲露出のためではありません。Ｊリーグの「氬䇗啶䘶」や「ٌーّタؗン⯆」といった
杼䒝と、地域に㳝り岣うという私たちの䘶いがקったりと一舙してֽり、いわば「䑩を⺱じくする♧間」と思ってのこと
です。したがって、タイトٜパートナー㜵硜にⱶえ、伺媩㱦榹生⽜は全てのＪクラブとも⠕⮯にクラブスポンサー㜵硜
を稤磵し、全国⺨地で活躍するＪクラブとの磡を深め、地域靹春に⹦り磝んでいます。☪、「地域創生」や「䧏続⺎耆
性」、「環㗞」への社会氳関䑏が高まっていますが、これも私たちがめざすものとꄆなっています。また、䎎社は㜵硜縖
が会社の啶䡗⿦である相互会社であり、一亠でＪリーグはクラブがそれבれ鷞ㅀに対して一烨を䧏つ꥗㍚。とも
に妨╚氳でサステナブٜな磝笝です。「侇代が私たちの羜中を䏲䥨ししてくれている」、そのように感じています。

䎎社とＪリーグは䇗僖に「Ｊリーグタイトٜパートナー㜵硜」
を催新しました。この瑬僿では、「社会氳価値の創出」をテーُに、
Ｊリーグが䇗から㲔产している「ٝٔبン」を䑴䭤し、䎎社の
「地元の元気プロジؘクト˥」の一環として、⺨地域鐐갭に䑴じた
社会靹春活動に⹦り磝んでいます。その一環として、萴い世代の春轑
が峎㵼⥝⺸である社会鐐갭をרまえ、ⴍ䦮パートナーبップ⶜㲊を
稤磵している日本颋ⶇ㰄社⶜力のもと、Ｊリーグ全クラブ璡とともに
春轑の゛蟐活動を车なう「ٝٔبンで春轑」をスタートしました。
地域のみなさまへの春轑ٜーّのご勅⫂活動や、スタジアّに春轑
スを鏗舙し、フؒン・サポーターへの鍱合䎎日の春轑勅⫂璡を鵟ف
じて、㲊僿氳な春轑を➢鶟しています。䇗僖儕侇憠で、春轑
⶜力縖丗は全国で,人を飃えています。また、佤☪、気⠮㚺動
璡の環㗞ゖ갭が갻㏇⴫し、♿業に䧏続⺎耆な社会の㲔現に⺸けた

アク٘بンが姲められている敯媲をרまえ、新たに「Ｊリーグ気⠮アク
ンパートナー」㜵硜を稤磵しました。人々の倲らしを支え、雛か٘ب
な䕤みをもたらす日本の叜冷を儔全世代につないでいくために、
「伺媩㱦榹�Ｊリーグの叜 にֽける叜冷⟊全「֐叜׃儔全をつむ֐
活動をスタートしています。そして、䇗僖にＪリーグが䎎社
よびֽٜل⽜に燯鬇をしてきました。これを㜵嚀とし、伺媩㱦榹生ٜل
ꤍ䫘する伺媩生⽜귆璡を⻠めた街⵱を「伺媩㱦榹٥ィٝッジ」と
⽛燡し、「地元のץとが元気になる空間」をコンجプトに、「乃⴫」と
「スポーツ」の氦⟓を鵟じた地域の活性⴫をめざしています。僖に
は「伺媩㱦榹٥ィٝ ッジ・؛ープؼングイيント with Ｊリーグ」を開⤹
し、䎎社ٜلや╖の⫂♧鵟りを中䑏にＪリーグ関連イيントを⶜⥸
開⤹しました。本イيントの開会䌋ではꄇ々兎菐⽰ؘزアُン、中兎
䞣⯹さん、⛪諰㵜人さんにもご⹆ⱶいただきました。また、僖に

Ｊリーグ燯鬇鋗䒝として䎎社ٜلの食㔆にて燯鬇堼鲛会を開⤹し、
䎎社とＪリーグの䏼業⿦⺱㚖で䟏鈐を深めることができました。この
⮯への攐「ンジٝٔز伺媩㱦榹Ｊリーグワーٜド」りのשかにも、䇗׮

⶜韕璡、さまざまな⹦磝みが多亠⺸でⱶ鵭しました。Ｊリーグが開䆠
⼽䇗を鲛えた鋗䒝すべき䇗に、䑏も饃ꦕもグッと鲣くなり、これ
まで♓┕に磡が深まったと感じています。

- 2023䇗յ׈らמ岐10גזױ䇗泘の磡

֐と׆׾׌僿䏨מＪリーグ֐وشからのパートナーシ׿׆-

˥1「人生䇗侇代」を鲛え、⢸䉓㵜⽜の䋝⛈に対するؼーثが高まっている
なか、䎎社が「よ⿁・サーلス・アク٘بン」のつの分ꄇで、「ֽ㲘さま・地域
社会・⥸く♧間䎎社䏼業⿦」の禆続氳な⢸䉓増鶟を䑴䭤する⹦磝み

プロジؘクト鎋碷https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ld/kenkatsu/

˥2「つながり、רれあい、ささえあう地域社会を。」をコンجプトに、地域の噛峚
し䏔として「社会氳なつながり」を䬠❠し、地域のみなさまと⺨地域の鞲嶎・
コِٖؼティをつなׅることで、雛かな地域づくりへの靹春をめざす⹦磝み

プロジؘクト鎋碷https://www.meijiyasuda.co.jp/brand/ld/jimotonogenki/

-ր꞊➟啶疣ցからր⪦Ⱘցのフؘー׫ث

伺媩㱦榹生⽜⟊ꣅ相互会社

⹦稤䏔մ代表㓴车䏔社Ꝏմ

姧㼖 葏㉺
Hideki Nagashima

-スَーֿص䧏つ“ⱱ”֐Ｊリーグ⶜韕の杼榺֐
わ け

䇗からスタートした「Ｊリーグタイトٜパートナー」瑬僿の
䇗間は、Ｊリーグとの「関係啶疣」をテーُに、ま׍は䏼業⿦┒ⶉ
人「全⿦がサポーター」を合銧蜗に、スタジアّでの鍱合鈝戦に车く
ことを大◄にしました。この⹦磝みによって、Ｊリーグに関䑏のなかった
䏼業⿦がスタジアّに餉を鷞び、サッカーそのもののꪫ氫さや一体
感のある䑴䭤に触れてＪリーグが好きになり、自分の㳃仌や⹘人、あ
るいはֽ㲘さまに「一稇にスタジアّに车こう」と声をかけて、魸が
どんどん䇶がっていきました。その磵果、現㏇では䏼業⿦の硜Ⱏが
Ｊリーグを䑴䭤するようになり、Ⱏ鲣くが䇗に㍑♓┕スタジアّ
に餉を鷞んでいます。本⹦磝みは、䎎社の一┊泘一樑地の⹦磝みと
して僃も大◄にしてֽり、䇗僖侇憠で、碵銶鈝戦縖丗は
┒人を突破しました。つづいて、瑬僿にあたる䇗から

の䇗間は、Ｊリーグとの「⪦創」をテーُに、Ｊリーグとともに地域
のみなさまの⢸䉓禴䧏・䷉ャに⺸けた⹦磝みを䑴䭤する活動をス
タートさせました。この⹦磝みでは、地域のみなさまへ⢸䉓増鶟に
関する䗯㕔や鷞動嚀会を䬠❠するために、䎎社が⹦磝む「みんなの
⢸活プロジؘクト˥」の刻となる「伺媩㱦榹生⽜Ｊリーグؚؗー
キング」を㷣開しました。地域のみなさまと地元のＪクラブ選手璡が
一稇に塥き、⢸䉓づくりを䑴䭤していく˘伺媩㱦榹ならでは˙のؚؗー
キングプロジؘクトで、これまでに┒人♓┕の亠にご⹆ⱶいただき
ました。この׮かにも、㯸どもたちの⢸やかな䡗Ꝏに⺸けて、「㵸学
生⺸けサッカー䷷㲜」を全国㷣開し、これまでに,㍑♓┕開⤹
しています。

僃鲣、「⪦創価値」という銧蜗を繰にすることがあります。会社と䏼業⿦だけ
で生み出せる価値というのはֽの׍と꡾界があります。大⮉なことは、磬岷
氳価値にとどまら׍、⢸䉓、磡、䇞せといった「多元氳な価値」を、䑩を⪦にす
る♧間と一稇に⪦創していくこと。そして、磡を碝ׁ、育てるためには、「多元
氳価値」や「⪦創価値」がいっそうꄆ釐になってくると縒えています。☪、世界
では戦◁璡で国㗞の㙆が高くなり、分了と劲䄐が䦡大しています。さらに、こ
れまで大きな䏔Ⱏを果たしてきた、国㳃と⠕人の間の中間㍚体である地域
社会や様々なコِٖؼティがかつての力を㜊った磵果、「嘦のつながり・磡」
がなくなり、世界中で㰜斻・㰜玮が社会ゖ갭となっています。 パートナー
⼽䇗を鲛えるبーثン。䎎社はこれからもＪリーグを䑴䭤するととも
に、これまで♓┕にＪクラブと地域で⶜⥸し、地域社会の䐝嘤、「嘦のつなが
り・磡」の澬⟊・䦡大にⲃめていきたいと縒えています。Ｊリーグには「地域に
劮䄐したスポーツクラブを劬として、雛かなスポーツ乃⴫をꃘ䡗する」という
杼䒝を䌕き続き大⮉にしていただき、⪦に塥んでくれることを僿䏨していま
す。これからのＪリーグ・日本サッカーの氦㷣が、すべての人の䇞せにつなが
ることを祈䒝しています。
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タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ powered by 明治安田

Ｊクラブアカデミーのトレーニングに参加した
ベトナムU17エリート選手たち
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Ｊリーグ海外事業

開幕30周年を迎えたＪリーグ。
海外に向けては、放映権販売による放送に加え、未販売国については
YouTubeでのライブ配信を拡充し、全世界にＪリーグ試合視聴環境を
届ける体制を初めて構築した。
ASEAN（東南アジア諸国連合）各国、特にタイでは同国籍選手を通じ
て、またインドネシアでは2.7億人の人口と熱の高いサッカーファンへの
アプローチに力を入れた。残念ながら、人気を7年間にわたってけん引
した川崎フロンターレのチャナティップ選手がシーズン途中でタイに帰
国。しかしその後、タイからエカニット パンヤ選手が浦和レッズに加入。
ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ACL）にも出場するなど活躍し、初期のタ
イ事業を引っ張った世代から、Ｊリーグを目指す次の世代の選手が台頭
し始めた。
また夏にはマンチェスター・シティ（イングランド）を招へい。他にもFC
バイエルン・ミュンヘン（ドイツ）、パリ・サンジェルマン（フランス）、セル
ティック（スコットランド）、アルナスル（サウジアラビア）など、世界の強
豪チームが来日してＪクラブと対戦。日本中のサッカーファンの注目を集
めるとともに、国際交流が加速した。
浦和は5月に3度目のACL優勝を果たした。さらに昨今の日本代表の
躍進、欧州トップリーグでの日本人選手のさらなる活躍など、フットボー
ルにおいては世界トップレベルでも評価されつつある。今後、どのように
Ｊリーグのさらなる価値へ転換していくか、ASEAN以外も含めた海外
での事業機会の拡大が期待される。

- ASEAN各国との交流促進

2023年12月、前年の大会に続き、タイで3回目となるタイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ powered by 明治安田を開催。国内タ
イトルパートナーの明治安田生命保険相互会社をゴールドパートナーに迎え、初の冠大会となった。12月開催のムアントン・ユナイテッドvs北海道
コンサドーレ札幌では、スタジアムでの観戦者の他、タイ国内で地上波放送により約90万人（推定）が視聴し、現地放送局のYouTube配信でも
40万回再生を記録した。
2024年2月には同大会の第2戦として、BGパトゥム・ユナイテッドvsセレッソ大阪を開催予定。

タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ powered by 明治安田

タイ

タイではJリーグの人気が継続した。北海道コンサドーレ札幌、川崎フロンターレで
活躍し、タイにおけるJリーグ人気を長くけん引したチャナティップ選手が6月に日
本を離れたが、その後、札幌のスパチョーク選手、また浦和に新加入したエカニット
選手がJ１で活躍。また、タイの若手選手育成を目的に、2022年に続き、Jリーグ
ユースチャレンジを10月にタイで開催。バンコク近郊の14チームが参加し、熱戦を
繰り広げた。

ベトナム

10月に、ベトナムサッカー協会推薦のU-17エリート選手8人をJクラブアカデミー
に招へい。水戸ホーリーホック、横浜ＦＣ、ジュビロ磐田に分かれ、それぞれのアカデ
ミーのトレーニングに参加した。
選手を受け入れたクラブの育成関係者によると、Ｊクラブのアカデミーにも十分参
加できるスキルを持った選手もいるとの評価があり、今後はこうした育成交流を通
じた海外事業促進機会の創出をさらに模索していく。
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インドبؾアで㲔产したパブリックٖلーイング 崻⶟とAsiop Football Academyの䬠携会見 大ꡉとAsiana Soccer Schoolとの䬠携会見

ナティップٔز
2017-2022 儘䆔
2022-2023.6 䃷㽂

スパ٘زーク
2022- 儘䆔

アٜـン
2022- 典◹V

コンフؚン
2016-2017 姡䢔
2023- 嘦宕FC
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-宾㛙䷑何

2023䇗の宾㛙䷑何は、アジアを中䑏に、埪䃸、中典、アフリカ、؛ーストラリアを⻠む硜20カ国で、⺨地域の䷑鴜㷀による䷑何を㲔产した。また、
その☽の地域にֽいては、Ｊリーグ戦夵疐鍱合を国꤀撶の⪜䌋YouTubeٔزンؾ 「ٜJ.LEAGUE International」で葏鏤㲔媲♀きによる
鿥⟓を㲔产し、䷑鴜㷀での䷑何と合わせ、全世界でのＪの䷑何を㲔現。侇䄐も㵼なく、現地鏤でのプロٓー٘بンも㲔产していたインドبؾア、
꺜峳からの釱绱が多く、アْリカ、ブラジٜ、葏国からも夵疐一㲊丗の釱绱が見られた。

宾㛙䷑何㲔竮

- SNSリーز

㎁꤀撶SNS

-㲊憠鐧削

ӧタイ、インךؓبؾغＪٛーء鏀湳䈱の僃냕値を催新

インドبؾアは、国妨の硜8Ⱏ♓┕がサッカー関䑏㷺Ｊリーグ宾㛙
䄫場鐧削よりというサッカー熱の高い国。2 0 2 3䇗にはF I FA  
U-17ワーٜドカップが開⤹され、国⫂はサッカーの話갭で沸り┕
がった。
2022䇗には、インドبؾア出骰のアٜـン選手が典◹٥ؘٜディⱶ
⪌䏲に⺱クラブS N Sのフؚロワー丗が 1 0⠘♓┕に増えたが、
2023䇗はJリーグ、Jクラブがさまざまな䎬でインドبؾアでの活
動を㲔产した。
5僖と12僖には現地で銶3鍱合のパブリックٖلーイングを㲔产。銶
300人を飃えるインドبؾア人フؒンが꥗まり、Jリーグの鍱合鈝戦
を楽しんだ。
崻⶟ُٜيーٝは、4僖にインドبؾアのエリートスクーٜAsiop 
Footbal l  Academyと䬠携。ジٔカٜタにAsiopُٜي�ーٝ

サッカースクーٜを開劅。インドبؾア人ֽよび日本人を中䑏に、崻
⶟ْخッドのスクーٜを鷞ㅀした。
大ꡉは6僖に⺱じくエリートスクーٜであるAخッٝج s i a n a  
Soccer Schoolと䬠携。大ꡉが鎶る育䡗、クラブ磬ㅀノؗؗـを
䬠❠し、⺱スクーٜのٗース選手の⹨け⪌れ、䧗㵵縖孬鸦などꝎ僿
ア出骰㝵㯸بؾジ٘ンでの関係啶疣をスタートした。⺱侇にインドل
選手のٝجッخ大ꡉٕンُーٝディースとの㜵硜も㲔現。䬠携鋗縖
会見にはインドبؾアサッカー⶜会会Ꝏや⺱国スポーツ大臹、また
㏇インドبؾア日本大使、ASEAN日本䷓䈡代表鼧大使も⮛䅪し、
国⫂から50社♓┕のْディアが꥗まるなど関䑏の高さをうかがわ
せた。
この☽、典◹٥ؘٜディ、٥ؒンフؚーٝ榻䈡がジٔカٜタでサッカー
クリؼックを開⤹した。

インؓبؾغ

ASEAN⺨国との選手◫流、ٝ アップを➢鶟するために、Jリーグではリーグ間䬠携国出骰の選手を㛙国盈凂㛙で㜵硜できる⯆䈱を錃けてٜي
いる。2023䇗はASEAN出骰の5人の選手がJリーグに㏇盈したうち3人がＪ。本⯆䈱の䏲䥨しもあり、2012䇗のアジア戦樋開㡎侇から
12䇗間で䋝べ64人のASEAN出骰選手がJリーグに所㷯した。

2023䇗にJٛーء㏇盈のASEAN⭳骰鹟䣆

2017䇗から禆続しているASEANを中䑏としたＪリーグの鏀湳・関䑏䈱に関する㲊憠鐧削を2023䇗も㲔产。
嫰力国であるタイ、インドبؾアについて、鏀湳䈱の僃高値を催新した。
タイにֽいては、埪䃸、アジアの邾丗の宾㛙リーグの鏀湳が峎㵼⥝⺸の中、ⱶえて、タイでのＪリーグ人気をけん䌕してきたٔزナティップ選手の
タイリーグへの燯盈があった中でも、Ｊリーグの鏀湳䈱を禴䧏することに䡗Ⱶした。
インドبؾアでは、⯥䇗奂プラス4.5%と大きく鏀湳を⛈ばす磵果となった。

2023䇗は䏼全の葏鏤撶⺨牊SNSを鵟じた䗯㕔氦⟓にⱶえ、タイ鏤、インドبؾア鏤など多銧鏤でのSNS氦⟓にも力を⪌れた。国꤀撶SNSの碵
銶フؚロワー丗は全世界で330┒、䇗間8.6⧠のリーز2023䇗12僖現㏇を鋗ꎰした。
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Ｊリーグ٬Ｊクラブ2023䇗宾㛙ךの╚な孨Ⳃ┉鈋
Ｊٛ ーء杼䒝ր㎁꤀炘⚡にֽׄる◫孱⹕צ鈐ャ׫の靹春ց

Ｊリーグ・Ｊクラブがアジアを中䑏に世界⺨国と◫流。Ｊリーグの硜ⶐ丗のクラブが、アカデِー䇗代の選手間◫流、䧗㵵縖◫流にⱶえ、現地♿業
との連携、クラブ間䬠携、またインؗفンド、アؗトؗفンド产瓀など、ASEAN典⶟アジア钥国連合钥国を中䑏に世界⺨国と国꤀◫流、لジؾス
嚀会を䦡大した。

-ＪＩＩ   宾㛙⺸けのآزット鞄㚞を開㡎。
インؗفンド⽛び鱮みを⫋開

-Ｊクラブの宾㛙キٔンプが⫋開。大ꡉはタイで、䇶㼖はトٜコで㲔产
-典◹のインドبؾア代表アٜـン選手が㜵硜催新
-嘦宕FCのيトナّ代表グエン コンフؚン選手がزーّに合流
-Ｊリーグ初のイスラエٜ人選手鏐生。大ꡉに⺱国代表のؾタ ラ٥ィ選手
がⱶ⪌

-꺜峳出骰のア؛ ン選手がYS嘦宕から㹿手に燯盈٘ز

1僖1僖

-ＪＩＩ մ宾㛙䷑何㲔产
-Ｊリーグ国꤀撶YouTubeٔزンٜؾで全世界日本、؛ーストラリアをꢜく⺸けにライブ
鿥⟓を㲔产。

-伺媩㱦榹生⽜Ｊリーグ開䆠մ宾㛙䷑何開㡎。Ｊリーグ国꤀撶YouTubeٔزンٜؾ
で全世界日本ֽよびその☽䷑何嘤鞄㚞地域をꢜく⺸けに伺媩㱦榹生⽜Ｊリー
グの夵疐4鍱合を葏鏤㲔媲♀きでライブ鿥⟓開㡎。全世界でリーグ戦の釱绱が⺎耆に。

-開䆠に合わせてインドبؾア、؛ーストラリア、タイのْディアが全日し、⺨地のＪリーグ
開䆠戦を⹦免

-大ꡉմ
インドبؾア Asiana Soccer Schoolアبアナサッカースクーٜからアカデِー
に䧗㵵縖溿⟣⹨け⪌れ、インドبؾア㝵㯸代表選手1人が2僖から大ꡉ㕠ٝディース
現ٕンُーٝディースに穒綗生として⹆ⱶ
タイ BGパトؖ ・ّٗ ナイテッドからタイ人選手2人が穒綗生として⹆ⱶ。

-Ｊリーグ宾㛙◄業鼧スタッフがインドبؾアで開⤹されたスポーツ䷑何カンフؒٝンス
「Sportel」に⹆ⱶ
-Ｊリーグ⪜䌋インスタグラّタイ鏤撶開錃

2僖2僖

-ラ؛スで国꤀⶜力嚀啶JICA╚⤹の䷓䈡⺸けスポーツ产錃活榫に関するワーク٘بッ
プ開⤹。Ｊリーグと大㲯が⹆ⱶ

トナّで開⤹された日飈㵼䇗サッカー大会「HAGLːENEOSカップ2023」ي-
に濗榹、㳪㸓のアカデِーزーّが⹆ⱶ

- 2僖に大ꡉと䬠携したタイの٘زンブリのٗースزーّが全日。大ꡉٗースとト
ٝーؼングُッز㲔产

3僖3僖

アٜـン ア؛ ン٘ز

ＪＩＩ

宾㛙䷑何㲔产

HAGLːENEOSカップ2023

スパ٘زーク

インドبؾア・ジٔカٜタでの
パブリックٖلーイング

焰㹭մポートFCと
パートナーبップ稤磵

崻⶟մインドبؾア・ジٔカٜタでサッカー䷷㲜を開⤹

タؾ ラ٥ィ

- 2022䇗にＪリーグが初開⤹したタイ J.LEAGUE Youth Challengeタイのサッカー
䍚霔16劅/16塶♓┖が⹆ⱶの優熓選手4人が全日。
䃷㽂アカデِーزーّへの穒綗⹆ⱶや䃷㽂vs.宣⽰の鍱合を鈝戦。鍱合䏲は䃷㽂の
タイ代表ٔزナティップ選手からの熱いアドفイスも⹨け⹦った。

-崻⶟がインドبؾアの⺲ꝛサッカースクーٜAsiop Soccer Schoolと䬠携し、ジٔカ
ٜタでサッカースクーٜを開劅

-大ꡉٕンُーٝディースがيトナّ㝵㯸代表とトٝーؼングُッز。⺱ٝディースزーّ
に穒綗生として⹆ⱶ中のインドبؾア㝵㯸代表ザーラ リフؒ選手も出場رثّ

-儘䆔のタイ代表スパ٘زーク選手が全日初䐂憠。ＪリーグYBCٜ٥ؒンカップのグٜー
プステージ瑬4疐、儘䆔vs.둊割戦で全日初䐂憠を⻠む2إーٜの活躍でزーّをⳏ⮵
に㵵く。

-岲姡が業ⳉ䬠携⩝であるタイ1鼧リーグのポリス・テロより選手を⹨け⪌れ、岲姡ٗース
の穒綗に⹆ⱶ

4僖4僖

-Ｊリーグ30⼽䇗に合わせてＪリーグ、クラブの宾㛙への
⹦り磝みが5僖16日のNHK「ֽはよう日本」で⹦り┕ׅ
られる。

-インドبؾアմジٔカٜタで30⼽䇗スًُٜٔبッزの
パブリックٖلーイング㲔产。2日間で䋝べ180人が⹆ⱶ

-䐵㼖がインドبؾアのRANSؽサンタラより穒綗生
を⹨け⪌れ。؛ーナーで⟫優のラフィ・アフُッド妣イ
ンスタグラّフؚロワー7000┒飃も合わせて全日、鍱
合釱㴔ֽよびクラブ、リーグとクラブ磬ㅀに関する䙫見
◫䬵を车う。

-崻⶟がインドبؾアのジٔカٜタでサッカー䷷㲜を開⤹。
崻⶟の㼖兎夠妣も⹆ⱶ

-宣⽰がパートナーبップ稤磵⩝のّアントン・ٗナイ
テッドタイより穒綗生を⹨け⪌れ。宣⽰トップزー
ّの穒綗に11日間⹆ⱶ

-焰㹭がポートFCタイとパートナーبップ稤磵。人免
育䡗、タイ・日本間の新たなلジؾス創出を泘䧗す。

5僖5僖

C大ꡉմアبアナサッカースクーٜ
とパートナーبップを稤磵

アンドٝスմイؼエスタ会見

-Ｊクラブの宾㛙⺸けآزット頇⪌بステّの㵵⪌が䦡大。嘦宕FM、FC典◹が㵵⪌。

-磬岷榤業泸、日本とASEANの関係嚀関⪦⤹によるイيント、日ASEANلジؾスؗィー
ク2023でＪリーグ、ٕ ンُーٌーٜディングス劔䌋会社䥵䎎などが氧㙐。スポーツを鵟じ
た日ASEAN⶜力の䍚⴫についてディスカッ٘بンを车う。

-崻⶟が2023 COPA BELLMARE U-11 PILOT INTERNATIONAL TOURNAMENT
をٌーّタؗンの䇖㖚䄫껊⪌רれあい⪜㎥サッカー場で開⤹。2日間にわたり国⫂㛙24
、ア、カンボジア、タイبؾーّが⹆ⱶしてトーナْントを開⤹。宾㛙からはドイツ、インドز
中国、ꭧ国のزーّが⹆ⱶ

-崻⶟が䬠携を磵שインドبؾアのAsiop Football Academyのスクーٜ生と⟊閾縖
150人が全日。鍱合鈝戦、コーزングクリؼック⹆ⱶなど、さまざまな日本サッカー体꽦
プログラّを㲔产。また⺱アカデِーの䇠鼧が、Ｊリーグを鋼ゖ。育䡗ْخッドなどについて
䙫見◫䬵を车った。

-大ꡉがインドبؾア・ジٔカٜタのアبアナサッカースクーٜとパートナーبップを稤磵。
育䡗㑔クラブとしてアジアサッカーのٜٝيアップのためアカデِー活動の⩗㲔を㍲る。

-儘䆔、䃷㽂に㏇盈したタイ代表ٔزナティップ選手がタイのBGパトؖ ・ّٗ ナイテッドに
燯盈
ꦕ日⯥日には⹿䄁である儘䆔の鍱合会場でのؼٓٝجー、その綇日は䃷㽂䄫⫂で车われた
サポーター╚⤹の鴜⮯会で多くのフؒンに感链と⮯れを⼔ׅた。

-元スًイン代表アンドٝスմイؼエスタ選手が5䇗間㏇盈した烕䢔をꦕれる
7僖1日の僃䏲の鍱合はクラブ⺒┕僃多となる硜2┒8000人の⪌場縖が鈝戦。Ｊリーグ
⪜䌋YouTube国꤀撶での鍱合鿥⟓は硜9┒4000㍑の釱绱を鋗ꎰした。会場にはＪリーグ
のꄇ々兎菐⽰ؘزアُンも全場。鍱合䏲のؼٓٝجーではサポーターに⺸けて寵のスمー
。もز

6僖6僖

84 85



M
A

N
A

G
EM

EN
T

M
A

N
A

G
EM

EN
T

浦和 川崎Ｆ

甲府横浜FM

タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４
powered by 明治安田

湘南　マレーシアAMDと
パートナーシップを締結

ベトナム　ユース来日

明治安田Ｊリーグワールド
チャレンジ2023 
powered by docomo

エカニット パンヤ

Audi Football Summit 
powered by docomo

徳島　カンボジア訪問

-ブリーラム・ユナイテッド（タイ）の石井正忠監督が2022年および2023年の2年連続で
リーグ戦、カップ戦、リーグカップ戦の三冠達成。その偉業にタイ日本大使から特別表彰

- 7月23日の明治安田Ｊリーグワールドチャレンジ２０２３ powered by docomo（横浜
Ｆ・マリノスvsマンチェスター・シティ）、7月26日のAudi Football Summit powered 
by docomo（マンチェスター・シティvsFCバイエルン・ミュンヘン）を共に国立競技場で
開催。後者の試合でＪリーグ主催試合における最多入場者数記録（6万5049人）を達成

-Ｃ大阪ヤンマーレディースにインドネシア女子代表のザーラ ムズダリファ選手がイングラ
ンドナショナルリーグノースのサウスシールズＦＣより移籍加入

-長野パルセイロ・レディースにタイ女子代表のタニガーン デーンダー選手がタイ バンコク
より移籍加入
タニガーン選手の兄は広島、清水で活躍したタイ代表ティーラシン選手。

-浦和にタイ代表エカニット パンヤ選手がムアントン・ユナイテッド（タイ）より期限付き移籍

-川崎Ｆが日越50周年記念事業として、ベトナムスクール生の日本遠征を実施。スクールへ
の参加、試合観戦、スタジアムツアーおよび選手との記念撮影、パートナー企業への訪問
などを体験

-タイ・バンコクでJINTAN U-14　ASEAN DREAM大会開催
Ｇ大阪、新潟のジュニアユースチームが出場。Ｇ大阪が準優勝。新潟はスポンサー企業の
タイ拠点工場見学も

-徳島アカデミーＵ－１４チームが、アンコールタイガーＦＣ（カンボジア）の協力でカンボジ
ア・シェムリアップ州を訪問。国際親善試合の実施に加えアカデミーコーチによるサッカー
クリニックやコンディショニングプログラムを開催。選手はスポンサー企業である大塚製薬
のミッション教育プログラムとして現地の市場調査などに参加

7月7月

バフェティンビ ゴミス

三菱重工ダイヤモンドカップ U-14

-浦和にタイ代表選手エカニット パンヤ選手が加入。8月29日に加入会見

-川崎Ｆに元フランス代表バフェティンビ ゴミス選手が加入。8月19日に加入会見

-鹿島アカデミーチームの海外遠征
ユースチームが国際ユーストーナメント（インドネシア・バリ）に参加
ジュニアユースチームが揚州大運河都市サッカーエリート招待大会（中国・揚州）へ
日伯友好カップ（ブラジル・リオデジャネイロ）
Ｕ－１２チームが韓国遠征

-Ｃ大阪アカデミーのＵ－１６チームがFuture Star Cup 2023（中国・上海）に参加（8
月27日～9月4日）

-浦和が三菱重工ダイヤモンドカップ U-14（タイ・バンコク）に提携クラブのムアントン・
ユナイテッド（タイ）と共に参加。（7月31日～8月7日）

-東京Ｖがインドネシア・ジャカルタ、バリでサッカークリニックを実施（8月24～29日）

-町田アカデミーのＵ－１４チームがSAT 3 & VISA.International Youth Football 
Tournament 2023（タイ・ナコーンラーチャシーマー）に参加（7月31日～8月7日）

-川崎Ｆが8月26日のホームゲームでイベント「抱きしめタイ」をタイ王国大使館の協力で
昨年に続き開催

8月8月

- AFCチャンピオンズリーグ2023/2024グループステー
ジがスタート
日本からは浦和、川崎Ｆ、横浜FM、甲府の4クラブが出場

-インドネシアのＪリーグファンからの多くのリクエストに
応え、Ｊリーグ公式インスタグラム、インドネシア語版を
開設！

-タイスポーツメディア SIAMSPORTおよびタイ国内の
インフルエンサーが札幌の試合を視察。同試合でタイ国
籍のスパチョーク選手が2得点を挙げる

9月9月

-Ｊリーグがベトナムサッカー協会推薦のＵ－１７エリート選手４人をＪクラブアカデミーに
招へい
水戸、横浜FC、磐田に分かれてアカデミーのトレーニングに参加

- 7月にムアントン・ユナイテッド（タイ）より浦和へ期限付き移籍したエカニット パンヤ選手が
10月4日のACLグループステージ、ハノイＦＣ（ベトナム）戦で初出場、初得点

-湘南がマレーシア国立サッカーアカデミーAMDとパートナーシップを締結
同じくアカデミーのＵ－１４チームが同国で開催されたスーパーモックカップ2023に招待
参加。マレーシア、タイ、クロアチアなどのチームと対戦し、大会を3位で終える。

-甲府がインドネシアでサッカークリニックを開催。クリニック開催と同時にクラブに関わる
ステークホルダーとの交流の場を設ける。

-Ｃ大阪アカデミーのＵ－１４チームがインドネシア遠征。ASIANA CUPに参加し、ヤンマー
現地法人とのサッカー教室も開催

-川崎Ｆがタイでサッカークリニック実施。ACLでタイに遠征中の選手のサイン入りユニ
フォームのプレゼントなども実施

10月10月

- 12／9（土）　タイライフ Ｊリーグアジアチャレンジ２０２３／２４ 
powered by 明治安田　ムアントン・ユナイテッド vs.
北海道コンサドーレ札幌をサンダー・ドーム・スタジアム
で開催。札幌からタイ代表MFスパチョーク選手が出場
し、MVPを獲得した（2024年2月にもBGパトゥム・ユ
ナイテッド vs. セレッソ大阪を開催）

-川崎フロンターレ タイ シラチャでサッカークリニック開催

-セレッソ大阪　タイで、香川真司選手によるサッカー教室
開催

-アビスパ福岡　ＦＣシャフタール・ドネツクとウクライナ
復興支援マッチを開催

-カターレ富山　第5回ベトナム日本国際ユースカップ 
U13に参加

-ファジアーノ岡山 2019年、2022年に続き、マレーシア
の3都市でサッカー教室開催

-水戸ホーリーホック　ベトナム　ソンラム・ゲアンと包括
的連携協定を締結

12月12月

-横浜FM　U14タイ遠征実施11月11月
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スタジアムの将来

-なぜ、スタジアムではなくスタジアム“シティ”だったのか

2024年10月14日、長崎スタジアムシティが開業を迎える。その中心にあるのがPEACE STADIUM Connected by SoftBankだ。V・ファーレン長崎
が使用する新たなホームスタジアムは周囲にアリーナ、商業施設、オフィス、ホテルが隣接する複合施設となっている。Ｊリーグでは初めてとなる
民設民営でのスタジアムは“スタジアムが持つ可能性”に新たな未来を描き出す。
「きっかけはもちろん、われわれがV・ファーレン長崎を運営していたこと。そして、専用スタジアムがこの街にあった場合に、街の発展につながる
のではないかということ。その可能性を探るところからのスタートでした」

株式会社ジャパネットホールディングスのグループ会社で地域創生
事業を担う株式会社リージョナルクリエーション長崎の岩下英樹社
長は壮大なプロジェクトの始まりをそう語る。人口減少や若い世代
の県外への流出、どの地方都市も抱える現代の課題を解決する。地
域創生の観点から動き出したプロジェクトはスタジアム、アリーナだ
けにとどまらずに可能性を大きく広 げていくことになる。
「Ｊリーグ、Bリーグの試合のみだと年間での稼働は極端に少ないの
で、それでは成立しないという大前提がありました。それならば、も
うちょっと角度を広げて、街づくりという観点で運営していったらい
いのではないか」（岩下社長）
スタジアム、アリーナからスタジアム“シティ”へ。商業施設、オフィス、
ホテルという街が長崎の人々の生活と密接な関係をつくり上げていく。
そのストーリーの主人公としてスタジアムとアリーナがあるという形
だ。スタジアムシティの特徴として挙げられるのがその回遊性だ。
「スタジアムを中心にしてグルッと一周回る中で全てのコンテンツと
施設に触れることができるのですが、その導線を基本的に止めない、

シームレスなつくりにしています。併せて、個々が閉鎖空間だと開放
感がなくなってしまうので、スタジアム自体も抜け感を大事にしてい
ます。空間を通して反対側のホテルが見える。また、その反対のスタ
ンドの間から川が見えて、海が見えて、山が見える。そういう空間が
グルッと一周、回遊している」（岩下社長）
スタジアムシティの特徴が開放感であれば、スタジアムの特徴はそ
の距離感だ。「物理的な距離の近さは感動を何倍にもする」（岩下社
長）という考えからスタンドとピッチの最も近い場所での距離はＪ
リーグが規定する5mにこだわった。また、スタジアムの中でもVIP
ラウンジから選手入場の様子を眺めることができるなど選手とファ
ン・サポーターの接点を増やし、距離を近くする工夫がいくつも施さ
れている。「選手たち、クラブ、チームの魅力が上がるにつれて自動
的に観戦体験の価値も上がっていくことになると思うので、そういう
ループにしていきたい」と、岩下社長はスタジアムのデザインとして
の特徴に期待を寄せる。

公平性よりも幸せの最大値。民間主導ならではのメリット

これだけ徹底的に掲げるコンセプトの表現にこだわれるのが民設
だからこその強みだ。
「行政と民間の決定的な違いというのは、行政の皆さんは全ての市民、
県民、国民に公平でなければいけないという大原則があると思いま
す。それはすごく大事な視点です。でも、逆にわれわれが事業を行うとき
にそれを担保し過ぎると将来性はなくなってしまう。公平ではないかも
しれない。でも、『そこにある幸せの量の最大値では上回ったよね』と言
うことができれば、例えば、すごく高いVIP席があったとしてもいいので
はないかと思いますし、一方、フリーで楽しめるところもあっていいので
はないかと。そういう考え方の違いはあります」（岩下社長）
自分たちがベストだと考えたものを100％で表現できるというのは
民設の最大のメリットだろう。逆に難しいのはプロジェクトが投資で
あること。長崎スタジアムシティには総額で900億円強の資金が投
入されている。「回収年限を決めて、投資回収をしないといけないと
いう大原則がつきまとうのがやっぱり、一番難しいところではないで
しょうか」と岩下社長は話す。スタジアム単体であれば、年間の稼働

日数が限られ、回収という点では極めて厳しい道のりが待っていた
だろう。ただ、スタジアムシティという複合施設であることが、民間主
導でのスタジアム建設に新たな視点をもたらしている。
「試合を開催していないときはスタジアムには自由に入れるように
しようと思っています。例えば、土日、試合がないときにスタジアムシ
ティに家族でご飯を食べに来たけど、お店がちょっと混んでいた。そ
れならテイクアウトで買ってスタジアムの座席で食事する。そういっ
たこともできます。ほかにも、シニアの方が朝の時間帯にちょっと散
歩しようかということでスタジアムのコンコースを使うこともできま
す。そうやって“スタジアム”を身近に感じてもらうことは大事なのか
なと思って設計はしています」（岩下社長）
試合開催時にはサッカーの熱狂を感じられる非日常の空間と化す
が、それ以外は日常として人々の生活に身近な存在として寄り添う。
行政主導でのスタジアム建設となれば、この両立は難しかっただろ
う。非日常と日常の空間をうまく両立させることができるのは、民間
主導でのスタジアム建設の大きなメリットといえるだろう。
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-「シンボリックな存在へ」。長崎スタジアムシティが郷土にもたらす可能性

スタジアムがショーケースだとすれば、その中で輝きを放つのが商
品だ。サッカーでいえば、V・ファーレン長崎というチーム、そして選
手たちということになる。素晴らしいショーケースの誕生はその中で
輝きを放つことになるチーム、選手たちにどのような影響を与える
のだろうか。岩下社長は「クラブの発展やチームの競争力向上に良
い影響があってほしい」と期待を込める。

「私は去年、サッカーとバスケットボールの、両方を見ていましたが、
まさにバスケは最初からクラブハウスがあってスタジアムシティの中
に新アリーナがある前提で発足したチームで、環境先行型だったと
思います。それに応じて来てくれた選手もスタッフもいます。それも
あって結果も出て、今、活躍してくれています。なので、そういう良い
影響はサッカーの方にもあるのではないかなという気はしていま
す。サッカーの選手たちともよく、『ロッカールームの色は何色がい
い？』というような話をします。そういう話をするだけでも将来を想
像するでしょうし、それが一つ一つプレーのどこかに響いてくれたら
結果も変わってくると思っています。スタジアムの存在が良い影響を
与えてくれると信じています」（岩下社長）

Ｊリーグの野々村芳和チェアマンは「週末に行われるホームゲーム
でどんな作品を作り上げるか」の大切さに頻繁に触れる。それは岩
下社長も同じ思いだ。民間主導ではあるが、共に作品を作り上げる
サポーターの存在も忘れてはいない。

「サポーターさんにもさまざまな温度感があると思います。観戦する
人、応援する人。V・ファーレン長崎の応援団体の方々とは『大旗が
上げにくくなるのでどこで上げましょうか』や『今まで横断幕をたくさ
ん出していたけど出せる場所はどうしますか』など既にそういう話も
しています。できる限り、トランスコスモススタジアム長崎でできてい
たことが新スタジアムになったらできなくなったということがあまり
あってはいけないと思います。それをどうやって着地させるのかは直
接、話し合って決めています。そういう会話を重ねて、みんなにとって
唯一無二のスタジアムに成長していくことが大事かなと思います」
（岩下社長)

良い作品を作り上げるために関わる全ての人たちが情熱を注げる
最適解を模索する。みんなで作り上げていこうとする姿勢もまた、こ
の新スタジアムの特徴といえるかもしれない。では、完成して以降、
スタジアムはどういった在り方が理想となるのだろうか。岩下社長
はこう話す。

「将来的にはヨーロッパのようにみんながシーズンチケットを買って
毎週、スタジアムに足を運ぶ。その席を手放したくないから翌年も
シーズンチケットを買うという世界観の中で、満員のスタジアムで常
に試合ができるというのはクラブにとって理想的な姿です。もちろ
ん、クラブとしての魅力を高めていくのも必要ですが、スタジアム単
体としても通いやすい、食事も待たなくていいなど、いろいろなプラ
スの側面が積み上がっていった結果、毎週のようにスタジアムに足
を運ぶことが『私の人生の一部である』とみんなが言えるようなとこ
ろにたどり着きたい」

「世界中の人が“来たい”と思うまちを創りたい！長崎のまちを元気
にしたい！！」という思いからのジャパネットの地域創生事業。長崎県
は地形的な問題から県北、県央など地域ごとの独立色が強く、さら
には離島もあることから地域ごとの結びつきに乏しいという。だから
こそ、岩下社長は「長崎スタジアムシティがシンボリックな存在にな
りたい」と強い決意を言葉に込める。

「長崎という場所には良いものが詰まっていて、歴史や文化にも深い
ものがあります。被爆した街であることをゆえんとした平和のメッ
セージを伝えられる意味合いなど多様性を持った街だと思います。
ただ、唯一欠けているなと思うのが、歴史や文化というよりも、もっ
とシンプルに若い人たちが週末、遊びに行く。そういうエンターテイ
ンメント性のあるものが少なかったのではないかなということ。そ
れって大きく欠けたピースだと思いますし、それがハマることで全体
の良さがまた際立っていく。そのことによって長崎の人たちは自分た
ちの郷土を誇りに思えるはずです。そして、他県の人たちにとっては
長崎が住んでもいいかなと思える街になっていく。観光で行きたい
街では上位なのに住んでいる人たちの満足度は下位。これって変だ
なと思います。ここがかみ合っていけばいいし、そのための存在に
なってほしいですね」

アリーナ、商業施設などを併設したスタジアム建設は長崎スタジア
ムシティがJリーグでははしりとなる。岩下社長は「仮にわれわれが
失敗してしまうとこれから10年、20年先に地方都市で起きたであろ
う可能性をつぶしてしまうのではないか。『スタジアムとアリーナを
民営で造ったらダメだよね、ジャパネットが長崎で失敗したしね』と
いう将来になってしまうことを考えると、将来のために失敗できない
という重圧があります」と偽らざる心境を吐露する。それでも、長崎
スタジアムシティという“開拓者”は、スタジアムの新たな未来に確
かな足跡を刻むことになるのは間違いない。2024年10月14日に
踏み出される第一歩。そこから描かれていく未来はJリーグ、そして、
スタジアムの可能性を大いに広げてくれるはずだ。
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1981年長崎県生まれ。2006年ジャパネットたかたへ入社。

インターネット部門、プロモーション戦略部門などの責任者を経て、

2019年物流・設置部門のジャパネットロジスティクスサービス代表取締役社長に就任。

2020年にジャパネットホールディングス取締役、

長崎県初のプロバスケットボールクラブである長崎ヴェルカ代表取締役社長に就任。

2023年に地域創生事業を進めるリージョナルクリエーション長崎と

リージョナルフーズ長崎の代表取締役社長に就任し、現在はグループ2社の代表を務める。

リージョナルクリエーション長崎

代表取締役社長

岩下 英樹
Hideki Iwashita
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辻井執行役員インタビュー
～サステナビリティ部の“元年”を振り返る～

-サステナビリティ部の“元年”を振り返る

創設30周年を迎えた2023年にＪリーグは、これまでの社会連携活
動「シャレン！」を引き継ぐ「社会連携グループ」と気候変動問題に取り
組む「気候アクショングループ」を併せ持つ「サステナビリティ部」を新
たに設けた。気候変動問題に地域創生を絡めた戦略の構築に乗り出
したＪリーグの目指すところは何なのか。そのアクションプランをリー
ドする辻井隆行執行役員（サステナビリティ領域担当）に2023年の
活動を振り返ってもらった。

地域密着を掲げるＪリーグはこれまで、地道にホームタウン活動、そし
て社会連携（シャレン！）活動に打ち込んできた。現在60を数えるＪク
ラブは、それぞれの所在地を中心に年間2万3000回以上のホームタ
ウン活動を行っている。そのホームタウン活動の中で自治体やNPO
（非営利団体）などと三者以上で連携し、少子高齢化など地域が抱え
る社会課題の解決にトライするのが「シャレン！」である。こちらもＪク
ラブがハブとなって年間2000回以上が行われている。辻井が今、あ
えて強調するのは、新設された部にとって「シャレン！」と気候変動へ
の取り組み「気候アクション」はクルマの両輪であり、コインの裏表の
ように密接な関係にあるということだ。
地球温暖化という言葉が地球沸騰化に塗り替わりつつある今、気候
変動が誰にとっても重要な関心事であるのは間違いない。人類の存
続のために二酸化炭素（CO2）など温室効果ガス（GHG）の削減は
「待ったなし」の課題。気候変動で社会の基盤、生活の土台がぐらつく
ようでは安心してスポーツを楽しむことはできないのだから、発足当
初から社会との関わりにこだわりを持つＪリーグとＪクラブがパート
ナー企業や団体を募り、一緒にその解決に前のめりになるのはごく自
然なことといえる。

では、実際にＪリーグは部を新設して何をやろうとしているのか。
2022年にＪリーグの社外理事に、2023年から執行役員に就いた辻
井は「部として何か具体的なことがすごくできたというわけではない。
今は土壌づくりを終えて種をまき、少しずつ芽が出始めた段階。もう
少し大きく育つのは来年かな、というのが今の感触」と語る。
この１年は自分たちの存在意義や目的、やるべきことをまず部内で整
理し、それを基に戦略を立案して、他部と連携しながら協業してくれる
パートナー企業やＪクラブとの関係を深めた。先方の思いや事情をく
み取り、立てた戦略とのマッチング作業を繰り返しながら辻井が感じ
たのは「パートナーの皆さんがすごくオープンマインドで、この問題に
向き合ってくれている」という手応えだった。気候アクションはそれだ
け喫緊の課題であり、人々の関心を喚起するトピックなのだろう。
気候アクションについてのＪリーグの基本戦略は公益社団法人として
41都道府県に広がる60クラブのパワーを生かすことにある。
「日本全国にまたがるフットボール・ファミリーが、それぞれのホーム
タウンで気候変動を止めることに貢献すれば、大きなムーブメントに

なる可能性がある。サステナビリティ部はそういう動きをけん引する
役割と、各地域の取り組みを後押しして良い事例が出れば、それを他
の地域に展開するお手伝いをする役割がある」
その枠組みの中でまず着手したのが、Ｊリーグの1200の公式試合で
排出されるCO2の量を計測する仕組みをつくり上げることだった。こ
れは昨年の環境省との連携協定２周年イベントで、Ｊリーグが「全公
式試合で排出されるCO2をカーボンオフセットする」と宣言したこと
を受けたもの。全クラブの協力を得た結果、試合日に排出される
CO2の量が類推値ではあるが、見えてきたという。
GHGの排出量はScope1（事業者自らの活動による直接排出量）、
Scope2（他社から供給された電気・熱などを使うことで生じる間接
排出）、Scope3（Scope1とScope2以外の間接排出）と3つのカ
テゴリーに分類される。
それらをＪリーグの試合に当てはめると、Scope3はサポーターや選
手が移動する際に使う飛行機や電車などの排出量も含まれるので、
算出するのは簡単ではない。Scope1と2も苦労した。60クラブのほ
とんどは自治体が所有するスタジアムを使っており、複合施設の中の
体育館が同じ日に使われていたりすると、どこまでがスタジアムでど
こからが体育館で使った電気代なのか、区別するのは至難の業だっ
た。
それでも苦労を重ねて、スタジアム周辺の飲食売店で使われる燃料
やスタジアムで使われる電気代などはある程度、データ化できるよう
になった。それらの数値が分かってくれば、例えば電気代なら1キロ
ワット当たりのCO2排出量が分かるので、全体像も見えてくる。
「結論として、1200試合のScope1と2に相当するCO2排出量のう
ち、70%以上が電気由来であることが分かった」と辻井。Ｊリーグの気
候アクションパートナーとなった再生可能エネルギー事業などを推進
する丸紅新電力、ユーラスエナジーホールディングス、日本自然エネ
ルギーから非化石証書やグリーン電力証書の提供を受け、Ｊリーグ公
式試合で使用した電力を実質再生可能エネルギーとすることで、
CO2排出量をゼロにできたという。

もう一つの大きなアクションはN T Tグループと協業で始めた
「TH!NK THE BALL PROJECT™」。ボールは地球の意味も掛け
ていて、2023年は横浜Ｆ・マリノスとギラヴァンツ北九州、ベガルタ
仙台がファン・サポーターと共にゴミを減らすとか、地元の野菜を食
べるとか、気候変動に対する打ち手になるような行動変容を促すプロ
ジェクトを試験的に実施した。「来年はもう少し規模を大きくして、ア
クションの中身も精査して行う」と辻井。
菅義偉元総理は2020年10月の所信表明で2050年までにCO2の
排出量をゼロにすると演説した。GHGの排出量と吸収量を均衡さ
せ、実質ゼロにするカーボンニュートラルの概念に沿ったものだった。
辻井に言わせると、CO2を出さない発電方法が日本全国津々浦々に

行き渡らない限り、CO2が出続けることは避けられない。それに、一
度大気中に放出されたCO2は数百年単位で残るから、今すぐ排出量
ゼロを実現したとしても温暖化そのものは続く可能性は高い。出てし
まったCO2を回収する方法はないのか。辻井は「地球の環境を再生
すると、大気から炭素を地球に吸着し固着させることができる」と説
く。
「一番分かりやすいのは森です。木々が健康だとCO2を吸収し、葉緑
素が光合成してO2だけを大気に戻してくれる。炭素は、豊かな土の
中に何億といる微生物に食べられて木々の根っこを通じて土に戻る
わけです。同じことは海藻もしてくれる。そういう意味でも自然環境の
再生はすごく大事になってくる」
Ｊリーグのタイトルパートナーになっている明治安田生命保険相互会
社は、気候アクションパートナーとして「未来をつむぐ森」というサブタ
イトルのついた環境保全の取り組みを始めている。森林には景観の
保全以上の意味があるのかもしれない。
辻井はまた、カーボンニュートラルを実現するための手段の一つであ
るCO2を出さない発電は「地域の創生との相性が良い」と語る。それ
らの発電は自然の力を利用した再生可能エネルギーがほとんど。利
用する力は地域の自然環境、風土に応じて変わるのが当たり前で、そ
れぞれの地域が自分たちに合ったものを選択することになる。小規模
でも地域で発電し、それをその土地で暮らす人たちが使って経済活動
を回せば、地域の中でいろいろな意味での潤いが循環する。日本の各
地で進む、畑の上にソーラーパネルを設置し、太陽の光で発電と同時
に野菜を育てる「ソーラーシェアリング」は、そうした循環社会の実現
に向けた実験なのだそうだ。そうやって地域の足腰が強くなること
は、その上によって立つＪクラブにもプラスになる話だろう。

サステナビリティ部の“元年”ともいえる2023年の終わりに、辻井は
今後の課題を三つ挙げた。「サステナビリティの文脈の中でJリーグが
5年後、10年後に向かって何を実現しようとしているのか、そのロード

マップをつくること」「それが絵に描いた餅にとどまらないように、ソー
ラーシェアリングのような具体事例を増やすこと」「最後は発信の部
分。今はウェブサイトに気候アクションのページもない状態。2年、3
年かけてステークホルダーの方々とのコミュニケーションプランを考
えていかないといけない」
「この三つがそろってくると、僕らのやっていることの認知度、解像度は
さらに上がるのかなと考えている」
1年365日のうち、試合のある日だけカーボンオフセットしても効果
はたかが知れている、という意見はあるだろう。普段のオフィスや日常
生活でもCO2は出ているし、意識変容や行動変容をファン・サポー
ターに訴えて行動に移したところで、それだけでは地球の温暖化は止
まらないと。それでも辻井は「各クラブの各地域での取り組みはもの
すごく大事になってくる」と訴える。
「仮に60のクラブが小さな発電所を60基、設置したとしても、日本の
エネルギー総量から比べれば本当に点みたいなもの。でも、これまで
の30年の歴史の中でＪクラブは自治体や学校、地域の企業、NPO、
関係省庁の地方事務所といった組織とすごく良い関係を築いてきた。
地域でハブになっているそんなＪクラブが新しいモデルを示すことは、
インスピレーションの源になる気がするんですね」
「分度器の角度が手元で1度、2度変われば、30年後にその角度はも
のすごい広がりになっている。そういう違いを生み出すのが僕たちの
ゴールの一つかなと思っています。いろいろなやり方を見える化し、そ
んなやり方もありかもねというきっかけをつくり、それを他の地域に
も広げていく。それはやがて元気な地域が緩くつながる自律分散型の
ネットワーク社会をつくることにもつながっていくと信じています」
サッカー・ファミリーが投じる一石が波紋を広げ、全国的なムーブメン
トになり、社会の構造まで変える。途方もない挑戦かもしれないが、石
を投げなければ、波紋すら広がらない。

文：武智幸徳（日本経済新聞社）
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Ｊリーグ妳⠮アクション

鲣䇗の気⠮㚺動のゖ갭により、活力ある社会、フットボーٜを支える、⢸全な自然環㗞が䭰らいでいる中で、フットボーٜをこれからも続けていく
こと、䧏続⺎耆な䎬で氦㷣することを泘䧗し、気⠮㚺動の鉮婊と地域創生のꄆなるꯛ域に⹦り磝み、気⠮㚺動ゖ갭の鉮婊と⺱侇にＪクラブの
ٌーّタؗンをـブとして地域活性に靹春することを泘嘅とし、Ｊリーグは気⠮アク٘بン戦樋への⹦り磝みを鶟めていく。
Ｊリーグは1991䇗の創錃䏲、地域と一体となったクラブづくりをꄆ釐な活動亠ꄠと㲊め、地亠自媩体、地域のスポンサー♿業、フؒン・サポー
ター、地域のْディア、クラブ鷞ㅀを支えていただいている丗多くの地域社会の皆様と⪦に、ٌ ーّタؗン活動や、地域の♿業などステークٌٜ
ーの皆様と連携した社会連携活動を鶟めてきた。2018䇗の開䆠25⼽䇗を嚀に「Ｊリーグを使ֽう」を合銧蜗として、3縖♓┕で⪦鵟の社会ر
鐐갭を鉮婊する社会連携活動を「ٝٔبン」と燡し、活動のインパクトをより多く生み出す⪦創ٓデٜの活動を䫟鶟していくことを表伺した。
そうした中で、鲣䇗ꪜ䅻に激しいꦞや台겧によってＪリーグの鍱合が中塛になるなど、Ｊリーグが泘䧗す「㱦䑏㱦全な鷞ㅀ」というフットボーٜ
そのもの、「㱦䑏してֽ㲘様をֽ鲛えした鍱合の開⤹」自体にも⷇嚀感を䧏たざるを䐂ない環㗞となってきた。その◄㲔に泘を⺸け、開䆠30⼽䇗
を鲛えた2023䇗に、自分ごととして気⠮アク٘بンをさらに䫟鶟するため「サステナلリティ鼧」を新錃した。

Ｊリーグが车う気⠮アク٘بン戦樋の一つ泘は「全国ّーブْントをけん䌕すること」。地杶に大きな䏅ꮶをもたらす気⠮㚺動に塮塛めをかける
アク٘بンを颯こそうというّーブْントをJリーグから䇶ׅていくことである。◅つ泘は「Ｊリーグがクラブと地域の⹦り磝みを支䭤すること」。
クラブや地域と⶜力しながら好◄❆をつくり、嘦㷣開していくことである。

「稷⽰」と「鸵䑴」という◅つの鬨で気⠮㚺動対瓀を车っていく。
  稷⽰峪㲜効果؝スの䪶出を⯡峎し、気⠮㚺動を哕力䤰⯆すること
  鸵䑴稷⽰を僃大꡾㲔产しても鹴けられない気⠮㚺動の䏅ꮶに対して、その逇㲹を鬭峎し、より荁い生活を⺎耆にしていくこと

妳 ⠮ 㚺 Ⳃ ゖ 갭
の解 婊

地 域 Ⱘ 榟

◅つの魸ֿꄆな׾鼧⮆מＪリーグとי׊嫰ⱱ׾׌

フشトٍール

磬岷

社会
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孨ⱱֵ׾社会
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⺨㏐㓊の孨Ⳃの䏲䥨し

ٞحン⪜䌋鍱⺬꧅ⱱ榺全CO2㲔韬ثーب2023 自抅梪㗞の⟊⪒と⫋榟꥚榫創⭳

㷣⭳تーهの梪㗞ךムؓةタت ⫋榟⺎耆ؙؾル؟ー❆خーラーؘٛؓبンء

굁姡タイム

䌕榫気⠮㚺動対䑴䗯㕔プラットフؚーّ

愤㲹侇の䐝仾䶹䭤
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カーボンٖؼートラٜに⺸けた⹦り磝みの瑬一䍧として、بーثンの全⪜䌋鍱合のスタジアّで䪶出しているCO2ꄈの⺎釱⴫に⹦り磝んだ。
全60クラブの⶜力の┖、䬠出された会銶データからCO2䪶出ꄈを銶畀。スタジアّによっては、鍱合日のみのデータ⹦䐂がꦘしいآースもあり、䐂ら
れた⠕⮯データから䫟㲊値の瓀㲊にも⹦り磝んだ。その磵果、1200鍱合の䪶出ꄈは3800トンCO2⯥䏲2023䇗12僖儕侇憠と畀出した。
なֽ、そのうちの硜7Ⱏが꧅気由全のCO2となっている。Ｊリーグ気⠮アク٘بンパートナーの╖硞新꧅力劔䌋会社から䬠❠されるFITꪜ⴫溍錞傴ֽ
よび劔䌋会社ٗーラスエナジーٌーٜディングス、日本自然エ؟ٜؾー劔䌋会社から䬠❠されるグリーン꧅力錞傴により⪜䌋鍱合の꧅力を㲔韬⫋生
⺎耆エ؟ٜؾーとすることで、峪㲜効果؝ス䪶出ꄈحロを鷼䡗した。

NTTグٜープの䧏つテクノロジーを榫いて、フؒン・サポーターや䄫妨が気⠮アク٘ب ンに
⹆ⱶ、禆続しやすいبステّをつくることで気⠮㚺動対瓀に関する人々の日々の车動㚺㳊
を㲔現させる。「TH!NK THE BALL PROJECT」を2023䇗9僖より開㡎。

「伺媩㱦榹�Ｊリーグの叜 として、叜冷烕㜧䃷洈ֽよび㸓卢洈に「֐叜׃儔全をつむ֐
ֽける叜冷⟊全・⫋生活動を⶜⥸で㲔产。

企業⺲

NTTءルーو

伺媩㱦榹榟⽜⟊ꣅ注◍⚡炘

╖硞新꧅ⱱ劔䌋⚡炘

劔䌋⚡炘ٗーラةػؙتー
ホールؔطンتء

仼儖自抅ؙؾル؟ー劔䌋⚡炘

⹦り磝ײ⫂㳊

カーボンٖؼートラٜとは峪㲜効果؝スの䪶出ꄈと⻸⹜ꄈを㏯辅させることմ䌕榫環㗞泸ٌーًّージ

╖硞新꧅力劔䌋会社よりFITꪜ⴫溍錞傴(˥)の䬠❠を⹨け、2023䇗26֐僖に開⤹され
たJリーグの600の⪜䌋鍱合で使榫した꧅力を㲔韬⫋生⺎耆エ؟ٜؾーとすることで、峪
㲜効果؝ス䪶出ꄈをحロにする。

˥ただし、┕鋗僿間にֽいて、仴に⫋生エ؟ٜؾー・㲔韬⫋生⺎耆エ؟ٜؾー꧅力を鐧鷼している
մスタジアّにֽける鍱合をꢜく

劔䌋会社ٗーラスエナジーٌーٜディングス所僗の겧力氦꧅所が生み出す꧅気の環㗞♀
ⱶ価値を、グリーン꧅力錞傴(˥)の氦车業縖である日本自然エ؟ٜؾー劔䌋会社が錞傴
⴫したものの䬠❠を⹨けることで、2023䇗712֐僖に開⤹のJリーグの600の⪜䌋鍱合
で使榫した꧅力を㲔韬⫋生⺎耆エ؟ٜؾーとすることで、峪㲜効果؝ス䪶出ꄈをحロに
する。

˥ただし、┕鋗僿間にֽいて、仴に⫋生エ؟ٜؾー・㲔韬⫋生⺎耆エ؟ٜؾー꧅力を鐧鷼している
մスタジアّにֽける鍱合をꢜく

- 2023䇗の⹦׽磝ײ

ײートラルに⺸ׄた⹦り磝ٖؼーボン؜ NTTグٜープの䧏つテクノロジーを榫いて、フؒン・サポーターや䄫妨が気⠮アク٘بンに⹆ⱶ、禆続しやすいبステّをつくり、Ｊクラブと⺨地域に㷣
開することで、人々の環㗞に関する日䅻の车動㚺㳊を➢し、地域活性⴫を㲔現するプロジؘクト。フؒン・サポーターが気⠮アク٘بンに⹆ⱶしやすく
なるبステّの開氦・䬠❠を泘䧗し、9僖からフؒン・サポーター⹆ⱶ㑔トライアٜを㲔产。2280人のフؒン・サポーターに⹆ⱶいただいた。

䎎社は、これまで⺨地域の社会鐐갭鉮婊に⪦に⹦り磝んできたＪリーグ・Ｊクラブと、
環㗞・気⠮ゖ갭にも一稇に⹦り磝んでいきたいという䘶いから、「タイトٜパートナー」
㜵硜にⱶえて、䇗僖に「Ｊリーグ気⠮アク٘بンパートナー」㜵硜を稤磵し、叜
冷の⫋生・⟊全に⺸けた⶜⥸を開㡎しました。僖に㲔产した烕㜧䃷洈の「叜冷⫋
生パートナー⯆䈱」に㓹づく叜冷⟊全活動を汷⮉りに、☪䏲も「伺媩㱦榹�Ｊリーグの
叜」にֽいてさまざまなステークٌٜرーの皆様と一稇に⹦り磝める活動を㷣開し、
地域の皆様に愛される叜冷づくりを鶟めてまいりたいと思います。

NTTグٜープは、䧏続⺎耆な社会の㲔現に⺸けてさまざまな社会鐐갭の鉮婊に⹦り
磝んでいます。Ｊリーグとは2023䇗から気⠮㚺動ゖ갭への⹦り磝みを開㡎し、多くの
フؒン・サポーターが、気⠮㚺動を自分ごとにして、できることから㡎めて、♧間を鏗っ
て大きな効果を出せる、そんな☼磝みづくりにٝٔزンジしています。2023䇗9僖から
は♁台、嘦宕、⴮▆䃸でＪクラブと一稇にフؒン・サポーター⹆ⱶ㑔トライアٜを车い、
多くの亠にご⹆ⱶいただきました。その学びを生かし、☪䏲はよりたくさんのクラブ、
フؒン・サポーター、ステークٌٜرーの皆様に♧間の魸を䇶ׅてまいります。

「伺媩㱦榹�Ｊリーグの叜֐儔全をつむ׃叜֐」の活動瑬一䍧として、伺媩㱦榹生⽜绷⿦と⪦に、叜冷丝⤓(間⚓・冾䣒ち・琉冷丝⤓)、自然鈝㴔やクラ
フトなどの叜冷体꽦を㲔产した。

TH!NK THE BALL PROJECT™

叜冷⟊⪒孨Ⳃր伺媩㱦榹�Ｊٛーءの叜 ց֐叜׃むח儔全を֐

「Ｊリーグ気⠮アク٘بン」に⪦感していただける♿業・㍚体と⪦に、より大きな力で䧏続⺎耆な社会に⺸
けた活動を㲔产していくために、新たなパートナーカテإリーとして気⠮アク٘بンに攐⴫した「Ｊリーグ
気⠮アク٘ب ンパートナー」を2023䇗に新錃した。

Ｊリーグ気⠮アク٘بンパートナーロإ

妳⠮ؓ٘بؠンقートػー新錃

日本꧅⟓꧅話劔䌋会社

溿狒開氦ُーآティング本鼧

アライアンス鼧ꝛ

生活乃⴫䥵䎎

⽰榹 洠┉
Shinichi Wada

伺媩㱦榹生⽜⟊ꣅ相互会社

♿槆鼧

サステイナلリティ磬ㅀ䫟鶟鼧Ꝏմ

全⛨ 䛤┉
Shinichi Kishi
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8,875回

6,042回

5,677回

2,238回

1,634回

1,550回

4,426回

行政

企業

教育機関

NPO等の非営利組織

サポーター/ボランティア

自治会や商店街などの地域組織

その他

8,226回

6,719回

2,255回

704回

701回

251回

8,587回

クラブ役職員・アンバサダー

監督・コーチングスタッフ

トップ選手

代表（会長・社長等）

アカデミー選手

その他

女子選手

サッカー普及

地域
スポーツ振興

行政への
協力

多様性・多文化理解

まちづくり

介護予防・
健康増進

環境保護

震災復興・防災

教育

ファンづくり・
エンゲージメント

醸成

1 2 .7 %
［ 6,337回 ］2 . 2 %  ［1,070回 ］

0. 5 %  ［ 264回 ］

1 . 8 %  ［ 873回 ］ 1 1 . 8 %
［ 5,870回 ］

1 3 . 8 %
［ 6,848回 ］

1 8 .7 %
［ 9,284回 ］

20.2 %
［ 10,045回 ］

7. 3 %
［ 3,654回 ］

延べ活動目的数

49,751

7. 5 %
［ 3,746回 ］

その他 3 . 5 %  ［ 1,760回 ］
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Ｊリーグシャレン！（社会連携活動）

Ｊリーグは、開幕からこれまで、「豊かなスポーツ文化の振興及び国民の心身の健全な発達への寄与」を理念の一つに掲げ、地域とのつながりを
大切に、Ｊリーグ・Ｊクラブが地域との接点となるべく、各地でホームタウン活動を行ってきた。開幕25周年となる2018年にＪリーグ・Ｊクラブを
社会・地域にそれまで以上に開き、われわれが持っている資産や価値を「つかって」いただき、ホームタウン活動の中でも「社会・地域課題解決に
向けて、三者以上で連携して取り組む活動」を、「社会連携（シャレン！）活動」と定義。シャレン！がスタートしたことで、各Ｊクラブの活動の幅が広
がり、質も高まった。2022年のＪリーグホームタウン活動調査によると、全体の1 割ほどの活動がシャレン！に分類され、多くの人々と関わること
による多面的な課題解決にもつながっている。

2023年5月15日、全60クラブのホームタウン・社会連携（シャレン！）活動の中から、特に社会に幅広く共有
したい活動を表彰する「２０２３Ｊリーグシャレン！アウォーズ」を開催した。今回は、Ｊリーグ開幕30周年とい
う節目の年の開催に合わせ、前年の活動に限らず「これが自クラブの代表的なシャレン！」という活動を選考
対象として、Ｊリーグ全60クラブよりエントリーのあった活動から選考を行い、6クラブの受賞が決定した。
多くのファン・サポーターの皆様にも個性あふれるＪクラブのシャレン！活動の中から魅力的な活動や応援し
たい活動を選んでいただく「ファン・サポーター選考賞」を新設。「２０２３Ｊリーグシャレン！アウォーズ特設
ページ」を通じて一人最大2票を投じる形で選考を行い、計10,000票を超える投票をいただいた。

選考基準：その地域にある社会課題解決に対して
チャレンジしていること

選考基準：国や自治体が掲げる政策を活用し、地域
の課題解決に向けて、多様なステークホルダーと連
携し、持続可能な活動となるように取り組んでいる

選考基準：記者として、自身の媒体に取り上げたい
と思う活動であること

選考基準：地域社会との「つながり」、「ふれあい」、
「ささえあう」をテーマにした活動であり、地域住民
を元気にした取り組みであること

選考基準：各Ｊクラブが自クラブ、自地域でも実施
したいと思える活動であること

選考基準：自身が応援しているクラブの地域でも実
施して欲しいと思える活動であること

名古屋グランパス

在留ブラジル人の
子どもたちのお仕事体験

藤枝ＭＹＦＣ

やいづ　ふっとさる　かっぷ
カターレ富山

選手の汗と情熱がしみこんだ
堆肥「芝～レ！」カターレ食農プロ
ジェクト～紅はるか～

水戸ホーリーホック

新しいフツウを
子どもたちからプロジェクト
～大豆ミートバーガー編～

モンテディオ山形

高校生が本気で挑戦できる場として
「高校生マーケティング探求」を実施

ガイナーレ鳥取

継続は笑顔なり。20年続けて
つながった2つのシャレン

-Ｊリーグホームタウン活動調査2022年度

-２０２３Ｊリーグシャレン！アウォーズ

2022年1月1日から12月31日

ホームタウンおよび活動区域内での活動を対象とする。また災害被災地への支援や国外などでの社会貢献活動は、
ホームタウン、または活動区域外であっても対象とする。

クラブ（株式会社および関連する社団、ＮＰＯなど）に所属し、または直接の契約を有し、またはクラブを公式に象徴す
る、あらゆる者による活動を集計対象とする。

実施期間

活動場所

活動者

年間活動回数 23,573回 2,068回 6,982人
うちシャレン！
活動回数

トップ選手の
活動人数

各クラブが実施したホームタウン活動を、クラブからの報告に基づ
いて集計。「活動目的」は、一つの活動につき複数選択となるため、
延べ活動回数が表示されている。

活動目的の構成

２０２３Ｊリーグシャレン！アウォーズ・受賞一覧

活
動
者

協
働
者

ソーシャルチャレンジャー賞 パブリック賞 メディア賞

明治安田　地元の元気賞
（2023 新設）

クラブ選考賞
（2023 新設）

ファン・サポーター選考賞
（2023 新設）

©N.G.E. ⓒKATALLER TOYAMA

ⒸMITOHOLLYHOCK ©GAINARE TOTTORI©MONTEDIO YAMAGATA
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2022䇗に10クラブで㲔产したこの「Be Supporters!֐サポーターになろう֐」は、2023䇗には20クラブで㲔产。地域の高룻縖产錃に⪌㷈
している亠々から選手・クラブへのエー ٜ䑴䭤ْッجージを꥗めて嘦了䆠を⯆⛼し、⺨Ｊクラブの穒綗場やスタジアّで䫴出された。また、
ٌーّأーّではエーٜを傴いた高룻縖自らによるエスコートؼبア、鍱合鈝戦などが㲔产された。

一人でも多くの亠のꡔ愤䙫閁を高めることで、SDGsのإーٜ11「⛨み続けられるまちづくり」とターأット13.1「気⠮関連愤㲹や自然愤㲹に対
する䍚ꫀ性ٝジリエンス⹕び鸵䑴の耆力を䍚⴫する。」の鷼䡗を泘氳として開⤹しているＪリーグとLINEٕフー仾ٕフーの⪦⺱♿槆「خナ
エٜJapan兵」。典日本大꧟愤から10䇗、挪本地꧟から5䇗の疐泘を鲛えた2021䇗から㲔产し、2023䇗で3㍑泘となった。䎎♿槆にはＪリー
グ全60クラブが⹆ⱶし、Ｊリーグ・Ｊクラブの氦⟓力、地域を䄢き鱮む力を生かし、多くのフؒン・サポーター、地域の亠々に愤㲹が颯こる⯥の⤓
えを➢し、愤㲹への湳閁を高めることによって、㱦䑏・㱦全な地域、そしてサッカーができる環㗞をつくると⺱侇に、日本全体のꡔ愤力を高めてい
くことを泘䧗している。2023䇗は、・フؒーٝンꝎ㽂が3䇗連続で優ⳏした。

LINEٕフー仾ٕフーが䬠❠する「ٕフーꡔ愤嘗鍱鵭綗稴地꧟稴台겧・霔ꦞ稴」をＪリーグ・Ｊクラブのフؒン・サポーターが⹨꽦。その
磵果の憠丗や、⺨Ｊクラブが氦⟓するツイートへのリアク٘بン丗に䑴じて䑴䭤するクラブに「ⳏ憠」が♀┙され、合銶が僃も高いクラブが優ⳏと
なる。

高룻縖产錃で鷨ごす高룻縖や鏀湳檮の亠など、俊壿は⼽㍱に「支えられる」嚀会の多い亠が、サッカークラブの「サポーター」になることで、クラ
ブや地域を「支える」㰆㏇になっていくことを泘䧗すプロジؘクト。「支えられる人から支える人へ」をコンجプトとして、2020䇗12僖にサント
リーؗエٜؾス劔䌋会社がＪリーグの銶4クラブと⶜⥸してスタートした。

-Ｊリーグオフィシャルパートナー サントリーウエルネス株式会社との
敬老の日特別企画“人生の先輩からのエール”

-ソナエルJapan杯2023

⺨Ｊクラブの鍱合日に翹끌㏆鳠を学ש铺綗会を開いたり、スタジアّ⫂でAEDの錃糋場所を澬鏀するツアーなどを㲔产。1人でも多くの亠がス
タジアّや俊壿の生活の中で┒が一のことが颯きた꤀のアク٘بンが颯こせるよう、また、一つでも多くの䑏臒突然墄をなくせるよう、⺨Ｊクラブ
がフؒン・サポーター、地域の皆様に⺸け「⽜つな׃アク٘بン」と갭した活動を车っている。

「⽜つな׃アク٘بン」というキーワードを皆様に湳っていただくことを鵟じ、⺨Ｊクラブがٌーّタؗンと連携して䫟鶟する塜しい䷫⽜湳閁の゛
氦活動を䏲䥨しすることで、⽜をつな׃䥵い手の魸を䇶ׅていく。

2021䇗67֐僖の埪䃸選手嘤でクリスティアン・エリクجン選手デンُークの⽜を䷫ったの
は、1分♓⫂に车われた䷫⽜䫣糋でした。スポーツに関わるあらゆる人が、⽜をつな׃ためのアク
ンを湳り、いつでも、誰でも、䎎たり⯥のように㲔饧できる地域、社会をつくるために、Ｊリーグ٘ب
とＪクラブ、選手、選手OB、地域の人々が手を⹦り合って、「#⽜つな׃アク٘بン」と갭した活動
を䇶ׅていきます。䷫える⽜を、一つでも増やすために、䷫えるすべを、一人でも多くの人に。

-＃命つなぐアクション

とは、绱釶・釱釶など感釶鷨䷧の檮敯がある亠や「ンサリーٜーّج」
その㳃仌が㱦䑏して鷨ごせる鼧㷑。大きな音やまשしい⩞、人岜み
などが萶手でも蛽ち浓いた環㗞でスポーツ鈝戦を楽しむことができる。
Ｊリーグでは╚畘鍱合であるＪＩＩ  、伺媩
㱦榹Ｊリーグワーٜドٝٔزンジ powered by docomo、
Audi Football Summit powered by docomo、Ｊリーグ
YBCٜ٥ؒンカップ婊ⳏでجンサリーٜーّを錃糋。また、邾丗の
Ｊクラブでもリーグ⪜䌋鍱合で⺱ٜーّを錃糋してֽり、鲣䇗は䇶がりを見せている。Ｊリーグはこれからも、誰もが㱦䑏して鍱合を楽しめる環㗞
づくりにٝٔزンジしていく。

-センサリールーム

⹆ⱶؠラه ⹆ⱶ稀䇗룻丗

րBe Supporters!َئ֐ーターにな֐؀ֹցとע

עルJapan兵とؙػخ

なׇֹחの鵽ꑷを⽜䷫ךーのⱱ؜ッئ

仼儖עך、䇗ꝴ硜7┒☔を飃ֻる方が䑏臒狯抅墄ך◥くなזていױすն*

©FC GIFU
©S-PULSE

©EHIMEFC

槄榹حルؓلのホームأームに䫴⭳さ׿た嘦了䆠

䚁㨽フラッؓيءラー 㹎꠹ 鍱⺬鈝䡵 岲姡ؙقتルت 嘦了䆠の䫴⭳

出⪯稀ⳉ泸寕ꡔ䇳 ䷫䓦䷫Ⲃの現媲

20クラブ 322,626歳
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企業として、
世の中に新しい
価値を創るために

私たちは、パートナーの皆様と
たくさん対話をして関係を深め、

相乗効果で世の中に
新しい価値を

生み出していきたい

街や文化づくりの
インフラを

整備するために
街の人たちと、多世代がつながり、誰もが
自由に体を動かせる空間をつくりたい
街づくりの一環として、生活の中に
スポーツがあることがうれしく

なるようにしたい

ホームタウンの
笑顔を増やすために

私たちは、もっとたくさんの人に
スポーツの力をつかってもらい、
地域社会に笑顔を増やしていきたい

フットボールを
進化させるために
私たちは、あらゆるプロから学び、
テクノロジーを駆使しながら、

そのクラブにしかできないサッカーを披露し、
人々から愛される選手を

育てていきたい

自らを
成長させるために
私たちは、さまざまな業界と連携しながら
スポーツ界に関わる人の流動性を高め、

刺激し合い、
あらゆる舞台で活躍する人を

たくさん輩出したい

ファンが
楽しむために

私たちは、サッカーを初めて見る人にも
大好きな人にも、優しく楽しい場所でありたい。

ＩＴ、飲食、音楽、デザイン・アートとも
コラボしながら、

たくさんの人の五感を刺激する
空間を創っていきたい

あなたとＪの1億通りのかかわり方

スポーツは、不思議な力をもっています

誰かの笑顔のために
人生をかけて生き様を表現する選手
地元の笑顔のために
奮闘しているスタッフ

そんな人たちの熱に触れると
ココロがドキドキして動き出す
ココロが動くと
体が自然と動き出す

自分が本気で挑む舞台はどこだろう？
自分の舞台を選べばいい
祈るのも、声を出すこともいい
クラブを支えるために
ボランティアやパートナーになってもいい
誰のために
何のために
私は動きたいだろう？

多様な人たちが関わり
本気で挑戦できる場になれるよう
Ｊリーグも道を開く挑戦を続けます

キーワードは「Ｊエナジー」

さらっとした熱
じわっとした熱
ごわっとした熱
いろんな熱があっていい
多様な熱が
パスし合える場を日本全国へ

互いの熱を高め合える舞台がＪリーグ
新しい道を開いた人に見える世界がそこにある

さて、どう突破しよう？
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野々村 芳和

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）

〒100-0005　東京都千代田区丸の内2-1-1明治安田生命ビル8F

https:// www.j league.jp

Ｊリーグ

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

深田 剛  ［ 合同会社マトイクリエイティブ ］

永井 康太 ［ 合同会社マトイクリエイティブ ］
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